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　遺跡や遺物などの埋蔵文化財は、「土地に刻まれた歴史」とも

いわれるように、郷土の成り立ちと文化を理解するうえで欠くこ

とのできない貴重な遺産です。肥沃な善光寺平の中央部に位置す

る長野市においては、その悠久の歴史を物語るように、現時点で

７００箇所を超える遺跡が周知されていますが、各種の開発事業に

伴って現状での保存が困難となったものについては事前に発掘調

査を実施し、記録保存という形で後世に伝えていく手段がとられ

ています。

　ここに長野市の埋蔵文化財第１２９集として刊行いたします本書

は、若里市民文化ホール及び都市計画道路栗田安茂里線の建設に

伴って実施した芹田東沖遺跡の２地点に関する発掘調査報告書で

あります。若里市民文化ホールは、冬季オリンピック会場に隣接

した文化コンベンション施設として整備されたものであり、平成

５年から３ヵ年にわたって発掘調査がすすめられました。また、

都市計画道路栗田安茂里線も、同施設整備と歩を合わせて道路改

良がすすめられたものですが、平成２０年度から延長路線の建設が

再開されたことに伴い発掘調査が追加実施されました。

　若里市民文化ホール地点の発掘調査は、折しも平成１０年冬季オ

リンピック開催に向けて市内各所での建設土木工事がピークに達

しようとした当時の調査であり、新発見を含む貴重な遺構と遺物

が多数確認されて注目を集めたことが思い出されます。以来十余

年を経ての報告となり遅きに失した感もありますが、地域史解明

の一助として、多くの皆様にこの調査成果をご活用いただければ

幸いに思います。

　最後になりましたが、埋蔵文化財保護に対する深いご理解とご

協力を賜りました関係各位及び、発掘作業に際して多大なご尽力

をいただきました地元の皆様に厚く御礼申し上げます。

　

　

　　平成２３年３月

　

� 長 野 市 教 育 委 員 会

� 教育長　　堀 内 征 治



例　言
　

１　本書は、長野市が施行する文化コンベンション施設（現．若里市民文化ホール）等建設事業及び都市計画道

路栗田安茂里線道路改良事業を起因とし、記録保存を目的として平成５年度から２０年度にかけて実施した埋蔵

文化財発掘調査報告書である。

　

２　発掘調査は、起因となった両事業を主管する長野市商工部商工課（現．産業振興部商工振興課）及び都市整

備部都市計画課と、埋蔵文化財保護を主管する教育委員会埋蔵文化財センターとが協議調整し、発掘調査に関

する直接の業務は埋蔵文化財センターが担当した。

　

３　発掘調査の所在地は、大字若里（現．若里３丁目）字東沖であり、字名を冠して周知の埋蔵文化財包蔵地

「芹田東沖遺跡」と命名されたものである。なお、調査地の一部は大字稲葉字上千田沖にまたがるものである

が、一連の遺跡範囲内として取り扱っている。

　

４　発掘調査の位置と範囲を特定するため、遺跡名に付して地点名（起因事業名）を用いることとした。調査年

度別の調査地点・区及び調査期間は次のとおりである。また、報告書作成へ向けての本格的な整理作業は平成

１９～２２年度に実施した。

５　本書での資料提示の要領は次のとおりとした。

　・調査概要について、地区毎に遺構・遺物の概要を記述し、全体図を掲載した。

　・遺構について、個別に記述し、実測図、写真及び一覧表を掲載した。

　・遺物について、個別に記述し、実測図、写真及び一覧表・観察表を掲載した。

　

６　本書の遺構測量図に示した座標は、平面直角座標系の第Ⅷ系座標値であるが、若里市民文化ホール地点は日

本測地系（旧日本測地系）、都市計画道路栗田安茂里線地点は世界測地系（日本測地系２０００）に基づく。

　

７　本書の執筆分担は、Ⅲ－３、Ⅳ－３を塚原由実、Ⅲ－４を㈱アルカ・角張淳一、その他を青木和明が担当し

た。

　

８　出土遺物及び調査に係る諸記録は、長野市教育委員会（埋蔵文化財センター担当）で保管している。

年度 地点名 略記号 区 調査期間

平成５ 若里市民文化ホール ＳＲＴＨ Ａ・Ｂ・Ｃ 平成５年５月１７日～１０月２１日

平成６ 若里市民文化ホール ＳＲＴＨ Ｄ・Ｅ－１・２ 平成６年５月９日～７年２月３日

平成７ 若里市民文化ホール ＳＲＴＨ Ｅ－３・４ 平成７年５月２２日～６月１６日

平成２０ 都市計画道路栗田安茂里線 ＫＡ－２０ 平成２０年１１月６日～１２月５日
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Ⅰ　調査経過

１　調査の契機

【若里市民文化ホール地点】

　平成１０年の冬季オリンピック開催に向けて、市内大字若里所在の市場団地跡地約４０，０００㎡を敷地とし、オリン

ピック局施設課によるアイスホッケー競技会場（現．若里多目的スポーツアリーナ）の建設並びに、商工部商工

課による文化コンベンション施設（現．若里市民文化ホール）等の建設が計画された。市教育委員会埋蔵文化財

センターでは、両課の依頼に基づき、平成４年１１月６日に両施設の建設予定地に関して埋蔵文化財試掘確認調査

を実施した。試掘調査では、敷地の中央付近に存在する東西方向の小段丘崖を境として北側（文化コンベンショ

ン施設）において平安時代等の遺物包含層を検出し、同範囲に埋蔵文化財が包蔵される可能性が高いことを確認

した。一方、段丘崖下の南側（アイスホッケー競技会場）に関しては、犀川の河道へと連なる浸食面であること

から、埋蔵文化財包蔵の可能性は皆無と判断された。

　この試掘調査結果を踏まえ、平成７年度の施設建設着工に先立って、５年度から約１８，０００㎡を対象として記録

保存のための発掘調査を実施することを決定した。新発見となった遺跡の名称は、地区及び字名を合成して「芹

田東沖遺跡」と命名し、平成５年５月１７日付けで埋蔵文化財発掘の通知（文化財保護法第５７条の３第１項）及び

埋蔵文化財発掘調査の通知（第９８条の２第１項）を文化庁長官宛に提出し、現地作業開始の運びとなった。
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図１　発掘調査の位置と字名（１：５，０００）
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【都市計画道路栗田安茂里線地点】

　アイスホッケー競技会場及び文化コンベンション施設等の建設整備と平行し、施設北側に位置する都市計画道

路「栗田安茂里線」の拡幅改良が都市整備部都市計画課によって計画された。市教委埋蔵文化財センターでは施

設建設予定地における試掘調査結果に照らし、当該路線においても埋蔵文化財が包蔵される可能性が高いと判断

し、工事着工に際して平成５年１月２５日から発掘調査に着手した。結果として、明確な遺構・遺物を検出確認す

るには至らず、２月５日をもって当該路線中の大字若里区間に関する調査は終了となった。

　大字若里まで完成した当該路線は、東側に向けて大字稲葉から栗田にかけて新規路線が延伸する計画にあり、

全線の開通を目指してその後も用地取得等がすすめられ、埋蔵文化財保護に係る協議も継続されることとなった。

平成１８年８月２９・３０日、新規路線となる大字稲葉・栗田区間に関する試掘確認調査を実施した結果、大字稲葉字

上千田沖の一部において芹田東沖遺跡の連続範囲が確認されるに至り、平成２０年度の工事再開に合わせ、記録保

存のための発掘調査実施が決定された。平成２０年１０月１７日付けで長野市長名による埋蔵文化財発掘の通知（文化

財保護法第９４条第１項）が長野県教育委員会教育長宛に提出され、現地作業開始の運びとなった。

A-1区

A-2区

B区 D区

C区
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E-3区
E-2区

E-1区

都市計画道路
栗田安茂里線地点

若里市民文化ホール
　　　　　　　地点

図２　発掘調査の範囲と調査区（１：２，５００）
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２　調査の経過

【平成５年度・若里市民文化ホール地点】

　発掘調査期間：平成５年５月１７日～１０月２１日（稼働日数９２日間）

　調査対象地区：Ａ区、Ｂ区、Ｃ区（構造物・舗装等が撤去された市場団地跡地約１３，０００㎡を対象）

　Ａ区を手始めとし、５月１７日に重機による表土除去作業に着手した。試掘調査結果から、地表下２ｍに至るま

での間に上下２層の遺物包含層の存在が想定されていたため、上層における奈良平安時代遺構検出の後、さらに

下層に向けての掘削及び検出作業を継続した。６月２１日にはＣ区の表土除去作業にも着手したが、下層において

は明確な遺構存在の証左が得られないまま、７月３０日までにＡ・Ｃ区に関しての遺構検出及び記録作業を終了し

た。この時点において、下層における遺物・遺構包蔵の可能性は皆無であると判断するに至り、７月２３日から表

土除去作業に着手したＢ区に関しては、調査対象を上層に限定する方針とした。粘性が強く色調の変化に乏しい

土質から、遺構検出には困難が伴ったが、土器破片等の遺物出土状況を手掛かりとして包含層及び遺構掘込基盤

層を確定しながら、その大まかな分布状況を把握した後に順次遺構の掘り下げを実施することとした。９月１３日

からは遺物包含層の堆積が厚く遺構重複が著しいＢ区中央付近に関しての第２次表土除去及び遺構検出作業に着

手、１０月１５日には掘り下げを概ね終了、それ以降に竪穴住居床下の掘り方確認及び掘立柱建物柱穴の断割り確認

などの補足調査を実施し、１０月２１日に機器材を撤収して年度内調査を完了した。

【平成６年度・若里市民文化ホール地点】

　発掘調査期間：平成６年５月９日～６月３０日　平成６年１１月１４日～平成７年２月３日（稼働日数５７日間）

　調査対象地区：Ｄ区、Ｅ－１・２区（旧市場団地東・北側の店舗・住宅部分約３，４００㎡を対象）

　建設予定地に含まれている市道沿線の店舗・住宅の移転解体スケジュールにあわせて、５月９日から予備調査

としての試掘作業等に着手した。まずは、宮田堰以東のＤ区（大字稲葉）を対象とし、５月３０日より表土除去作

業を開始、調査区北側から順次遺構検出を実施、６月２７日までに掘り下げと記録作業を終了、６月３０日までに埋

め戻しまで完了した。以降１１月に至るまで作業中断となったが、北側市道沿線における家屋等の移転を待って、

１１月１７日にＥ－１区を対象として作業を再開、１２月２日までに遺構検出及び記録作業を終了した。再度の作業中

断の後、１月１８日に至ってＥ－２区を対象とした調査を再開、２月３日までに遺構検出及び記録作業を終了した。

この時点で、年度内には家屋等の移転が進展しない見通しとなったため、年度内の調査を完了とした。

【平成７年度・若里市民文化ホール地点】

　発掘調査期間：平成７年５月２２日～６月１６日（稼働日数１９日間）

　調査対象地区：Ｅ－３・４区（旧市場団地北側の店舗・住宅部分約１，２００㎡を対象）

　懸案の市道沿線の家屋等移転が完了したことを受けて、５月２２日からＥ－３区の表土除去に着手した。５月２６

日にはＥ－４区の表土除去を実施、両地区において順次遺構検出及び掘り下げ作業を継続した。６月１６日までに

両区に関する記録作業を終了、平成５年度以来継続してきた発掘調査に係る全ての現場作業を完了とした。

【平成２０年度・都市計画道路栗田安茂里線地点】

　発掘調査期間：平成２０年１１月６日～１２月５日（稼働日数１５日間）

　対象路線東側範囲についての重機による表土除去作業から着手し、１１月１０日から作業員による遺構検出及び掘

り下げを実施した。１１月１７日までに東側範囲に関する遺構の掘り下げと測量を終了したが、駐車場等移転の都合

から作業中断となった。１１月２６日に作業を再開し、西側範囲に関する表土除去、遺構検出及び掘り下げを継続し

た。１２月４日までに測量等記録作業を終了し、発掘調査に係るすべての現場作業を完了とした。
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３　調査の体制

【平成５～７年度】

調査主体者　　長野市教育委員会　　教育長　　滝澤忠男

調 査 機 関　　長野市埋蔵文化財センター　　所　長　　荒井和雄（～H６）　丸田修三（H７）

　　　　　　　　　　　　　　主　　幹（兼所長補佐）　鈴木貞男（H６）

　　　　　　　　　　　　　　所長補佐（兼庶務係長）　山中武徳（～H６）　小林重夫（H７）

　　　　　　　　　　　　　　所長補佐（兼調査係長）　矢口忠良

　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務係　事務員　　青木厚子

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査係　主　査　　青木和明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　事　　千野　浩　飯島哲也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　風間栄一（H６～）　小林和子（H６～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門主事　　羽場卓雄（H５）太田重成（～H６）清水武（H６～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門員　　中殿章子　横山かよ子（～H５）　笠井敦子（～H６）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　山田美弥子　寺島孝典　西沢真弓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　田中（小野）由美子（H６～）　田村直也（H６）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　永井洋一（H７）　堀内健次（H７）　藤田隆之（H７）

発掘調査員　　勝田智紀（立正大学生）

調査作業員　　金子ゆき　川浦秀子　神頭幸雄　佐々木慶子　佐藤ひで子　成田孜子　新津三千子　西尾千枝

　　　　　　　藤沢たつい　三九二富子　宮島静美　美谷島昇　宮原孝子　向山純子　山崎洋子　吉沢トシ子

　　　　　　　脇坂智子　清水七男　待井春子　鈴木友江　小林紀代美　桜井修白　小林こま代　小林三郎

　　　　　　　倉島紀代子　小松未喜子　小松安和　松沢ナオエ　徳永勝子　徳永一　酒井秀　宮坂義憲

　　　　　　　中沢雄司　松浦サトミ　川村けさ江　征矢野篁子　倉石光将　峯村孝一　宮原千治　高橋薫

　　　　　　　伊藤裕子　山室やすい　岩井仁美　高畠政子　勝田千亜紀　堀内健次

整理作業員　　池田見紀　岡沢治子　徳成奈於子

　

測量業務委託　株式会社写真測図研究所

平成５年度　若里市民文化ホール地点の調査 平成６年度　若里市民文化ホール地点の調査
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【平成１９～２２年度】

調査主体者　　長野市教育委員会　　教育長　　立岩睦秀（～H２１．１２）　　堀内征治（H２１．１２～）

調 査 機 関　　文 化 財 課　　課　長　　雨宮一雄（～H２０）　　金井隆子（H２１～）

　　　　　　　埋蔵文化財センター　　所　長　　青木和明

　　　　　　　　　　　　　庶務担当　係　長　　宮沢和雄（～H２０）　　北村嘉孝（H２１～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　員　　吉村久江（～H２０）　　大竹千春（H２１～）

　　　　　　　　　　　　　調査担当　係　長　　千野浩（H２１～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　風間栄一（H１９）　　小林和子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　事　　宿野隆史（～H２０）　　塚原秀之（H２０～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門員　　遠藤恵実子　　長瀬出（H１９）　　山野井智子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山岸千晃（H１９）小池勝典（H１９）　　柴田洋孝（～H２０）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　向山純子（～H２０）　　佐々木麻由子（H１９）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚原（小林）由実（H２０～）　　木村（小山）夏奈（H２０～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　西澤尚紘（H２０・２１）　　山本賢治（H２１～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　髙田亜紀子（H２２）　　柳生俊樹（H２２）

　

調　査　員　　青木善子　池田寛子　多羅沢美恵子　鳥羽徳子　中殿章子　武藤信子　矢口栄子

調査補助員　　中嶋昭二郎

発掘作業員　　岩佐道子　加藤英次　久保田温子　小松俊一　田村玲子　戸谷茂　峯村洋子　宮崎巌

整理作業員　　倉島敬子　小泉ひろ美　清水さゆり　関崎文子　富田景子　西尾千枝　待井かおる

　　　　　　　三好明子　村松正子

　

測量業務委託　　株式会社写真測図研究所

石器分析業務委託　　株式会社アルカ

平成２０年度　都市計画道路栗田安茂里線地点の調査 平成２０年度　都市計画道路栗田安茂里線地点の調査
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Ⅱ　遺跡と環境

調査地の位置と地形
　千曲川と犀川の合流点を中心として広がる長野盆地の西側には、西部山地から流下した大小の河川の堆積によ

る扇状地が発達している。盆地内で最大の犀川扇状地以北にあっては、西から、裾花川、湯福川、浅川の各扇状

地が複合し、居住域に適した南向きの緩斜面が形成される。旧来の長野市街地は、善光寺門前町を核として形成

され、この複合扇状地上に発達してきたものである。遺跡の存在する芹田地区は、市街地の南部にあたるＪＲ長

野駅東側に位置し、近年の宅地化以前までは水田と桑畑が広がる田園地帯であった。その範囲は概ね裾花川扇状

地と重なり、扇状地内の微低地（裾花川旧流路）を利用した用水路（堰）が、西から漆田川、宮川、計渇川、古

川、南八幡川と並列し、網目状に連絡し合いながら農地を潤してきた。このように裾花川旧流路が網目状に入り

組む扇状地内にあっては、尾根状または島状に残された微高地を選んで遺跡が営まれている。芹田東沖遺跡は、

芹田小学校遺跡とともに、集落遺跡として宮川筋と計渇川筋に挟まれた微高地の一角に位置しており、調査地の

南側が一段標高を減じた犀川氾濫原に隣接し、その境界部分には犀川の侵食による比高差２ｍ内外の段丘地形を

観察することができる。同様に一帯の微高地には集落遺跡が分布しており、上流の微高地には御所遺跡が、北側

の計渇川筋と古川筋に挟まれた微高地には東番場遺跡が営まれている。また、地形的な高低差を利用して中世城

館跡も構築され、中御所居館跡や栗田城跡が集落遺跡と重複しながら分布している。

　なお、調査地は、民営の市場団地（現在は長野卸売市場協同組合）として昭和４０年までに造成されたものであ

る。その後、経営規模拡大を目指す中で昭和６３年に市場団地が市内真島町へと移転することとなり、その跡地利

用として冬季オリンピック施設等の建設が計画されるに至ったものである。

　

調査地周辺の遺跡群
　調査地が立地する裾花川扇状地には、地理環境を共有しながら多くの遺跡が有機的な関連をもって分布してい

る。当市では、これら複数の遺跡を包括する範囲として「遺跡群」を設定しており、裾花川扇状地内に分布する

遺跡の総体を「裾花川扇状地遺跡群」と呼ぶこととしている。同様に、安茂里地区の裾花川右岸の扇状地に分布

するものを「安茂里遺跡群」、長野地区の湯福川扇状地と裾花川河岸段丘に分布するものを「長野遺跡群」、浅川

扇状地に分布するものを「浅川扇状地遺跡群」と呼ぶこととしている。

　次に、各遺跡群内の代表的な遺跡について紹介する。

【裾花川扇状地遺跡群】

１ 芹田東沖遺跡　　大字若里字東沖ほか、平成５～７・２０年度調査、本書

　　古墳後期～平安時代竪穴住居４４軒、掘立柱建物１４棟などを確認

２ 芹田小学校遺跡　　大字稲葉字上千田沖ほか、昭和６１年度調査、長野市教委１９８７『芹田小学校遺跡』

　　平安時代竪穴住居２軒などを確認

３ 中御所居館跡・御所遺跡　　大字中御所字御所ほか、平成６・７・１４・１６年度～調査中、未報告

　　古墳後期～平安時代竪穴住居７０軒以上、中世城館（主郭・土塁・堀・外縁）・掘立柱建物などを確認

４ 栗田城跡・東番場遺跡　　大字栗田字東番場、昭和６２・平成元・５・６年度調査、長野市教委１９８８『東番場

遺跡』・１９９１『栗田城跡ほか』・１９９４『栗田城跡（２）』・１９９５『栗田城跡（３）』

　　古墳後期～平安時代竪穴住居、中世城館（主郭・堀・外縁）・竪穴・掘立柱建物などを確認
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図３　周辺の地形と遺跡群（１：２５，０００）
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図４　旧地形図から見た遺跡立地（１：８，０００）
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５ 八幡田沖遺跡　　大字稲葉字八幡田沖、平成５年度調査、長野市教委１９９５『八幡田沖遺跡』

　　弥生後期溝、古墳時代前期～後期竪穴住居１８軒、奈良～平安時代竪穴住居７軒などを確認

６ 中沢城館跡・西方遺跡　　大字高田字西方、平成６～８・１０・１１年度調査、長野市教委１９９８『西方遺跡・中

沢城館跡』・２００４『西方遺跡（２）』

　　古墳前期竪穴住居４軒、古墳後期竪穴住居１軒、平安時代竪穴住居１５軒、中世城館（堀）などを確認

７ 南向塚古墳　　大字高田字南向、未調査、長野市２００３『長野市市誌』第１２巻資料編

　　長野盆地平地部では唯一の前方後円墳と目されるが、明確な施設・出土遺物については不明

【安茂里遺跡群】

８ 平柴平遺跡　　大字安茂里字遠藤塚ほか、昭和４６年度調査、長野市２００３『長野市市誌』第１２巻資料編

　　縄文後期・弥生中～後期・平安時代竪穴住居、弥生後期・古墳時代方形周溝墓などを確認

９ 大門遺跡　　大字安茂里字大門・竹裏、平成５年度調査、長野市教委２０１１『大門遺跡』

　　縄文中期土坑、奈良時代竪穴住居３軒・掘立柱建物、平安時代竪穴住居１７軒などを確認

【長野遺跡群】

１０ 元善町遺跡　　大字長野字元善町、平成５年度調査、長野市教委２００８『元善町遺跡』

　　古墳時代竪穴住居、善光寺に関連する中世溝・盛土造成、近世土坑などを確認

１１ 善光寺門前町跡　　大字長野字大門町、平成１７・１９年度調査、長野市教委２００６・２００８『善光寺門前町跡』

　　古墳時代竪穴住居、中世溝・土坑・石積・竪穴、近世建物基礎・土坑・地下施設などを確認

１２ 西町遺跡　　大字長野字西町ほか、平成７・８年度調査、長野市教委１９９８『西町遺跡』

　　縄文中期・弥生中期・古墳前～後期・奈良・平安時代竪穴住居、中世・近世建物・土坑などを確認

１３ 東町遺跡　　大字長野字東町ほか、平成７・８年度調査、未報告

　　弥生中期・古墳中～後期竪穴住居、中世・近世建物・土坑などを確認

１４ 県町遺跡　　大字南長野字聖徳、昭和４４・５２年度調査、長野市２００３『長野市市誌』第１２巻資料編

　　古墳時代中～後期・奈良時代・平安時代竪穴住居、奈良時代掘立柱建物などを確認

１５ 箱清水遺跡　　箱清水三丁目字高岡道南、昭和５５・５８年度調査、長野市教委１９８１・１９８４『箱清水遺跡』

　　弥生後期竪穴住居１軒などを確認

【浅川扇状地遺跡群】

１６ 本村東沖遺跡　　上松一丁目字本村東沖、平成３・６・１６年度調査、長野市教委１９９３・１９９５・２００５

　　縄文晩期土坑、弥生中～後期・古墳前～後期・平安時代竪穴住居、弥生後期周溝墓・木管墓などを確認

１７ 三輪遺跡　　三輪八丁目相木東ほか、昭和５０・５１・６０・平成２・４・５年度調査、長野市教委１９８０・１９８７

　　１９９１・１９９３・１９９４『三輪遺跡』　弥生後期・古墳中～後期・平安時代竪穴住居などを確認

１８ 相木城跡　　三輪八丁目字本城、未調査、長野市２００３『長野市市誌』第１２巻資料編

　　周囲に土塁・堀をめぐらせた方形の居館跡　住人は相木氏あるいは宇木氏ともいわれる

１９ 押鐘城跡　　吉田一丁目字本城、未調査、長野市２００３『長野市市誌』第１２巻資料編

　　周囲に土塁・堀をめぐらせた回字形の居館跡

２０ 平林城跡　　平林二丁目字居村沖、長野市２００３『長野市市誌』第１２巻資料編

　　周囲に土塁・堀をめぐらせた回字形の居館跡　中心屋敷周囲に付属郭を伴う

２１ 平林東沖遺跡　　平林一丁目字東沖、平成５年度調査、長野市教委２０１１『大門遺跡ほか』

　　縄文中期土坑、奈良時代竪穴住居３軒・掘立柱建物、平安時代竪穴住居１７軒などを確認
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Ⅲ　若里市民文化ホール地点（SRTH）の調査

１　調査概要

　建設予定地一帯は、昭和４０年代から大規模に造成されて市場団地として整備されたため、旧来の地形の面影を

とどめてはいない。元々は南市集落と上千田集落の間に引き込まれた用水路「計渇川」沿いに開かれた水田域で

あり、建設予定地の中央付近を東西に横断する段丘（侵食崖）を境として、北側が遺跡範囲となる裾花川扇状地

面、南側が標高を一段減じた犀川氾濫原となっている。市場団地の造成と撤去に伴って表層は多分に撹乱を受け、

また、広範囲の中で部分的な変移も観察されるが、標準

的な土層堆積状態は概ね次のとおりである。

　　第１層：地表～　 表土層（盛土等造成に伴う）

　　第２層：０．３ｍ～　青灰色粘土層（旧水田土壌）

　　第３層：０．７ｍ～　灰褐色粘土層（遺物包含層）

　　第４層：１．０ｍ～　褐色粘土層（有機質混合）

　　第５層：１．２ｍ～　黄褐色シルト質粘土層

　　第６層：１．５ｍ～　灰～黄褐色粘土層

　　第７層：２．０ｍ～　黒色粘土層（有機質多混）

　　第８層：２．２ｍ～　灰褐色シルト質粘土層

　堆積する土壌は、未分解の有機質が一部に混合するな

ど、低湿な環境下において連続的に形成された粘土が主

体となり、基本的には当該地点が扇状地内における微低

地に属し、通常の集落遺跡と比較してやや異質な環境内

に立地していることがわかる。

　そのなかで、平安時代相当の遺物包含が確認された第

３層（以下「上層」という。）に関しては、第４層もし

くは５層上面を検出面として遺構検出確認を行った。ま

た、地下２ｍの位置で柱穴状の落ち込み等が確認された

第７層（以下「下層」という。）に関しては、一部の地

区において第８層上面を検出面として遺構検出確認を

行った。結果として、上層に遺構・遺物の分布が確認さ

れ、下層にはそれが存在しないことが判明した。

　調査においては、旧市場団地内の道路等の区画に応じ

て地区割りをし、調査初年度にＡ～Ｃ区を設定。次年度

以降、外周の民家移転の進捗に応じてＤ・Ｅ区を設定し、

順次調査を進めた。各地区での検出遺構と遺物の概要

は、表１にまとめたとおりであり、総体として確認され

た遺構は、古墳時代後期から平安時代にかけての竪穴住

Ａ－１区上層・遺構検出作業

Ａ－１区下層・遺構検出作業

Ａ－２区下層・遺構検出作業
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居４４軒、溝１６本、土坑２６基、掘立柱建物１４棟などである

（図５）。土壌が粘土質であることや土色変化に乏しいこ

となど、遺構の検出確認には不利な条件下において、確

認されないまま見落とされた遺構も多いと考えられるが、

実質の調査面積１１，５９０㎡の中に分布している遺構として

は少数にとどまる例と言って良い。次に、地区別に調査

概要をまとめる。

　

Ａ区の調査と検出遺構
　調査地西側の範囲をＡ区とし、さらにその中で西側部

分をＡ－１区、東側部分をＡ－２区とした。

　平安時代相当の遺物包含層を対象とした上層に関して

は、Ａ－１区において古墳時代後期から平安時代にかけ

ての竪穴住居６軒（１～６号住居、ただし１号住居は調

査区北壁断面における確認のため平面的に検出していな

い。）と掘立柱建物１棟（０号建物）を検出した。

　地下２ｍの黒色粘土層を対象とした下層に関しては、

検出作業によって大小の黒色土の落ち込みが分布する状

況を確認した（写真参照）。当初、これら黒色土の落ち

込みに関しては、柱穴等の人為的な掘り込みによる遺構

であると理解し、検出確認をすすめたものであるが、遺

物を全く伴出しない点などから人為としての証左が得ら

れず、形状が不明瞭で規則性も有さないことも勘案し、

軟弱な堆積環境において生成された自然の窪みあるいは

染みもしくは植物根茎などの貫入痕と理解すべきとの結

論に至ったものである。

　なお、下層における遺構検出作業においては、縄文土

器破片や黒曜石製石器及び剥片など、少量の遺物が散発

的に出土する状況が存在した。しかしながら、その出土

状況に不審な点があり、遺物のなかに現代人の手による

模造品が含まれている事実が判明したことから（第４節

参照）、出土したとされる遺物のすべては作為的に混入

されたものであって本来的な遺物と認定することはでき

ない、と結論付けられたものである。

　

Ｃ区の調査と検出遺構
　調査区南西の一角がＣ区である。上層及び下層につい

て遺構の検出作業を実施したが、遺構の存在は確認され

Ａ－２区下層・遺構検出作業

Ａ－１区下層・試掘状況

Ａ－１区下層・黒色土落ち込み検出状況（南から）

Ａ－２区下層・黒色土落ち込み検出状況（南から）



12

ていない。

　なお、当調査区では、土層断面における調査によって

侵食崖の形成と埋没に係る所見が得られている。当調査

区は、遺跡の南縁辺を画する段丘（犀川による侵食崖）

部分に位置しているものであるが、右に掲載した写真は、

調査区の断面に表れたその侵食崖の断面と土層の堆積状

態である。犀川氾濫の水流によって扇状地面が大きく侵

食され、ほぼ４５度の傾斜角の崖面が形成されている状況

が確認できる。また、侵食の直後には氾濫堆積が始まっ

たらしく、崖面は地表下２ｍまで砂礫によって埋没して

いる状況も観察できる。段丘地形の形成過程を具体的に

物語る資料として貴重である。

　

Ｂ区の調査と検出遺構
　調査地の中央部を広く占める範囲がＢ区である。遺物

の取り上げに際して、北東側をＢ－１区、南西側をＢ－

２区としているが、あくまで便宜的な区分である。

　上層について遺構検出作業を実施し、竪穴住居等多数

の遺構を確認している。下層についてはＡ・Ｃ区の調査

実績を踏まえて遺構存在の可能性はほぼ皆無と判断し、

一部に試掘坑を設けて状況を再確認したにとどまる。

　Ｂ区における遺構分布をみると、北西～南東方向に直

線的に走る一連の溝（２～４・９号溝）を境として様相

が二分される。南西側には竪穴住居及び掘立柱建物が重

複しながら多数分布するのに対して、北東側では遺構の

分布が確認されずに水田土壌に近い強粘性土壌の堆積が

観察される。隣接する各地区の遺構分布状態も総合すれ

ば、竪穴住居等が分布する南西側は居住域として利用さ

れた微高地に該当し、それに沿った北東側は帯状の低地

となって耕作域として利用されていた状況が想定でき

る。北西～南東方向に走る一連の溝はその境界に敷設さ

れ、土地利用に係る区画あるいは基準線としての役割を

果たしている可能性が高い。また、溝と並列して、柱

穴（杭）列も検出されていることから、水路的な遺構で

あったとも考えられる。いずれにせよこの一連の溝によ

る区画が、遺構の分布と構成に係りを有していることに

は間違いない。

　一連の溝により区画された南西側の居住域は、遺構分

Ｃ区・土層断面（犀川による侵食崖）

同上・左側：扇状地の堆積、右側：氾濫原の堆積

Ｂ区・遺構検出作業

Ｂ区・遺構検出作業
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布状態からさらに二分され、北側が平安時代（９世紀

代）所産の竪穴住居（７～２７号住居）密集地帯、南側が

奈良時代（８世紀代）所産の大形の竪穴住居（１０・２０・

２５号住居）及び掘立柱建物（１～６号建物）の分布地帯

となっている。前者は一辺４ｍ内外の竪穴住居１５基以上

が、重複あるいは辺を接して連続的に構築されているも

のである。後者は、一辺７ｍ前後の大形住居３軒と掘立

柱建物５棟以上が、目立った重複関係をもたずに構築さ

れているものである。また南側範囲には、大形の柱穴が

多数分布しており、その配列は判然としないものの掘立

柱建物が集中的に構築されている可能性が示唆される。

　なお、当地区の検出面からは多量の遺物（土器破片９０

㎏）出土を見ている。遺構の検出確認作業において土

質・土色の見究めが難航した点も考え合わせれば、当地

区にはさらに多くの遺構が存在していたと考えるべきで

あろう。したがって、欠落と誤認が多く含まれているこ

とが前提となるものであるが、ここに提示できた遺構の

分布状態から、集落構造の変遷と企画性を予測すること

は許容されると思われる。

　ここでまず注目される点は、竪穴住居あるいは掘立柱

建物の主軸方位である。平安時代竪穴住居の主軸がほ

ぼ南北方位をとるのに対し、奈良時代前半の竪穴住居

（２０・２５号住居）は北西方向に主軸方位を傾ける。この

傾きは、居住域を区画していると考えた一連の溝（２～

４・９号溝）とも合致するものであり、地形傾斜に則っ

た本来的・地理的な方位と位置づけることができる。当

該集落の成立当初から奈良時代まで用いられた、集落内

の基準線の方位を示すものであろう。一方の平安時代竪

穴住居に通有の南北方位は、奈良時代後半段階の竪穴住

居（１０号住居）から採用されているらしく、意図的に設

定された新たな基準線の方位を示すものであろう。掘立

柱建物の主軸方位もこの２方向に対応しており、南北方

位から偏る３・５号建物は奈良時代前半、その他は奈良

時代後半以降の所産と判断することができる。

　おそらく、この基準線の変更は奈良時代における条里

制の施行に関係するものであって、その意味においては、

当遺跡だけの問題にとどまるものではないが、８世紀か

ら９世紀にかけての時間幅の中で、竪穴住居と掘立柱建

Ｂ区・遺構検出状況（北から）

Ｂ区・遺構検出状況（北東から）

Ｂ区・遺構検出状況（南東から）

Ｂ区・遺構検出状況（南西から）
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物とがある種の計画性をもちながら連続的に営まれた結

果が示されていると理解しておきたい。

　なお、調査区の北西隅（７号住居の西側）から弥生

後期土器３個体が一括出土している（図４２－２８９～２９１）。

明確な遺構を確認するには至っていないが、出土状態か

らみてなんらかの遺構に埋設された土器群と考えてよい。

裾花川扇状地遺跡群内では弥生時代所産の遺物出土例は

今のところ僅少であるが、同段階には集落域としての利

用が始まっていることを示す資料となろう。

　

Ｄ区の調査と検出遺構
　調査地東側の範囲がＤ区である。Ｂ区とは計渇川分流

の用水路である宮田堰によって隔てられ、地籍としては

大字稲葉字上千田沖に属する範囲となる。

　地形的には、北東側が居住域に利用された微高地とな

り、南西側はＢ区から連続する帯状の低地域に属してい

るものと想定される。遺構の分布状態は疎であるが、地

区の北側で竪穴住居３軒（２８～３０号住居）、南側で掘立

柱建物３棟（８～１０号建物）が検出されている。いずれ

も奈良時代の所産と判断されるが、３０号住居に関しては

古墳時代後期にさかのぼる可能性がある。

　なお、掘立柱建物の西側には、南北方向に走る数条の

溝（１０・１１号溝）が確認できる。奈良時代後半以降に敷

設された南北方位の基準線を示すものであり、水田耕作

等に関連した遺構と考えられる。

　

Ｅ区の調査と検出遺構
　調査地の北側、都市計画道路栗田安茂里線沿いの範囲

がＥ区であり、家屋移転等に合わせて断続的に調査を進

めたことから、Ｅ－１からＥ－４までの４地区に分割さ

れている。

　Ｅ－１区での遺構分布は疎であり、平安時代竪穴住居

１軒（３１号住居）と掘立柱建物１棟（７号建物）が検出

されている。また、水田畦畔の痕跡を示すと思われる十

字形の溝状遺構及び灰色系強粘性の水田土壌の分布が確

認されている。

　Ｅ－２区においても遺構分布は疎であり、奈良時代に

属する竪穴住居２軒（３２・３３号住居）と柱穴が検出され

Ｂ区・竪穴住居の検出作業

Ｂ区・掘立柱建物柱穴の断割作業

Ｄ区北側・遺構検出状況（南から）

Ｄ区南側・遺構検出状況（南から）
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るのみである。柱穴には柱痕跡が確認され、掘立柱建物

の一角に該当するものと思われる。

　Ｅ－４区はＡ－２区の北側に位置し、検出遺構は平安

時代竪穴住居２軒（３４・３５号住居）及び掘立柱建物の一

角に該当すると思われる柱穴群が確認される。

　Ｅ－３区はＢ区南西側の居住域に連接する位置にあり、

竪穴住居９軒（３６～４４号住居）、掘立柱建物３棟（１１～

１３号住居）などが検出されている。竪穴住居は古墳時代

後期に属する１棟（３６号住居）を除いて平安時代の所産

であり、辺を接して密集する状況や大形竪穴住居（４４号

住居）の配置など、Ｂ区において見られたある種の計画

性が感じられるところとなる。また、奈良時代の所産で

ある可能性が高い掘立柱建物群の一帯には、配列は判然

としないものの大形の柱穴が多数分布しており、さらに

複数の掘立柱建物が存在している可能性が強く示唆され

ている。

　

　以上、各地区の調査状況と遺構検出状況を概観してき

たが、次に全体的な所見をもって当地点の調査概要にお

けるまとめとしておきたい。

　調査地点は、粘土を主体とする堆積土壌のあり方から

もわかるとおり、基本的には扇状地内における微低地に

属しているものと判断され、通常の遺跡立地と比較すれ

ば低湿な環境の中に位置することが明らかである。また、

８世紀から９世紀までの継続年代から換算すると、４０軒

を超えて発見された竪穴住居のうちで同時存在した数は

１０軒を超えることは有り得ず、集落規模としては小規模

の部類であることも留意される。

　このように居住域としては不向きとも思える条件下に

おいて、大形竪穴住居や掘立柱建物群を配した集落遺跡

が、小規模ながらも２世紀にわたって継続した事象につ

いては、どのように整理できるのだろうか。自然発生的

な集落と考えるよりも、水田開発など新たな意図と計画

に基づく集落であったと考える方が、理解しやすいので

はなかろうか。その意味において、当遺跡の性格は、律

令体制下での信濃国水内群芹田郷と絡めて理解するべき

であり、背景となっている、水田開発などの社会的動向

との連関にも目を向ける必要があろう。

Ｅ－１区・遺構検出状況（南から）

Ｅ－２区・遺構検出状況（東から）

Ｅ－３区・遺構検出作業

Ｅ－３区・遺構検出作業
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Ｅ－３区・竪穴住居の検出作業

Ｅ－３区・遺構測量作業

Ｅ－３区・遺構検出状況（北から）

Ｅ－３区・遺構検出状況（南西から）

Ｅ－３区・遺構検出状況（南から）

Ｅ－３区・遺構検出状況（南東から）

Ｅ－４区・遺構検出状況（西から）

Ｅ－４区・遺構検出状況（北から）
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２　遺構

　調査において検出確認した遺構は、遺構種別に一連の番号を付し、各遺構の概要（所属時期、形態・施設・規

模等検出状況、出土遺物）を一覧表に集約した（表１）。

　遺構測量図に関しては、調査区全体図（１：１０００）、遺構全体図（１：２５０）及び遺構実測図（１：１００）を掲

載した。また、遺構写真については、種別に集成して図版とした。

　なお、図及び写真においては、遺構名を次のとおり記号で表記している。

　　竪穴住居：ＳＢ　　溝：ＳＤ　　土坑：ＳＫ　　掘立柱建物：ＳＴ　　柱穴：Ｐ

　

（１）竪穴住居
　

　検出総数は４４軒を数え、時代別内訳では、古墳時代後期が３軒（６・３０・３６号住居）、奈良時代が９軒（３・

４・１０・２０・２５・２８・２９・３２・３３号住居）、平安時代が３２軒（１・２・５・７～９・１１～１９・２１～２４・２６・２７・

３１・３４・３５号住居）となる。奈良時代及び平安時代所属のものは、さらに時期を細分することが可能であり、平

安時代に関してはⅠ～Ⅲ期として区分している。

　分布の中心となるＢ区及びＥ－３区では、竪穴住居が重複しながら密集する状況が観察されるが、７世紀末か

ら９世紀末までの２００年間、１０世代の中で連続的に構築された住居群と考えれば、１世代あたり同時存在した住

居は５軒程度と換算されることとなり、その分布状態は小規模かつ疎であったとみるべきか。また、先述したと

おり、時間的な異動はあるにせよ主軸方位やカマド配置には規格性が強く表れており、ある種の意図と計画に基

づきながら継続的に構築された住居群である可能性も示唆される。

【古墳時代】

　古墳時代に属する竪穴住居のうち、唯一全形が知られる３６号住居は、一辺４．７ｍの方形で北壁中央部にカマド

を設置する。主柱穴４本を有するものと判断され、その内の２本には径１５㎝程度の柱痕跡が認められる。

【奈良時代】

　奈良時代に属する竪穴住居には、大形と小形の二者が存在する。大形住居は、床面積として５０～６０㎡の広さを

有し、小形住居と比較すれば３～４倍の規模となる。また、１０・２０号住居においては、検出面から測る床面まで

深さが７０㎝となり、小形住居に比較して掘り込みが深い構造にあることも注意される。

　１０号住居は一辺６．９ｍで、床面は凹凸が著しいものの堅く緻密であり、４本の主柱穴（P１～ P４）を配置す

る。主柱穴の掘方は径１ｍを前後する大規模なもので、二重に掘り込まれたかのような不整形を呈し、各々に

は径２０～３０㎝の柱痕跡が認められる。P２・P４にあっては柱痕跡が２本認められ、柱根劣化に伴っての建替え

（補修）が行われた可能性が示される。北壁に設置されたカマドは、３．２ｍにも及ぶ長大な煙道を住居外に延ばし、

燃焼部には石製支脚が据付けられている。燃焼部の奥壁に開口する煙道入口部分は方柱状石材で三面補強されて

おり、きわめて堅牢な構造といえる。また、袖には石材の抜き取り痕が観察される。

　２０号住居は一辺７．７ｍで、１０号住居よりさらに一回り大きく、床面は比較的平坦であるもののやや軟弱となる。

住居廃絶時点での主柱穴は４本（P１～ P４）と判断されるが、貼床の下からも旧の柱穴（P５～ P８、P９は

住居埋没後に掘り込まれた別遺構）を確認しており、建替え（拡張・補修）が複数回行われている可能性が示さ

れる。当初は主柱穴が P３と P５～ P７によって構成され、柱間３．３ｍの規模から考えると一辺６．５ｍ程度の一

回り小さい住居構造であったろうと推定できる。その後、P１～ P４による主柱穴への変更にあわせて住居の床
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面積が拡張され、柱間４．５ｍの大規模住居に改修されたものであろうと想定される。また、P１～ P４は二重三

重に掘り込まれたかのような不整形を呈し、複数の柱痕跡も確認できることから、柱根劣化による補修も行われ

ていることが確実と思われる。カマドは、北壁に設置された２箇所（カマド１・２）が確認されるとともに、同

壁から１．５ｍ内側に寄った位置に燃焼部の痕跡が焼土の窪みとして残されている（カマド３）。住居廃絶直前まで

機能していたものは、北壁左側に位置するカマド１であると判断され、燃焼部には土製支脚、袖には石材の抜き

取り痕が観察される。右側に位置するカマド２は、袖と燃焼部が完全に除去削平された状態にあり、燃焼部の痕

跡を示す焼土と煙道のみが遺存し、カマド１に先立って使用されていた旧カマドと判断される。煙道は長さ２ｍ

を測り、内部は焼土と煤が充満した状態にある。おそらく、長期にわたる使用に伴って煙道が詰まったことによ

り、新たにカマドを付け替える必要が生じたものであろう。床面に僅かな焼土窪みとして残されるカマド３は、

カマド２を遡る初代のものと考えられ、住居拡張にともなって除去された状況を示している。この主柱穴及びカ

マドの異動から、当該住居が執拗に建替え（拡張・補修）を重ねている状況と、その維持・使用の期間がかなり

の長期に及んでいる状況が導かれるが、大形住居の機能と用途を考える上では見逃せない所見といえる。

　２５号住居は一辺７ｍ内外の方形で、堅く緻密な床面を有す。主柱穴は４本を配し、内２本には径１５～２０㎝の柱

痕跡が認められる。北壁中央部に設置されたカマドの燃焼部には焼土塊が形成され、袖には石材の抜き取り痕が

観察される。

　一方、奈良時代の小形住居（３・４・２８・２９・３２・３３号住居）は、一辺４ｍ内外の規模で、主柱穴が確認でき

ないことから、主柱穴４本を有する大形住居とは小屋組みの構造を異にしていると理解される。また、カマドの

構造においても、石材抜き取り痕の存在から大形住居が堅牢な石芯構造を採ると考えられるのに対して、小形住

居では石芯の痕跡が認められず、比較的簡略な構造を採っていると理解することができる。

　２８号住居では、壁上端の崩落傾斜によって見かけ上一辺４．０ｍを測るが、本来は一辺３．６ｍの規模により、床面

は凹凸を有してやや軟弱である。カマドは北壁中央部に半ば切り込まれるように設置され、袖は除去されていて

遺存しないが、当地におけるカマド構造の特色がよく示されている。煙道は遺存状態が良好であり、穴の断面は

１５㎝角の四角形を呈し、カマド燃焼部奥壁から住居外側へ７０㎝延びて径５０㎝の小穴へと接続する。この小穴は煙

道から５㎝程度掘り窪められて低くなり、煤や焼土塊が厚く堆積している。上部構造は不明であるが煙突穴の底

部に相当する施設であり、落下してくる煤を溜め込む構造をとっていると考えられる。

　２９号住居は、一辺４．４～４．１ｍを測り、床面は平坦で壁際を除いて堅く緻密である。北壁に設置されたカマドは

崩壊して高まりとして遺存し、砂を多く混合した粘土によって袖が構築されている様子が観察できる。煙道は住

居外側に１．２ｍ延ばされている。

　なお、小形住居は大形住居及び掘立柱建物が分布するＢ区では確認されず、Ａ－２区、Ｄ区及びＥ－２区にお

いてのみ検出されている。距離にして５０ｍほどの隔たりではあるが、意識的に分布域を別にしている可能性が指

摘できる。構造上の差異や使用期間なども絡めれば、機能と用途の面においても、両者が隔たりを有していた可

能性が示唆され、住居の大小が単なる床面積だけの問題に留まらないことを再認識させてくれる。

【平安時代】

　平安時代に属する竪穴住居は、Ｂ区からＥ－３区にかけて集中的に分布している。その多くが一辺４ｍ以内の

小形住居であり、奈良時代よりさらに小型化する傾向が認められる。東壁にカマドを設置する１６号住居を除き、

北壁にカマドを設置することが通有であり、袖に石芯を用いているカマドの例（９・１４号住居）も存在する。Ｂ

区における分布状態をみると、１３・１７～１９号住居のように完全に重なり合う例もあるが、部分的に辺を接する程

度の重複例が多く、それぞれの位置を意識し合いながら連続的に構築された結果を示すものと理解される。
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　Ｅ－３区に位置する４４号住居は、一辺８．５～９．０ｍと群を抜いて大規模な竪穴住居となっている。床面はやや軟

弱であるが平坦面が形成され、柱間３．４ｍの主柱穴４本が確認される。検出面から測る床面までの掘り込みの深

さは、２０㎝以内であり、隣接する小形住居と比較して浅い傾向を見せている。特異な構造としては、壁際に石列

が配される点があげられる。５～３０㎝の礫（河原石）を用い、壁に沿って一直線に据え置き、一部欠落はあるが

ほぼ全周しているように観察できる。礫の配列の間隔はまちまちであるが、東壁際においては１．５ｍ間隔に配置

される傾向が認められる。類例としては塩崎遺跡群塩崎小学校地点２２号住居（長野市教委１９７８）があり、平安時

代初期に属す一辺６ｍの同住居において、壁際に礫を隙間なく一列に並べている状況が確認されている。その位

置からみて、壁に関係した構造物の礎石または重石的な役割が想起されるものであるが、現時点ではその機能・

用途は不明といわざるを得ない。なお、４４号住居においてはカマド形態にも特異な様相が観察されている。北壁

に位置するカマドは、幅２．５ｍ、奥行き１ｍの区画をもって燃焼部が外側に張り出している。小形住居において

も９号あるいは１９号住居のように燃焼部が外側に張り出す例はあるが、その幅は７０㎝程度の規模で比較にはなら

ない。袖や煙道などが確認されていないため、カマド全体の構造は不明確といわざるを得ないが、特殊な構造を

もつカマドである可能性は認められよう。また、南壁にはこの張り出したカマドに対応するかのように、幅２ｍ、

奥行き１ｍの方形の張り出し区画が存在する。検出時点では別遺構と判断して２５号土坑と命名したものであるが、

壁際の石列と類似した礫の配置が確認される点から、出入口的な施設として４４号住居に付随する張り出しと理解

した方が正解であろう。

　

（２）掘立柱建物
　

　検出総数は１４棟を数えるが、Ｂ区及びＥ－３区には配列が判然としないものの柱穴が集中分布していることか

ら、未確認の建物が多数存在していることが明らかであり、実体はそれを大きく上回ると思われる。柱間によ

る内訳では、１×１間が１棟（１２号建物）、１×２間が２棟（２・７号建物）、２×２間が２棟（０・８号建物）、

２×３間が６棟（１・３・４・１０・１１・１３号建物）、２×４間が１棟（５号建物）となる。また、Ｅ－３区４１号

住居に重複して確認されている１×１間の建物（番号なし）は、柱穴内に礎石を置く例となる。所属年代につい

ては、出土遺物が乏しいため確定することは危険であるが、主軸方位や竪穴住居との位置関係の状況から、奈良

時代に構築されたものが主体となると推定される。ただし、主軸方位をほぼ南北方向に置いた２×２間の建物は

平安時代の所産となる可能性が高い。

　ここで、検出数の多い２×３間の建物について詳述する。その分布状態は、Ｂ区に３棟、Ｄ区に１棟、Ｅ－３

区に２棟と分かれており、距離にして５０ｍ以上離れるが、主軸方位及び規模においてはそれぞれに共通性を観察

することができる。６棟の規模を具体的な数値で示せば、短辺（２間）は４．４～４．９ｍ、長辺（３間）は６．２～６．５

ｍの中に納まり、１間あたりに割り返すと２５～１０㎝の偏差となる。面積で示せば、２７～３１㎡の中に納まり、４㎡

程度の偏差となる。この偏差を僅かなものとして捉えるなら、これら６棟の設計が同一規格に基づいている可能

性が考えられよう。各建物の構築と使用期間には時間的な前後関係が含まれるものであることから、全てが同時

存在していたとは認めがたいが、使途を同じくする一連の施設として相互に関連を有しながら機能していた状況

を想定することができる。竪穴住居との位置関係や重複のあり方などについても注意を払う必要があろうが、掘

立柱建物の使途を倉庫として仮定するなら、奈良時代という時代背景を考え合わせて、租稲を収納管理するため

の施設と位置づけることもできよう。

　なお、当調査では柱痕跡を確認できた例が比較的多い。これは、掘立柱建物の存在を意識してその検出確認に
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努めたことも影響してくるが、遺跡内の土壌が柱痕跡を残しやすい条件にあったことが大きな要因となっている。

当遺跡においては遺物包含層が水田土壌に近い灰褐色粘土で構成されることから、柱穴掘り方内の埋土もこの粘

土が主体となり、基盤の褐色～黄褐色シルト質粘土が混合した斑状を呈する。その中で柱痕跡は均質な灰色粘土

として認識される場合が多い。柱痕跡は径２０㎝前後のものが一般的で、細いもので径１５㎝、太いものでも径２５㎝

に留まるようである。

　

（３）土坑・溝
　

　住居・建物以外の遺構としては、土坑２６基、溝１６本が検出されている。出土遺物から所属年代を推定できる範

囲においては、奈良時代に属するものが多いように思われる。

　それらの中で、Ｂ区掘立柱建物群に接して位置する５・６号土坑と３・４号溝について詳述しておく。同遺構

群の検出に関しては、表土除去段階において土器破片が集中散布する範囲として認識され、同範囲を一段掘り下

げた結果として土坑及び溝の平面形を確認するに至った経過がある。また同時に、１号建物の柱穴２本（Ｐ１・

９）が確認されており、それ以降の掘立柱建物群検出確認の契機ともなったものである。これらの土坑と溝につ

いては、１号建物も含めて、奈良時代に属する一群の遺構である可能性が高いと判断されるが、その年代を特定

することとなった出土遺物として、「市寸」と記した墨書土器（須恵器杯）の存在をあげることができる。５号

及び６号土坑から１点ずつ出土し、６号土坑出土のものは残念ながら発掘現場で盗難に会い、本書には５号土坑

出土品のみを掲載することとなったが、遺構群の性格を考える上でも重要な遺物と位置づけられる。墨書土器を

出土した土坑の規模は、確認面において径０．６～１．２ｍ、深さ１０～２０㎝を測り、小規模の部類に属す。また、上部

での遺物散布状態から、各々個別に掘り込まれたものではなく、一連の遺構として掘り込まれている状況も想定

することができる。

　土坑の東側に接して位置する３・４号溝は、幅員５０㎝前後、深さ１０㎝内外で、位置と規模からみて土坑と連動

しながら掘り込まれている可能性が認められる。前節においても言及している点であるが、３・４号溝から２・

９号溝に連なる形で、北西～南東方向に延びる長さ７０ｍの直線区画が形成されている。これは、居住域となる微

高地と低地域とを区分するための区画と目されるものであり、さらに長さ８ｍを測る柱穴列が、溝と重複又は連

続する位置において、２箇所確認することができる。径２０～３０㎝の小形柱穴６～７本が一直線に配列されるもの

であり、その間隔は不規則であるが、径１０㎝未満の柱痕跡も検出されている。柱痕跡の太さからすれば、柱穴列

というよりも、杭列と表現した方が実態に近いのだろうと思われる。なお、これらの溝及び杭列は、複合して水

路的な施設として機能していたと考えることができるが、その位置関係をみると、並行しながらも微妙に位置を

ずらしている状況が観察される。つまり、厳密には直線上に連続して並んでいるわけではなく、断続的に個別に

存在していた可能性も考慮されるところである。果たして、上部にはどのような施設が存在していたものか、現

時点では不明といわざるを得ない。

　同様に、区画を示す溝との例として、Ｄ区の１１・１２号溝とＥ－３区の１３・１４号溝をあげることができる。いず

れも幅の狭い小溝が２～３条並行しながら、南北方向に近い方位で敷設されたものである。条里区画との関連が

注意され、奈良時代後半から平安時代に所属する可能性が指摘されよう。
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Ａ－２区　ＳＢ－２（南から）

ＳＢ－３（南から）

Ｂ区　ＳＢ－９（南から）

ＳＢ－１１（南から）

ＳＢ－２　カマド（南から）

ＳＢ－５（南から）

ＳＢ－９　カマド（南から）

ＳＢ－１５（南から）

遺構写真①



22

Ｂ区　ＳＢ－１４（南から）

ＳＢ－１３・１８（南から）

ＳＢ－９～１９（南から）

ＳＢ－１３・１７・１９（南から）

ＳＢ－１４　カマド（南から）

ＳＢ－１８　カマド（南から）

ＳＢ－１３～２４（南から）

ＳＢ－１６（西から）

遺構写真②



23

Ｂ区　ＳＢ－２１・２２（南から）

ＳＢ－１０・２０（南東から）

ＳＢ－２０（南から）

ＳＢ－２０　カマド（南から）

ＳＢ－２５（南から）

ＳＢ－１０（南から）

ＳＢ－１０　カマド煙道（東から）

ＳＢ－１０　カマド（南から）

遺構写真③
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Ｄ区　ＳＢ－２８（南から）

ＳＢ－２９（南から）

Ｅ－１区　ＳＢ－２９（東から）

Ｅ－３区　ＳＢ－３６（南から）

ＳＢ－２８　カマド（南から）

ＳＢ－３０（南から）

Ｅ－２区　ＳＢ－３２（東から）

ＳＢ－３７・３８（南から）

遺構写真④



25

Ｅ－３区　ＳＢ－３９・４０（南から）

ＳＢ－４２・４３（南から）

ＳＢ－４４（西から）

ＳＢ－４４　カマド（南から）

Ｂ区　ＳＢ－４１・ＳＴ礎石（東から）

ＳＢ－４４（南から）

ＳＢ－４４（東から）

ＳＢ－４４東壁際　礎石？（北から）

遺構写真⑤



26

Ｂ区　ＳＫ－５「市寸」墨書土器出土状態

Ｂ区　南西小穴群（東から）

Ｂ区　ＳＴ群（南西から）

ＳＴ－１（北から）

Ａ－２区　ＳＴ－０（南から）

Ｂ区　ＳＴ群（北から）

ＳＴ－１・５（南東から）

ＳＴ－３（東から）

遺構写真⑥



27

Ｂ区　ＳＴ－４（東から）

ＳＴ－５　柱穴位置に整列（北東から）

ＳＴ－６（北から）

ＳＴ－４　Ｐ８断面

Ｂ区　ＳＴ－５（北西から）

ＳＴ－５（南東から）

ＳＴ－４　柱穴断面調査状態

ＳＴ－５　Ｐ４断面

遺構写真⑦
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Ｄ区　ＳＴ－８（北から）

ＳＴ－１０（西から）

Ｅ－３区　ＳＴ群（南東から）

ＳＢ－１１～１３（西から）

ＳＴ－９・１０（北から）

Ｅ－１区　ＳＴ－７（東から）

ＳＴ－１１・１２（南から）

ＳＢ－１３（南から）

遺構写真⑧
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遺構名 記号 地区 時代
（期）

遺　　　 構 出 土 土 器 その他出土遺物 遺物注記
（整理№）形態・施設・規模 備考 重量（ｇ） 実測 特記 土・石・金属製品他

１号住居 SB―１ A―１ 平安
（Ⅱ） 不明 調査区北壁断面において

確認 ６６０ ２ SB１―
１・２

２号住居 SB―２ A―２ 平安
（Ⅱ）

方形（４．０×４．４ｍ）
北壁カマド SB―３に重複 １１，１７０ ７ 箆書 鉄片・土玉 SB２―

１～７

３号住居 SB―３ A―２ 奈良 方形（４．５×５．２ｍ）
北壁カマド SB―２が重複 １１，９９０ １１ 箆書 土製品・支脚 SB３―

１～７

４号住居 SB―４ A―２ 奈良 方形（４．１×３．９ｍ） １７０ ０ SB４

５号住居 SB―５ A―２ 平安
（Ⅰ）

方形（４．０×４．０ｍ）
北壁カマド SB―６に重複 １３，９４０ ８ 灯明？ 土玉 SB５―

１～６

６号住居 SB―６ A―２ 古墳
（後）

方形（？×５．４ｍ）
北壁カマド SB―５が重複 ６，８２０ ６ 土製支脚・ミガキ石 SB６

７号住居 SB―７ B 平安
（Ⅱ）

方形（２．６×２．９ｍ）
北・西壁カマド １，９００ ４ 灯明皿 SB７―

１～３

８号住居 SB―８ B 平安
（Ⅰ） 不明 カマド部分のみ検出 １，３７０ ２ SB８―

１・２

９号住居 SB―９ B 平安
（Ⅰ）

方形（３．４×３．６ｍ）
北壁カマド SB―１９と重複 ７，１５０ ５ SB９―

１・№１～４

１０号住居 SB―１０ B 奈良 方形（６．９×６．８ｍ）
北壁カマド　柱穴 SB―２０に重複 ３２，６３３ ３９ 墨書・箆書

漆？・土製品・軽石・鉄
片

SB１０―
１～１０・P１～４

１１号住居 SB―１１ B 平安
（Ⅰ）

方形（４．３×３．６ｍ）
北壁カマド ４，３５０ ３ 砥石 SB１１―

１～３・№１～４

１２号住居 SB―１２ B 平安
（Ⅰ）

方形（３．８×４．１ｍ）
北壁カマド ６，８５０ １０ 箆書 鉄滓 SB１２―

１～４

１３号住居 SB―１３ B 平安
（Ⅲ）

方形（３．４×３．９ｍ）
北壁カマド SB―１７～１９に重複 １５，５１０ １５ 鉄片・骨片・炭化物 SB１３―

１～４

１４号住居 SB―１４ B 平安
（Ⅲ）

方形（３．３×４．０ｍ）
北壁カマド SB―１５に重複 ７，８４０ １４ 転用硯 鉄片・ミニチュア SB１４―

１～４・№１～３

１５号住居 SB―１５ B 平安
？

方形（４．０×４．２ｍ）
北壁カマド SB―１４が重複 ４，３７０ ５ 箆書 SB１５―

１・№１

１６号住居 SB―１６ B 平安
（Ⅲ）

方形（３．３×３．１ｍ）
東壁カマド SB―２４に重複 ３，４００ ５ 転用硯・灯明皿

SB１６―
１・№１～３

１７号住居 SB―１７ B 平安
（Ⅲ）

方形（？×３．８ｍ）
北壁カマド SB―１３・１８・１９と重複 ２，６１０ ３ 鉄滓・骨片 SB１７―

１～３・P１～３

１８号住居 SB―１８ B 平安
（Ⅲ）

方形（４．０×４．０ｍ）
北壁カマド SB―１３・１７・２４と重複 １０，２３０ ７ 黒曜石砕片 SB１８―

１～３・№１～３

１９号住居 SB―１９ B 平安
（Ⅲ）

方形（？×２．９ｍ）
北壁カマド SB―９・１３・１７と重複 ４２０ １ SB１９―

１・２

２０号住居 SB―２０ B 奈良 方形（７．７×７．７ｍ）
北壁カマド３　柱穴

SB―１０が重複
建替・拡張 ３８，３６３ ２５ 箆書 土製支脚・粘土塊 SB２０―

１～１５・P１～９

２１号住居 SB―２１ B 平安
（Ⅱ）

方形（４．０×３．１ｍ）
北壁カマド SB―２２に重複 ６，９２０ ５ 灯明皿 鉄片・鉄滓 SB２１―１～５

２２号住居 SB―２２ B 平安
（Ⅱ）

方形（３．２×？ｍ）
北壁カマド SB―２１・SK―１１が重複 １２０ １ SB２２―

№１

２３号住居 SB―２３ B 平安
（Ⅱ）

方形（３．４×３．３ｍ）
北壁カマド SB―２４と重複 ６，０５５ １０ 墨書・刻書

SB２３―
１～５・P１・２

２４号住居 SB―２４ B 平安
（Ⅲ）

方形（３．０×３．５ｍ）
北壁カマド SB―１６・２３と重複 ２，０１０ ２ SB２４―

１～３

２５号住居 SB―２５ B 奈良 方形（７．０×６．４ｍ）
北壁カマド １６，５６０ １４ 砥石・ミニチュア・骨片 SB２５―

１～６・№１・２

２６号住居 SB―２６ B 平安
（Ⅱ） 不明 カマド部分のみ検出 ２，２１０ ７ 灯明皿 SB２６

２７号住居 SB―２７ B 平安
（Ⅰ） 方形（２．９×？ｍ） 北辺地区外　SK―１５Ａに

重複 １，４８０ １ 箆書 SB２７

２８号住居 SB―２８ D 奈良 方形（４．０×４．０ｍ）
北壁カマド ２，６１０ ２ SB２８―

１～５

２９号住居 SB―２９ D 奈良 方形（４．４×４．１ｍ）
北壁カマド ９４５ ２ 骨片 SB２９―

１～５

３０号住居 SB―３０ D 古墳
（後）

方形（？×３．５ｍ）
北壁カマド 西辺地区外 ６，９０４ ０ SB３０―

１～５

３１号住居 SB―３１ E―１ 平安
（Ⅰ）

方形（２．９×３．０ｍ）
北壁カマド １，８３０ ３ SB３１―

１～３

３２号住居 SB―３２ E―２ 奈良 方形（３．８×３．７ｍ）
北壁カマド ３，７４０ ３ 馬歯 SB３２―

１・２

３３号住居 SB―３３ E―２ 奈良 方形（３．７×？ｍ）
北壁カマド 南辺地区外 ２，１９０ ２ SB３３―

１・２

３４号住居 SB―３４ E―４ 平安
（Ⅲ）

方形？（３．２ｍ超）
北壁カマド 南・東辺地区外 １，８８０ ２ 箆書 鉄片 SB３４

３５号住居 SB―３５ E―４ 平安
（Ⅱ） 方形？（３．５ｍ超） ２，５２０ ４ 墨書・灯明皿 砥石 SB３５―

１・２

３６号住居 SB―３６ E―３ 古墳
（後）

方形（４．７×４．７ｍ）
北壁カマド　柱穴 １０，５３０ ９ 敲石 SB３６―

１～５・№１・２

表１　若里市民文化ホール地点（SRTH）遺構一覧表
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遺構名 記号 地区 時代
（期）

遺　　　 構 出 土 土 器 その他出土遺物 遺物注記
（整理№）形態・施設・規模 備考 重量（ｇ） 実測 特記 土・石・金属製品他

３７号住居 SB―３７ E―３ 平安
（Ⅱ）

方形（３．２×？ｍ）
北壁カマド SB―３８・ST―１３と重複 ３００ ０ SB３７

３８号住居 SB―３８ E―３ 平安
（Ⅰ）

方形（４．１×３．３ｍ）
北壁カマド

SB―３７・SD―１６・ST―１３
と重複 １，３６０ ０ 鉄片 SB３８―

１～３

３９号住居 SB―３９ E―３ 平安
（Ⅲ）

方形（２．２×？ｍ）
北壁カマド SB―４０に重複 ３，３４０ ５ SB３９―

１・２・№１・２

４０号住居 SB―４０ E―３ 平安
（Ⅱ）

方形？
北壁カマド SB―３９が重複 ２，９７０ ４ 土製支脚 SB４０―

１・２・№１・２

４１号住居 SB―４１ E―３ 平安
（Ⅱ） 方形（？×４．１ｍ） SB―４２・STと重複 ３，９６０ ７ 砥石 SB４１―

１～４・№１

４２号住居 SB―４２ E―３ 平安
（Ⅱ） 方形（？×３．３ｍ） SB―４１と重複 ３，０６０ ２ 転用硯 土製品・羽口 SB４２―

１～３・№１

４３号住居 SB―４３ E―３ 平安
（Ⅱ） 方形（？×４．４ｍ） 東辺を除き地区外 ２，５２０ １ 鉄片 SB４３―

１・２

４４号住居 SB―４４ E―３ 平安
（Ⅰ）

方形（８．５×９．０ｍ）
北壁カマド　柱穴

壁際に列石
SD―１３・１４と並列 ９，０７０ １１ 墨書 鉄片・砥石・敲石 SB４４―

１～４

１号溝 SD―１ A―２ 幅０．３～０．４、長２０ｍ ２０ ０ SD１

２号溝 SD―２ B 幅０．３～０．６、長１９ｍ ３ ０ SD２

３号溝 SD―３ B 幅０，４～０．６、長６ｍ SD―４と並列
柱（杭）列が付属 ７０ ０ SD３

４号溝 SD―４ B 奈良 幅０．４～０．６、長２．５ｍ SD―３と並列
柱（杭）列が付属 ８５ １ SD４

５号溝 SD―５ B 奈良 幅０．３～０．５、 長１２ｍ　
Ｌ字形 SD―６と接続 ８０ １ 墨書 SD５

６号溝 SD―６ B 幅０．３～０．４、長７ｍ SD―５と接続 ３６０ ０ SD６

７号溝 SD―７ B 幅０．２、長２．５ｍ SD―８・９と並列 ３０ ０ SD７

８号溝 SD―８ B 幅０．４～０．６、長９ｍ SD―７・９と並列 ２０ ０ SD８

９号溝 SD―９ B 奈良 幅０．２、長４ｍ SD―７・８と並列 ８０ ０ SD９

１０号溝 SD―１０ D 幅０．６～０．９、長２０ｍ SD―１１と並列 ４２０ ０ SD１０

１１号溝 SD―１１ D 幅０．６～１．３、長１５ｍ SD―１０と並列 ２５ ０ SD１１

１２号溝 SD―１２ E―３ 幅０．３、長１０ｍ
Ｌ字形 ９０ ０ SD１２

１３号溝 SD―１３ E―３ 奈良 幅０．５～０．６、長２０ｍ SD―１４と並列 ９８０ ０ 骨片 SD１３

１４号溝 SD―１４ E―３ 幅０．４、長９ｍ SD―１３と並列 １４０ ０ SD１４

１５号溝 SD―１５ E―３ 奈良 幅０．３、長３ｍ ４２０ ０ SD１５

１６号溝 SD―１６ E―３ 奈良 幅０．３～０．５ｍ、長５ｍ SB―３８・SK―２４・ST―１３
と重複 ３００ ０ SD１６

１号土坑 SK―１ A―１ 楕円形（長径２．５ｍ）　
自然？ 下層検出 ８４０ ０ 石製品（混入？） SK１

２・３号土坑 S K ―
２・３ A―２ 連接した円形の窪み

（径１．８・２．１ｍ） １９０ １ 炭化物 SK２

４号土坑 SK―４ B 楕円形（長径１．５ｍ） １２０ ０ SK４

５号土坑 SK―５ B 奈良 楕円形（長径１．２ｍ） ２３３ １ 墨書 SK５

６号土坑 SK―６ B 奈良 円形（径０・６ｍ） １６０ ０ 墨書（盗難） SK６

７号土坑 SK―７ B 奈良 円形（径１．４ｍ） 北側地区外 ８３０ ０ 骨片 SK７

８号土坑 SK―８ B 奈良 楕円形（長径２．６ｍ） ST―３と重複 ３００ ０ SK８

９号土坑 SK―９ B 不正形（長辺０．７ｍ） 柱穴？ １０ ０ SK９

１０号土坑 SK―１０ B 楕円形（長径１．６ｍ） ３ ０ SK１０

１１号土坑 SK―１１ B 平安 円形（径２．６ｍ） SB―２２に重複 １，４１７ １ SK１１

１２号土坑 SK―１２ B 奈良 不正形（長辺２．６ｍ） ６４０ ０ SK１２

１３号土坑 SK―１３ B 奈良 円形（径１．３ｍ） ８０ ０ SK１３

１４号土坑 SK―１４ B 奈良 不正形（長辺１．５ｍ） ５８０ １ SK１４
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遺構名 記号 地区 時代
（期）

遺　　　 構 出 土 土 器 その他出土遺物 遺物注記
（整理№）形態・施設・規模 備考 重量（ｇ） 実測 特記 土・石・金属製品他

１５A号土坑 SK―
１５A B 奈良 方形（辺１．４ｍ） SB―２７が重複 ６３０ ２ 骨片 SK１５A

１５B号土坑 SK―
１５B D 奈良 方形（辺２．８ｍ） 西辺地区外

竪穴住居？ ２３０ １ SK１５B

１６号土坑 SK―１６ D 円形？（径１．５ｍ） 東半地区外 ６０ ０ SK１６

１７号土坑 SK―１７ D 奈良 不正形（長辺２．１ｍ） ６７０ ０ SK１７

１８号土坑 SK―１８ D 幅０．６～０７、長１．０ｍ SB―２９に重複した東西方
向の溝 １０ ０ SK１８

１９号土坑 SK―１９ D 不正形（長辺０．８ｍ） ２０ ０ SK１９

２０号土坑 SK―２０ D 不正形（長辺０．９ｍ） ５０ ０ SK２０

２１号土坑 SK―２１ D 奈良 楕円形（長径１．３ｍ） １，３１０ ０ SK２１

２２号土坑 SK―２２ D 平安 楕円形（長径２．５ｍ） ９５５ ０ SK２２

２３号土坑 SK―２３ E―４ 奈良 円形（径０・６ｍ） ２６０ ０ SK２３

２４号土坑 SK―２４ E―３ 奈良 長方形（１．０×２．２ｍ） ５４０ ０ SK２４

２５号土坑 SK―２５ E―３ 奈良 方形？（辺２．０ｍ） SB―４４と重複（SB―４４付
属施設？） １６０ ０ SK２５

２６号土坑 SK―２６ E―３ 平安 長方形（０．８×１．１ｍ） １００ ０ SK２６

０号建物 ST―０ A―２ 平安？ ２×２間
（３．８×４．５ｍ） 柱痕跡５ ０ ０

１号建物 ST―１ B 奈良 ２×３間
（４．９×６．４ｍ） 柱痕跡４ ３１３ ０ ST１―

１・P１～９

２号建物 ST―２ B ２×１間
（３．１×２．６ｍ） 柱痕跡６ ８０ ０ ST２―

P１

３号建物 ST―３ B ３×２間
（６．２×４．４ｍ）

柱痕跡７
２棟重複？ １４５ ０ ST３―

P２～１０

４号建物 ST―４ B ３×２間
（６．５×４．５ｍ） 柱痕跡７ ４３ ０ ST４―

P１～８

５号建物 ST―５ B 奈良 ２×４間
（４．４×７．８ｍ） 柱痕跡１１ １３１ ２ ST５―

P２～１２

６号建物 ST―６ B ３×？間
（５．４×？ｍ）

柱痕跡未確認
柱列？ ２０ ０ ST６―

P３

７号建物 ST―７ E―１ ２×１間
（２．３×２．３ｍ） 柱痕跡５ ０ ０

８号建物 ST―８ D ２×２間
（５．０×４．０ｍ） 柱痕跡未確認 １２ ０ ST８―

P１～６

９号建物 ST―９ D ２×２間？
（？×２．９ｍ） 柱痕跡２ １０ ０ ST９―

P２・３

１０号建物 ST―１０ D ２×３間
（４．５×６．５ｍ） 柱痕跡未確認 １，３６２ ０ 骨片 ST１０―

P１～５

１１号建物 ST―１１ E―３ 奈良 ２×３間
（４．９×６．４ｍ） 柱痕跡６ ７００ １ ST１１

１２号建物 ST―１２ E―３ １×１間
（３．５×３．５ｍ） 柱痕跡未確認 ２０ ０ ST１２

１３号建物 ST―１３ E―３ 奈良 ２×３間
（４．８×６．４ｍ） 柱痕跡６ ２４０ ０ ST１３

試掘坑 A
区下層 T A―１・２ 縄文～

弥生？ 自然？ 下層検出 ７０ ０ 石器・剥片・砥石
（混入？）

T―
A１下・A２下

試掘坑 A
区上層 T A―１・２ 弥生～

平安 ９４０ ０ T―
A１・２

試掘坑 B
区 T B 弥生～

平安 ９９０ ２ T―
B１

小穴A区 Pi A―１・２
C

縄文～
弥生？ 自然？ 下層検出 ３８１ １ 石器・剥片・種子・堅

果・炭化物（混入？）
Pi―
A１・A２・C

小 穴 B・
E―３区 Pi B

E―３
弥生～
平安 ６，１３５ ４ Pi―

１～４６・E３
検出面A・
C区下層 検 A―１・２

C
縄文～
弥生？ 自然？ 下層検出 ３３８ ０ 石器・砥石（混入？） 検A１・A１下

検A２―３・検 C
検出面 A
―２区 検 A―２ 弥生～

平安 ５，９４０ ２ 土製支脚・骨片 検A２―
１・２・４

検出面 B・
D・E区 検 B・D

E―１～３
弥生～
平安 ９９，６９１ １０５ 箆書・灯明？

石製品・砥石・鉄滓・羽
口・骨片・剥片

検B１・２
検 E・E２・E３

合計 ４０７，９１２ ３９５
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図５　SRTH地点　調査区全体図（１：１０００）
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図６　SRTH地点　遺構全体図①（１：２５０）
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図７　SRTH地点　遺構全体図②（１：２５０）
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図８　SRTH地点　遺構全体図③（１：２５０）
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図９　SRTH地点　遺構全体図④（１：２５０）
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図１０　SRTH地点　遺構全体図⑤（１：２５０）
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図１１　SRTH地点　遺構全体図⑥（１：２５０）
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図１２　SRTH地点　遺構全体図⑦（１：２５０）
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図１３　SRTH地点　遺構全体図⑧（１：２５０）
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図１４　SRTH地点　Ａ－２区　遺構実測図①（１：１００）
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図１５　SRTH地点　Ａ－２区　遺構実測図②（１：１００）
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図１６　SRTH地点　Ｂ区　遺構実測図①（１：１００）
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図１７　SRTH地点　Ｂ区　遺構実測図②（１：１００）
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図１８　SRTH地点　Ｂ区　遺構実測図③（１：１００）
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図１９　SRTH地点　Ｂ区　遺構実測図④（１：１００）
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図２０　SRTH地点　Ｂ区　遺構実測図⑤（１：１００）
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図２１　SRTH地点　Ｂ区　遺構実測図⑥（１：１００）
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図２２　SRTH地点　Ｂ区　遺構実測図⑦（１：１００）
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図２３　SRTH地点　Ｄ区　遺構実測図①（１：１００）
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図２４　SRTH地点　Ｄ区　遺構実測図②（１：１００）
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図２５　SRTH地点　Ｄ区　遺構実測図③（１：１００）
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図２６　SRTH地点　Ｄ区　遺構実測図④（１：１００）
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図２７　SRTH地点　Ｅ－１区　遺構実測図（１：１００）
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図２８　SRTH地点　Ｅ－２区　遺構実測図（１：１００）
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図２９　SRTH地点　Ｅ－３区　遺構実測図①（１：１００）
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図３０　SRTH地点　Ｅ－３区　遺構実測図②（１：１００）
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図３１　SRTH地点　Ｅ－３区　遺構実測図③（１：１００）
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図３２　SRTH地点　Ｅ－４区　遺構実測図（１：１００）
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３　遺物

　全遺構、遺構外より出土した遺物を整理し、種類ごとに抽出、図化を行い一連の番号を付した。図化したもの

に関しては観察表にその詳細を記す。以下、種類ごとに詳細を述べる。

　

（１）土器
　全遺構、遺構外から出土した土器の総重量は４０７，９１２ｇ（およそ４０８㎏）に及ぶ。このうち、実測対象として各

部位いずれかの径が概ね２分の１以上遺存する個体を抽出し、３９５個体を図化した。その上で器種ごとに、形態

及び遺存の程度、寸法に応じて分類を行い、詳細を土器観察表にまとめた。なお、表中では、図面上認められる

遺存部位を「全形」「口縁部」「底部」のように表記し、これに対する遺存の程度を「１/１」「２/３」「１/２」

などとした。

　当地点では古墳時代後期から、平安時代前葉までの住居を中心とした遺構が検出されており、その主体は７世

紀末から９世紀末にあるといえる。

　以下、時代ごとに詳細を述べる。

　

①弥生時代後期後半～古墳時代前期（図４２）
　当該期の遺構は確認されていないが、Ｂ－２区の検出面より甕が３個体出土した。２８９は、口縁から頸部にか

けて波状文を上位から下位方向に施し、簾状文は施文されない。２９１は胴部に波状文を施し、下半部はヘラミガ

キを施す。２９０は波状文が確認できないが、上部はヨコハケ、下部は左上がりのハケで調整した後、ミガキに

よって仕上げられている。いずれも内面は丁寧に磨かれており、弥生時代後期後半に位置付けられる。

　２９９～３０１は甕の底部である。２９９は摩耗により内外面の調整が不明であるが３００は外面をケズリ調整する。３０１

は胴部に丸みをもち、外面にはハケメが残る。いずれも、古墳時代前期に位置付けられる。

　

②古墳時代後期
　該期の遺構は６・３０・３６号住居が確認されている。３０号住居については小破片が多く実測個体が認められな

かった。

６号住居（図３４）　鉢・甑が確認できるが、いずれも状態が悪く底部のみ残存している。３０は摩耗により調整が

不明だが、２９・３１・３２・３４はいずれも外面が磨かれている。欠損部分が多く、全容を知ることができないが、形

態から古墳時代後期後葉に比定される。

３６号住居（図４０）　大小異なる寸法の鉢（２３１～２３３）が認められるが、いずれもカマドの周辺より出土している。

２３４は摩耗しているが内外面が磨かれ、偏平な皿状となる。甕は３点認められる。２３７は胴部下方をヘラケズリし、

なでて調整している。２３８は小形であり内面には箆状工具の痕跡が残る。２３９は口縁に最大径をもち、胴部がやや

膨らむ形態となり、炭化物が付着する（破線部分）。いずれも外面をハケ調整する。

　

③奈良時代
　該期の主な遺構として３・１０・２０・２５号住居が挙げられる。食膳具の変化に着目しながら以下で詳細を述べ

る。
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３号住居（図３３）　抽出個体において土師器坏は認められず、食膳具の主体は須恵器坏・高台坏によって占めら

れる。須恵器坏は底部をヘラ切りした後なでて調整する。口縁にむかってハの字形に開くように体部が立ち上が

り、腰部が丸みを帯びる。高台坏は底部が高台よりも張り出すもの（１２・１４）、高台の内面が接地するもの（１３）

が見られ、共に古い様相を呈する。貯蔵・煮炊具ではハケ調整の甕が認められ、口縁に最大径を持ち、底部にか

けてすぼまるもの（１９）と胴部に膨らみをもつもの（２０）が出土した。

１０号住居（図３５）　抽出した食膳具３７点の内、須恵器は３２点に及ぶ（土師器４点、灰釉陶器１点）。須恵器坏は１５

点確認できるが、ヘラ切り未調整もしくは、ケズリ調整を加えるものが７点、回転糸切り未調整のものが８点で、

おおよそ半々の割合である。７２は腰部が張らずに緩やかに立ち上がり、浅い椀形になる。それ以外はほぼ逆台形

となり、定型化の傾向がうかがえる。７８～８０は口縁端部の内面が外傾し、底部が内弯する点で共通する。７５は体

部に墨書があり、右横に傾いて「市」と読める。須恵器坏の破片ではあるが３９６（図４５）も同様に「市」と墨書

されている。高台坏では８６・８７のように器高の高い個体が認められる。また、抽出個体において須恵器蓋を１２点

確認した。折り返し部分が垂直になるもの（６３・６４）、外へ向かうもの（６６）、内側に折り返されるもの（５９）に

分類できる。いずれも折り返し部分に加えられる調整は弱い。また、５９・６０のように擬宝珠形のつまみも見られ、

古式の様相を呈す。

２０号住居（図３８）　食膳具では土師器よりも須恵器の占める割合が高い。土師器坏（１７５～１７８）はいずれも摩耗

しているが、ミガキ調整し内面を黒色処理している。１７７は口縁が欠損しているものの、寸法は１７６・１７８と同様

に１５㎝台前半になると考えられる。

　須恵器の坏は４点確認できる。この内、１６８と１６９は底部をヘラ切りした後になでて整える。また、底部には

「Ｖ」の箆書が認められるが、詳細は「（５）墨書・刻書・箆書」の項で取り上げる。１７１は底部が欠損しているも

のの、形態から同様にヘラ切り後にナデ調整をするものと思われる。高台坏は口径が１６．２㎝と大きく、底部がや

や張り出して比較的古い段階の特徴を備える。

　貯蔵・煮炊具は長胴化した甕（１８８・１８９）や外面を丁寧に磨いた壺（１８７）などが出土した。また、１８１は器面

全体を磨くが頸部を持たず、上部に口が開く無頸壺である。

２５号住居（図３９）　抽出個体では須恵器坏が１点、高台坏が３点、土師器坏が４点見られる。土師器坏（１９５～

１９８）はいずれも内外面を磨いているが、黒色処理している個体は１９５のみである。須恵器坏（１９１）は底部をヘ

ラ切りした後、なでて調整し、底部全体が張り出して丸みを帯びる。１９２の高台坏は口縁部が外反し、坏部が逆

台形へと定型化する前段階のものと思われる。また、１９４は体部の形態が欠損のため不明だが、高台径は５．６㎝と

狭く、腰部の立ち上がりから椀形に近い体部を持つ可能性がある。いずれも、高台坏の初現期に相当するものと

推察される。また、脚部のみの残存であるが土師器高坏も確認された（１９９～２０１）。高坏の使用における最終末

段階になると思われる。

　貯蔵・煮炊具では、外面をミガキ調整する壺（２０２）、胴部をハケ調整する甕（２０３・２０４）が見られる。２０４は

最大径を口縁部に持ち、胴部の中心がやや膨らみながら底部にかけてすぼまるタイプである。

食膳具の変化における時期細分

　２０・２５号住居段階に出土する土師器坏と須恵器坏・高台坏の割合は同程度であり、須恵器の占める割合は増し

ているものの、土師器坏における非ロクロ成形技法が消滅する段階には至っていない。２５号住居段階で依然とし

て高坏が認められる一方で、２０号住居段階では須恵器蓋が出土し、高台坏にも定型化の兆しがうかがえる。３号

住居においては、土師器坏の抽出個体が認められないものの、須恵器坏・高台坏の形態から２５号住居と並ぶもの

と思われる。１０号住居段階では須恵器が主体を占めるが、坏は底部切り離し技法が混在するようになる。
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　年代は３・２０・２５号住居段階が７世紀末から８世紀初頭、１０号住居段階が８世紀中葉から後半に位置付けられ

新たな器種組成への変換期と言える。

　

④平安時代
　当地点では該期の遺構とそれに伴う遺物が主体を占めているが、概ね８世紀末から９世紀末に該当する。形態

及び、食膳具における器種の組成からⅠ期（古段階）・Ⅱ期（中段階）・Ⅲ期（新段階）の３つの時期に区分した。

○Ⅰ期

　主な遺構として９・１２・４４号住居が挙げられる。

９号住居（図３４）　抽出個体では須恵器坏１点と蓋２点、黒色処理の土師器坏１点が確認される。須恵器が主体

であるものの、黒色処理した坏の存在が認められる。須恵器坏（４３）はやや器高が高いが、底径は７㎝台前半、

口径は１４㎝台前半となり、縮小化の傾向にある。４１・４２の蓋は共に折り返し部分が垂直からやや内側に折れ、外

面のつまみ周辺にはケズリ調整が加えられる。甕（４５）と共にカマド内からの出土である。黒色処理の土師器坏

（４４）はロクロ成形後に底部を丁寧な手持ちヘラケズリで整えており、ロクロ成形の土師器坏の初現段階と言え

る。

１２号住居（図３４）　食膳具の抽出個体では須恵器のみ確認できる。坏（５２・５３）は底径・口径に縮小化が見られ

る。高台坏は残存状態が悪く、底部のみの残存である。５５は大きくひしゃげており、このような粗悪品も流通し

ていたようである。５６と同様に底部外面には回転糸切りの痕跡を残し、底部調整の粗雑化の傾向がうかがえる。

貯蔵・煮炊具では、底部のみの残存であるが、小甕（５７）などが確認された。

４４号住居（図４１）　須恵器坏・高台坏・蓋が確認される。坏は底径が７㎝台後半～８㎝と大きいものの、器高は

３㎝台と低くなる。高台坏は体部が逆台形となり定型化したものであるが、２６９は底部外面の中央部に回転糸切

り痕を残しており、粗雑化が認められる。蓋（２５９～２６２）は折り返し部分が内側を向き、内外面に加えられる調

整が強くなる。

Ⅰ期の傾向と特色

　食膳具では奈良時代から継続して須恵器坏・高台坏が主体を占める中で、ロクロ成形で内面を黒色処理した土

師器坏が認められるようになる。須恵器坏は寸法に小形化の傾向があり、底部調整がヘラ切り・ヘラケズリのも

のから回転糸切り未調整へと変化する。高台坏においては、底部調整の粗雑化の傾向がうかがえる。

　貯蔵・煮炊具ではこれまでの長胴甕は見られず、糸切りの底部をもつ小形甕（５７）や砲弾形の甕（４５）が認め

られる。

　須恵器坏・高台坏の形態的特徴、器種組成の変化から８世紀末から９世紀前半に比定される。

○Ⅱ期

　主な遺構として７・２３・２６・３５号住居が挙げられる。

７号住居（図３４）　抽出された個体は須恵器坏１点、黒色処理した土師器坏３点である。３５は底径が５．５㎝となり、

灰白色の色調を呈す軟質須恵器である。内面と口縁部には煤と油脂滓が付着しており、灯明皿として使用してい

た可能性がある。黒色処理の土師器坏（３６～３８）は底部を手持ちヘラケズリする。３６はケズリ後になでており比

較的丁寧に整形されるが、３８は底部が非常に薄くなるほど粗く削っている。

２３号住居（図３７）　須恵器坏が３点確認できるが、１５７は体部に墨書をもつ。また、黒色処理した土師器に高台坏

と皿といった新たな器形が加わる。１５９は回転糸切り後に底部をケズリ調整している。一方、１６０は外面も黒色処

理し底部は回転糸切り未調整で、底部調整の異なる個体が共存する。また、１６２・１６３のような高台坏、皿が認め
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られるようになり、次第に黒色処理が主流になっていく。なお、１６１～１６３には刻書が見られる点で特筆される。

　煮炊・貯蔵具は糸切り底をもつ小形甕 (１６４) と内面にカキメを残す砲弾形甕（１６５）が確認できる。

２６号住居（図３９）　抽出個体では須恵器はみられず黒色処理の土師器坏が確認できる。底部調整は回転糸切り後

にケズリ調整するものが２点（２０５・２０６）、回転糸切り未調整のものが５点（２０７～２１１）認められる。前者は口

径１３～１４㎝台、後者では口径１７～１８㎝台と寸法に差があり、大小に器形分化したものと思われる。また、２０８は

内外面に油脂滓が付着し、灯明皿としての使用が考えられる。

３５号住居（図４０）　須恵器坏３点、黒色処理した土師器坏１点が確認される。須恵器坏は底径が６．１～６．２㎝と小

形化が進む。また、２２７は体部に「平」と墨書される。２２９は灰白色を呈す軟質須恵器であるが、内外面に油脂滓

が付着し、灯明皿としての使用がうかがえる。黒色処理の土師器坏（２３０）は底部を回転糸切り後に手持ちヘラ

ケズリによって調整する。

Ⅱ期の傾向と特色

　須恵器坏は小形化が進み、焼成の甘い軟質須恵器が目立つが、全体的にその数は減少していく。

　一方で、黒色処理の土師器坏は増加傾向にあり、食膳具の主体を占めるようになる。坏に加え、灰釉陶器の影

響を受けた高台坏や皿といった新たな器形が加わる。坏は底部をヘラケズリするものと、回転糸切り未調整の個

体が共存し、後者が徐々に数を増していく。また、寸法に差が見られ、大小に器形分化していたようである。

　貯蔵・煮炊具は抽出個体の数が限られているため、詳細な形態の変化は不明であるが、Ⅰ期に続いてロクロ成

形の小形甕や砲弾形の甕が認められる。

　食膳具における形態的な特徴と器種組成から９世紀中頃から後半に比定される。

○Ⅲ期

　主な遺構として１３・１４・１９・２４号住居が挙げられる。

１３号住居（図３６）　食膳具では黒色処理の土師器が主体となり、灰釉陶器皿（１１０）が認められる。坏は底部が回

転糸切り未調整の個体が多数を占めるが稀にケズリ調整するものが認められる（９８・９９）。盤（１０８・１０９）は皿

と類似するが、高台が高くなる点で２号住居（図３３）の９のような皿とは区別している。１０６・１０７は体部から口

縁部が欠損しており、器形が不明確であるが高台坏に分類した。１１０の灰釉陶器皿は重ね焼き部分を除いた底部

内面にも施釉しており、痕跡は不明瞭だがハケ塗りで施釉しているものと思われる。

　煮炊具では砲弾形の甕（１１２）が見られる。胴部上半はロクロ目を残し、下半はヘラケズリした後なでて整形

し、内面下半には指圧痕が残る。

１９・２４号住居（図３７）　土師器坏がそれぞれ１点ずつ確認された（１４７・１５４）。共に底部は回転糸切り未調整であ

り、底径はおよそ６㎝台になる。器壁がやや厚く、１５４は体部にロクロ目を残す。また、体部が直線的に開いて

立ち上がる逆台形となり、須恵器的な要素をもつ。このような土師器坏の出土は稀少であり、在地産ではなく搬

入された外来系の土師器坏と推察される。

１４号住居（図３６）　食膳具１４点中黒色処理の土師器坏が９点、土師器坏・皿が各１点、灰釉陶器椀が３点確認で

きる。黒色処理の土師器坏は全て底部が回転糸切り未調整である。口径は１２㎝台半ばから１３㎝台に収まり、寸法

や形態に大きな差は認められない。１２３は口縁端部が外反する皿で高台をもたない。皿は器高が低く、体部が直

線的に開いて立ち上がるものを皿とし、坏と区別している。１２４～１２６の灰釉陶器椀はハケ塗りによって施釉され

る。１２４は高台端部が内外面共に内傾し、丸みを帯びた三日月形となる。１２５・１２６は重ね焼き部分を除く見込み

内にも薄く施釉される。高台の内面は直線的に外傾し、外面は端部が内傾する。また、１２６は底部外面に朱墨が

付着し、転用硯として使用していたものと推定される。
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Ⅲ期の傾向と特色

　Ⅱ期に続いて食膳具の主体は黒色処理した土師器坏によって占められ、これまで見られた須恵器坏は確認でき

ない。これに替わって灰釉陶器椀・皿が認められるようになり、その大半はハケ塗りの技法によって施釉される。

また、底部の破片を利用した転用硯の出土も認められる。

　黒色処理の土師器坏は全体的に小形化し、器高も低く口径が概ね１３㎝前後の個体が多い。ただし、寸法の大き

な個体も見られることから器形の分化は継続して認められる。一方で黒色処理をしない土師器坏が見られるが、

その形態から在地で製作されたものではなく、搬入されたものである可能性が考えられる。

　器種の組成及び灰釉陶器の形態・施釉技法から９世紀後半から末に比定される。

○まとめ

　以上、食膳具の変遷に３つの画期を設けて述べた。遺物の出土量は各期にわたって平均的である。黒色処理の

土師器が食膳具における主体となり、須恵器坏・高台坏にかわって、灰釉陶器が認められるようになる。また、

灰釉陶器の影響を受けた土師器高台坏や皿が加わった。このように各期を通して食膳具は大きく様変わりし、変

革期であったと言える。また、Ⅲ期以降の遺物が認められない点においては、この時期をもって集落の存続に関

わるような大きな変化がもたらされたと推察できる。

　

⑤墨書・刻書・箆書（図４５）

　当地点では墨書９点、刻書３点、箆書１６点が確認されている。刻書と箆書は土器に文字や記号などを刻む点に

おいて共通しているが、混同しやすいので分類基準を明確にしておく。

　墨書（文字や記号などを墨書きしたもの）

　刻書（焼成後に釘状の工具などを用いて、文字や記号を刻んだもの）

　箆書（焼成前に箆状の工具などを用いて、文字や記号を刻んだもの）

　以下、詳細を述べる。

墨書　全て須恵器坏の外面体部に記されている。このうち、文字として認識できるのは「市」（７５・３９６）、「市

寸」（２７３）、「山」（３９８）、「平」（２２７）、「中寸（？）」（２６６）である。遺構では１０号住居で最も多く確認されてい

る（７５・３９６～３９８）。

　１０号住居（奈良）では「市」と書かれた土器が２点（７５・３９６）、５号土坑（奈良）からは「市寸」と書かれた

土器（２７３）が出土している。本遺跡一帯は、平安時代末期には「市村」という地名が認められ、中世になると

「市村荘」と呼ばれる荘園が営まれるようになる。墨書の「市寸」とは、おそらくこの「市村」という地名に由

来するもので、「寸」は「村」の木偏を略したものと推察できる。こうしたことから奈良時代には、すでに本遺

跡一帯が「市村」という地名で呼ばれていた可能性が高い。

刻書　３点確認できるが全て２３号住居からまとまって出土している。１６１は下部が欠損しているが「史」に類似

した文字が坏の体部外面に刻まれる。１６３は皿の底部内面に刻まれる。「干」の上に一本横線を引いた字であるが

判読が不可能である。１６２は高台坏の底部内面に１６１と１６３の字を組み合わせた語句「史（干）」が刻まれる。いず

れも器種は内外面を黒色処理した土師器である。

箆書　１６点が出土しているが、このうち文字は２点（９・３９９）のみであり、それ以外は「Ｖ」「＋」「×」「Ｔ」

などの記号である。９は内外面黒色処理した土師器皿の底部外面に「芹」や「芽」・「茅」に類似した文字を刻む

が、判読は出来ない。また、検出面から出土した須恵器壺？（３９９）の底部内面には「水」という字が刻まれる。

内面に刻まれるため完成時は、刻まれた字を読むことができないと思われるが、製作時の目印としてつけられた
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もの、あるいは呪術的な要素をもって刻まれたものと考えられる。

　最も多く見られる記号は「Ｖ」であり明確なものは５点（１０・７５・１６８・１６９・３２２）出土しているが、器種は

全て須恵器坏である。須恵器坏は底部をヘラ切りしたのちにナデ調整するもので、その後に底部外面に箆書して

いる。いずれも形態が類似しており、時期的にも近いことから窯印として付けられていた可能性がある。

　この他、須恵器高台坏では底部外面に「♯」（５４）、「×」（３５１）が見られ、１２７は体部外面に「＋」が刻まれて

いる。

　

⑥その他（転用硯・灯明皿）

転用硯　当地点では転用硯が３点（１２６・１３６・２５６）出土している。判断基準は器面が光沢をもつほど著しく摩

滅しているもの、墨や朱墨が付着するものを転用硯とした。硯として使用したものの他、墨溜めや筆揃えも広義

の転用硯として扱う。

　１２６は灰釉陶器椀の高台部分の破片を転用したものである。高台内の中央部が摩滅して光沢をもつほどなめら

かになり、朱墨が薄く付着する。また、体部を打ち欠いて高台部分が安定するように加工を施す。

　１３６も灰釉陶器椀の高台部分の破片を転用するもので、高台内が摩滅してなめらかになる。墨が付着し、１２６と

同様、体部を打ち欠いて安定させている。

　２５６は底部が回転糸切り未調整の須恵器坏だが、内面に朱墨が付着する。その範囲は底部から体部下半まで、

一部口縁付近にも付着が認められる。しかし明確な摩滅は見られず、朱墨を擦る目的で使用したものではないよ

うである。体部下半まで朱墨が付着することからも朱墨溜めとして使用していた可能性が高い。

灯明皿　土器に煤や油脂滓状の付着物が認められるものを灯明皿として取り上げる。当地点では須恵器坏（３５・

１５０）、土師器坏（１３３・２０８・２２９）、土師器盤（３８１）、土師器鉢？（２５）の計７点にその痕跡が認められた。須恵

器坏、土師器坏はともに内外面体部や口縁にかけて油脂滓や煤の付着が見られる。

　３８１の土師器盤は脚部が欠損しているが脚部にはヘラによって透孔が切り開けられていたものと思われる。体

部内面と口縁の一部に油脂滓様の炭化物が付着しており、灯明具もしくは火にまつわる事柄に使用していたと推

察される。

　２５は内面が黒色処理された土師器鉢？の底部だが、外面には厚く油脂滓が付着する。おそらく底部の平面を利

用して灯明具として転用したものと思われる。

　

（２）土製品（図４６）
　残存が比較的良好なものを実測対象とし、図化を行った。掲載している１４点の他、羽口と思われる破片が１点、

使途不明な土製品が４点確認された。

土玉（４００・４０１）　２点確認された。４００は全体的に黒色を帯びた土錘形である。４０１は直径１．４㎝の丸玉である。

共に摩耗のため整形の状態が不明である。

ミニチュア土器（４０２～４０４）　全て手づくねによって成形されているが、４０２は腰部を丁寧に削り、体部には指圧

痕が残る。４０３は底部を欠損しているが体部が丸みを帯びた形状になる。外面を磨き、内面はなでて整形される。

４０４は底部のみの残存であるが、内外面共にハケ状の工具によってなでられている。

把手状土製品（４０５）　土師質でＵ字形だが作りは粗雑であり、器面を整えた痕跡は認められない。

羽口 (４０６)　先端部のみの残存だが、器面の状態は比較的良好である。径が２．１㎝と小型で、先端部に近づくにつ

れて滓が厚く付着する。
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支脚（４０７～４１３）７点出土している。このうち、４０７・４０８の２点が完形である。４０７は２０号住居のカマドから出土

したもので、粘土紐を輪積みして成形した痕跡が残る。このような輪積み痕は同一遺構から出土した４１１でも認

められる。４０７の方がわずかに底径が大きいが、類似した形態になるものと思われる。４０８は上部をわずかに欠く

がほぼ完形と言える。底部には箆状の工具で押しつけたような痕が残る。いずれの個体も被熱により器面が著し

く剥離している。

　

（３）石製品（図４６）
　人為的な加工が行われ、製品として使用していたことが明確なものを選出し、図化した。主に砥石が出土して

いる。この他に敲石、ミガキ石も確認されたが、写真のみの掲載である。

砥石（４１４～４２１）全８点の内、手持ち用の砥石が７点（４１４・４１５・４１７～４２１）、置き砥が１点（４１６）出土してい

る。使用石材は凝灰岩が５点で最も多く、砂岩が２点、珪質頁岩が１点である。

　４１４は珪質頁岩の自然石をそのまま利用したもので、表裏面の２面のみを使用し、無数の細かい線状痕が残る。

４１５は欠損した端部以外の５面を使用している。いずれも使用面が平滑であり、線状痕などはみられない。４１６は

端部以外の４面を使用している。Ｕ字状の溝痕が複数本確認でき、使用面全てに金属製の刃物を当てたと思われ

る線状痕が残る。大きさと形態から置き砥であると推察される。４１７は６面全てを使用面とする。このうち、表

面と片側面の２ヶ所にはＵ字状の溝痕が数本認められる。４１６と同様、砂岩を使用している。４１８は片側面部から

上端部にかけてＬ字形に孔が貫通しており、紐などを通して使用していたものと思われる。６面全てを使用し、

表裏面と両側面は滑らかになっている。一方、上下端部には平滑な使用痕はなく、粗い表面に刃物傷とみられる

Ｖ字状の線状痕を数本残す。４１９は断面形が六角形を呈し、六角柱状になる。両端部以外の６面と、欠損部位を

再使用した１面を合わせた７面を使用している。４２０は上端部に向かって先細りになり、平面三角形を呈す。両

端部と片側面部以外の３ヶ所を使用しており、Ｕ字形の溝痕と線状痕が見られる。４２１は断面台形を呈し両端部

以外の６面を使用している。側面にはＵ字状溝痕を数カ所もつ。

敲石（写真のみ掲載４２３・４２４）４２３は現状で全長が５．７㎝、幅は最大２．６㎝、最小０．９㎝、厚みは最大で１．３㎝となり、

半分程度欠損していると思われるが、小形のものである。端部には敲打痕が残る。４２４は全長１６．０㎝、幅６．８㎝で

側面片側に粗い敲打痕が残る。

ミガキ石（写真のみ掲載４２２）直径が最大で６．５㎝のやや偏平な球状を呈する。材質は石英斑岩と思われ、表面は

光沢を持つほど滑らかで、使用した際に生じる擦痕などは見受けられない。

　

（４）金属製品・他（表４）
　鉄製品と鉄滓が出土している。鉄製品はおよそ１４４．４ｇ出土している。腐食により、原形をとどめたものがな

く、刀子片と思われるものが４点、釘状の製品が１点出土している。鉄滓は２９２．７ｇ確認された。
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遺構名 記号 地区 時代
（期）

土　　　 器
土製品 石製品 金属製品 その他 作為的

混入品
遺物注記
（整理№）重量（ｇ） 実測 特記

１号住居 SB―１ A―１ 平安（Ⅱ） ６６０ ２ SB１―１・２

２号住居 SB―２ A―２ 平安（Ⅱ） １１，１７０ ７ 箆書 土玉 鉄片 SB２―１～７

３号住居 SB―３ A―２ 奈良 １１，９９０ １１ 箆書 支脚・不明品 SB３―１～７

４号住居 SB―４ A―２ 奈良 １７０ ０ SB４

５号住居 SB―５ A―２ 平安（Ⅰ） １３，９４０ ８ 灯明？ 土玉 SB５―１～６

６号住居 SB―６ A―２ 古墳（後） ６，８２０ ６ 支脚・把手 ミガキ石 SB６

７号住居 SB―７ B 平安（Ⅱ） １，９００ ４ 灯明皿 SB７―１～３

８号住居 SB―８ B 平安（Ⅰ） １，３７０ ２ SB８―１・２

９号住居 SB―９ B 平安（Ⅰ） ７，１５０ ５ SB９―１・№１～４

１０号住居 SB―１０ B 奈良 ３２，６３３ ３９ 墨書・箆書 不明品 軽石５ 鉄片 漆？ SB１０―１～１０・P１～４

１１号住居 SB―１１ B 平安（Ⅰ） ４，３５０ ３ 砥石 SB１１―１～３・№１～４

１２号住居 SB―１２ B 平安（Ⅰ） ６，８５０ １０ 箆書 鉄滓 SB１２―１～４

１３号住居 SB―１３ B 平安（Ⅲ） １５，５１０ １５ 鉄片 骨片・炭化物 SB１３―１～４

１４号住居 SB―１４ B 平安（Ⅲ） ７，８４０ １４ 転用硯 ミニチュア 鉄片 SB１４―１～４・№１～３

１５号住居 SB―１５ B 平安？ ４，３７０ ５ 箆書 SB１５―１・№１

１６号住居 SB―１６ B 平安（Ⅲ） ３，４００ ５ 転用硯・灯明皿 SB１６―１・№１～３

１７号住居 SB―１７ B 平安（Ⅲ） ２，６１０ ３ 鉄滓 骨片 SB１７―１～３・P１～３

１８号住居 SB―１８ B 平安（Ⅲ） １０，２３０ ７ 黒曜石砕片 SB１８―１～３・№１～３

１９号住居 SB―１９ B 平安（Ⅲ） ４２０ １ SB１９―１・２

２０号住居 SB―２０ B 奈良 ３８，３６３ ２５ 箆書 支脚 粘土塊 SB２０―１～１５・P１～９

２１号住居 SB―２１ B 平安（Ⅱ） ６，９２０ ５ 灯明皿 鉄片・鉄滓 SB２１―１～５

２２号住居 SB―２２ B 平安（Ⅱ） １２０ １ SB２２―№１

２３号住居 SB―２３ B 平安（Ⅱ） ６，０５５ １０ 墨書・刻書 SB２３―１～５・P１・２

２４号住居 SB―２４ B 平安（Ⅲ） ２，０１０ ２ SB２４―１～３

２５号住居 SB―２５ B 奈良 １６，５６０ １４ ミニチュア 砥石 骨片 SB２５―１～６・№１・２

２６号住居 SB―２６ B 平安（Ⅱ） ２，２１０ ７ 灯明皿 SB２６

２７号住居 SB―２７ B 平安（Ⅰ） １，４８０ １ 箆書 SB２７

２８号住居 SB―２８ D 奈良 ２，６１０ ２ SB２８―１～５

２９号住居 SB―２９ D 奈良 ９４５ ２ 骨片 SB２９―１～５

３０号住居 SB―３０ D 古墳（後） ６，９０４ ０ SB３０―１～５

３１号住居 SB―３１ E―１ 平安（Ⅰ） １，８３０ ３ SB３１―１～３

３２号住居 SB―３２ E―２ 奈良 ３，７４０ ３ 馬歯 SB３２―１・２

３３号住居 SB―３３ E―２ 奈良 ２，１９０ ２ SB３３―１・２

３４号住居 SB―３４ E―４ 平安（Ⅲ） １，８８０ ２ 箆書 鉄片 SB３４

３５号住居 SB―３５ E―４ 平安（Ⅱ） ２，５２０ ４ 墨書・灯明皿 砥石 SB３５―１・２

３６号住居 SB―３６ E―３ 古墳（後） １０，５３０ ９ 敲石 SB３６―１～５・№１・２

３７号住居 SB―３７ E―３ 平安（Ⅱ） ３００ ０ SB３７

３８号住居 SB―３８ E―３ 平安（Ⅰ） １，３６０ ０ 鉄片 SB３８―１～３

３９号住居 SB―３９ E―３ 平安（Ⅲ） ３，３４０ ５ SB３９―１・２・№１・２

４０号住居 SB―４０ E―３ 平安（Ⅱ） ２，９７０ ４ 支脚 SB４０―１・２・№１・２

４１号住居 SB―４１ E―３ 平安（Ⅱ） ３，９６０ ７ 砥石 SB４１―１～４・№１

４２号住居 SB―４２ E―３ 平安（Ⅱ） ３，０６０ ２ 転用硯 羽口・不明品 SB４２―１～３・№１

４３号住居 SB―４３ E―３ 平安（Ⅱ） ２，５２０ １ 鉄片 SB４３―１・２

４４号住居 SB―４４ E―３ 平安（Ⅰ） ９，０７０ １１ 墨書 砥石・敲石 鉄片 SB４４―１～４

１号溝 SD―１ A―２ ２０ ０ SD１

２号溝 SD―２ B ３ ０ SD２

３号溝 SD―３ B ７０ ０ SD３

４号溝 SD―４ B 奈良 ８５ １ SD４

５号溝 SD―５ B 奈良 ８０ １ 墨書 SD５

６号溝 SD―６ B ３６０ ０ SD６

７号溝 SD―７ B ３０ ０ SD７

８号溝 SD―８ B ２０ ０ SD８

９号溝 SD―９ B 奈良 ８０ ０ SD９

１０号溝 SD―１０ D ４２０ ０ SD１０

１１号溝 SD―１１ D ２５ ０ SD１１

１２号溝 SD―１２ E―３ ９０ ０ SD１２

表２　若里市民文化ホール地点（SRTH）遺物一覧表
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遺構名 記号 地区 時代
（期）

土　　　 器
土製品 石製品 金属製品 その他 作為的

混入品
遺物注記
（整理№）重量（ｇ） 実測 特記

１３号溝 SD―１３ E―３ 奈良 ９８０ ０ 骨片 SD１３

１４号溝 SD―１４ E―３ １４０ ０ SD１４

１５号溝 SD―１５ E―３ 奈良 ４２０ ０ SD１５

１６号溝 SD―１６ E―３ 奈良 ３００ ０ SD１６

１号土坑 SK―１ A―１ ８４０ ０ 石製品 SK１

２・３号土坑 SK―２・３ A―２ １９０ １ 炭化物 SK２

４号土坑 SK―４ B １２０ ０ SK４

５号土坑 SK―５ B 奈良 ２３３ １ 墨書 SK５

６号土坑 SK―６ B 奈良 １６０ ０ 墨書（盗難） SK６

７号土坑 SK―７ B 奈良 ８３０ ０ 骨片 SK７

８号土坑 SK―８ B 奈良 ３００ ０ SK８

９号土坑 SK―９ B １０ ０ SK９

１０号土坑 SK―１０ B ３ ０ SK１０

１１号土坑 SK―１１ B 平安 １，４１７ １ SK１１

１２号土坑 SK―１２ B 奈良 ６４０ ０ SK１２

１３号土坑 SK―１３ B 奈良 ８０ ０ SK１３

１４号土坑 SK―１４ B 奈良 ５８０ １ SK１４

１５A号土坑 SK―１５A B 奈良 ６３０ ２ 骨片 SK１５A

１５B号土坑 SK―１５B D 奈良 ２３０ １ SK１５B

１６号土坑 SK―１６ D ６０ ０ SK１６

１７号土坑 SK―１７ D 奈良 ６７０ ０ SK１７

１８号土坑 SK―１８ D １０ ０ SK１８

１９号土坑 SK―１９ D ２０ ０ SK１９

２０号土坑 SK―２０ D ５０ ０ SK２０

２１号土坑 SK―２１ D 奈良 １，３１０ ０ SK２１

２２号土坑 SK―２２ D 平安 ９５５ ０ SK２２

２３号土坑 SK―２３ E―４ 奈良 ２６０ ０ SK２３

２４号土坑 SK―２４ E―３ 奈良 ５４０ ０ SK２４

２５号土坑 SK―２５ E―３ 奈良 １６０ ０ SK２５

２６号土坑 SK―２６ E―３ 平安 １００ ０ SK２６

０号建物 ST―０ A―２ 平安？ ０ ０

１号建物 ST―１ B 奈良 ３１３ ０ ST１―１・P１～９

２号建物 ST―２ B ８０ ０ ST２―P１

３号建物 ST―３ B １４５ ０ ST３―P２～１０

４号建物 ST―４ B ４３ ０ ST４―P１～８

５号建物 ST―５ B 奈良 １３１ ２ ST５―P２～１２

６号建物 ST―６ B ２０ ０ ST６―P３

７号建物 ST―７ E―１ ０ ０

８号建物 ST―８ D １２ ０ ST８―P１～６

９号建物 ST―９ D １０ ０ ST９―P２・３

１０号建物 ST―１０ D １，３６２ ０ 骨片 ST１０―P１～５

１１号建物 ST―１１ E―３ 奈良 ７００ １ ST１１

１２号建物 ST―１２ E―３ ２０ ０ ST１２

１３号建物 ST―１３ E―３ 奈良 ２４０ ０ ST１３
試掘坑 A
区下層 T A―１・２ 縄文～

弥生？ ７０ ０ 石器・剥片・
砥石 T―A１下・A２下

試掘坑 A
区上層 T A―１・２ 弥生～

平安 ９４０ ０ T―A１・２

試掘坑 B
区 T B 弥生～

平安 ９９０ ２ T―B１

小穴A区 Pi A―１・２
C

縄文～
弥生？ ３８１ １

石器・剥片・
種子堅果・
炭化物

Pi―A１・A２・C

小 穴 B・E
―３区 Pi B

E―３
弥生～
平安 ６，１３５ ４ Pi―１～４６・E３

検出面A・
C区下層 検 A―１・２

C
縄文～
弥生？ ３３８ ０ 石器・砥石 検A１・A１下

検A２―３・検 C
検出面A―
２区 検 A―２ 弥生～

平安 ５，９４０ ２ 支脚 骨片 検A２―１・２・４

検出面 B・
D・E区 検 B・D

E―１～３
弥生～
平安 ９９，６９１ １０５ 箆書・灯明？ 羽口 砥石・剥片 鉸具・鉄滓 骨片 検B１・２

検 E・E２・E３
合計 ４０７，９１２ ３９５
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図版 番号
出土遺構 遺物注記

（整理№）
抽出
№ 時代 種別 器種 部位 遺存

寸法（㎝）
成形・調整・その他 写

真遺構 位置 口径 底径 器高

図３３

１ SB―１ カマド付近 SB１―２ １ 平安 須恵器 坏 全形 １／２ １２．５ ７．０ ３．５ 糸切 ○
２ SB―１ 北壁 SB１―１ １ 平安 須恵器 坏 底部 ２／３ ６．０ 糸切
３ SB―２ 覆土下層 SB２―２ ４ 平安 須恵器 蓋 つまみ ２／３ つまみ径３．９
４ SB―２ 覆土下層 SB２―２ ３ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ６．０ 糸切　内黒
５ SB―２ 覆土下層 SB２―２ ２ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ５．５ 糸切　内黒　箆書
６ SB―２ 覆土下層 SB２―２ １ 平安 土師器 坏 底部 １／２ ５．９ 糸切　内黒
７ SB―２ 覆土ほか SB２―１ １ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ５．０ ケズリ　内黒
８ SB―２ 床面 SB２―３ １ 平安 土師器 高台坏 全形 １／１ １３．６ ６．７ ６．３ 内黒
９ SB―２ 覆土下層 SB２―２ ５ 平安 土師器 皿 全形 １／１ １３．０ ６．８ ２．８ 内外黒　箆書
１０ SB―３ 床面直上 SB３―３A １ 奈良 須恵器 坏 全形 ２／３ １３．９ ６．９ ４．５ 箆切　箆書 ○
１１ SB―３ 覆土 SB３―２D １ 奈良 須恵器 坏 全形 ２／３ １３．１ ８．１ ４．７ 箆切→ナデ ○
１２ SB―３ 覆土 SB３―２J ２ 奈良 須恵器 高台坏 全形 ２／３ １５．４ １０．０ ４．２ 回転ケズリ ○
１３ SB―３ 覆土 SB３―２J １ 奈良 須恵器 高台坏 全形 １／２ １５．４ １０．６ ３．７ 回転ケズリ ○
１４ SB―３ 覆土下層 SB３―１ ２ 奈良 須恵器 高台坏 底部 １／１ ９．８ 回転ケズリ
１５ SB―３ 覆土下層 SB３―１ １ 平安 灰釉 椀 底部 １／２ ７．２ 糸切　刷毛塗り？
１６ SB―３ 覆土 SB３―２C １ 奈良 土師器 把手付き坏 把手 １／１ １１．４ ミガキ
１７ SB―３ 覆土 SB３―２K ２ 奈良 土師器 鉢 底部 ２／３ ５．８ ケズリ？
１８ SB―３ 覆土 SB３―２K １ 奈良 土師器 鉢 底部 ２／３ ミガキ
１９ SB―３ カマド内 SB３―７H １ 奈良 土師器 甕 全形 ２／３ １６．４ ８．８ ２６．０ ハケメ ○
２０ SB―３ 床面直上 SB３―３M １ 奈良 土師器 甕 全形 ２／３ ２０．３ ６．７ ３４．１ ハケメ　木葉痕？ ○
２１ SB―５ 覆土下層 SB５―２ １ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １２．０ ５．８ ３．６ 箆切→ナデ
２２ SB―５ 覆土 SB５―１ １ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １３．４ ６．１ ３．７ 糸切→ケズリ ○
２３ SB―５ 覆土 SB５―１ ２ 奈良 須恵器 坏 底部 １／２ ６．６ 糸切
２４ SB―５ 貯蔵穴 SB５―５ ３ 奈良 須恵器 高台坏 全形 ２／３ １２．３ ８．０ ４．６ ○
２５ SB―５ 土層ベルト SB５―３ １ 奈良 土師器 鉢？ 底部 ２／３ １０．８ ハケメ　内黒？
２６ SB―５ 覆土下層 SB５―２ ２ 奈良 土師器 甕 底部 １／２ ５．９ 木葉痕
２７ SB―５ 貯蔵穴 SB５―５ ２ 奈良 土師器 小甕 全形 １／２ １２．７ ６．３ ８．９ ケズリ→ナデ ○
２８ SB―５ 貯蔵穴 SB５―５ １ 奈良 土師器 鍋 全形 ２／３ ３４．５ ９．２ １９．３ ハケメ→ケズリ ○

図３４

２９ SB―６ 覆土 SB６ ４ 古墳後期 土師器 鉢 底部 １／１ ８．２ ミガキ
３０ SB―６ 覆土 SB６ ２ 古墳後期 土師器 鉢 底部 １／１ ケズリ？　内黒
３１ SB―６ 覆土 SB６ １ 古墳後期 土師器 鉢 底部 １／１ １１．９ ミガキ　内黒
３２ SB―６ 覆土 SB６ ３ 古墳後期 土師器 鉢 底部 １／２ ６．３ ミガキ
３３ SB―６ 覆土 SB６ ５ 古墳後期 土師器 甑 底部 ３／２ ケズリ　内黒
３４ SB―６ 覆土 SB６ ６ 古墳後期 土師器 甑 底部 １／２ ８．５ ミガキ　内黒
３５ SB―７ 覆土 SB７―１ １ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １３．４ ５．５ ３．８ 糸切　灯明皿 ○
３６ SB―７ カマド付近 SB７―２ ３ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １３．４ ６．４ ４．４ ケズリ　内黒
３７ SB―７ カマド付近 SB７―２ ２ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １２．６ ５．４ ３．６ ケズリ　内黒
３８ SB―７ カマド付近 SB７―２ １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １２．４ ７．１ ３．５ ケズリ　内黒 ○
３９ SB―８ 覆土 SB８―１ １ 平安 須恵器 蓋 全形 １／２ １３．４ 回転ケズリ
４０ SB―８ カマド内 SB８―２ １ 平安 土師器 小甕 口～胴 １／２ １１．６
４１ SB―９ カマド内 SB９―№２ １ 平安 須恵器 蓋 全形 １／１ ２．９ １７．０ ２．８ 回転ケズリ ○
４２ SB―９ カマド内 SB９―№１ ２ 平安 須恵器 蓋 全形 ２／３ ３．０ １３．７ ３．１ 回転ケズリ ○
４３ SB―９ 床面 SB９―№４ １ 平安 須恵器 坏 全形 １／１ １３．２ ７．３ ４．４ 糸切 ○
４４ SB―９ カマド横 SB９―№３ １ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １３．８ ７．２ ４．６ ケズリ　内黒 ○
４５ SB―９ カマド内 SB９―№１ １ 平安 土師器 甕 全形 ２／３ ２３．０ ３０．６ ケズリ ○
４６ SB―１１ カマド横ピット SB１１―№１ １ 平安 須恵器 鉢 全形 ２／３ １５．７ ５．８ ８．９ ケズリ ○
４７ SB―１１ カマド横ピット SB１１―№３ １ 平安 土師器 甕 全形 ２／３ １２．６ ７．０ １３．７ ケズリ ○
４８ SB―１１ カマド横ピット SB１１―№２ １ 平安 須恵器 横瓶 胴部 １／２ タタキ
４９ SB―１２ 覆土 SB１２―１ ６ 平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径２．６
５０ SB―１２ 覆土 SB１２―１ ７ 平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．０
５１ SB―１２ 覆土 SB１２―１ ５ 平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径２．９
５２ SB―１２ 覆土 SB１２―１ ３ 平安 須恵器 坏 全形 １／２ １３．８ ７．６ ４．０ 糸切
５３ SB―１２ 覆土 SB１２―１ ４ 平安 須恵器 坏 全形 １／２ １３．６ ７．８ ３．８ 糸切
５４ SB―１２ 覆土 SB１２―１ １ 平安 須恵器 高台坏 底部 １／１ ８．９ 回転ケズリ　箆書
５５ SB―１２ 覆土 SB１２―１ ２ 平安 須恵器 高台坏 底部 １／１ ８．３ 糸切　歪み
５６ SB―１２ 床下 SB１２―４ １ 平安 須恵器 高台坏 底部 １／１ ９．２ 回転ケズリ
５７ SB―１２ 覆土 SB１２―１ ８ 平安 土師器 甕 底部 １／１ ４．６ 糸切
５８ SB―１２ 覆土 SB１２―１ ９ 平安 土師器 甕 底部 １／２ ７．１ ケズリ
５９ SB―１０ カマド横ピット SB１０―９ １ 奈良 須恵器 蓋 全形 １／１ １４．２ ４．４ つまみ径２．５ ○
６０ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １４ 奈良 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．５
６１ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １５ 奈良 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．１
６２ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ ２ 奈良 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．２
６３ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ ５ 奈良 須恵器 蓋 全形 ２／３ １３．４ ２．８ つまみ径２．８ ○
６４ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １１ 奈良 須恵器 蓋 全形 １／２ １３．０ ２．４ つまみ径２．９

表３　若里市民文化ホール地点　（SRTH）　土器観察表
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図版 番号
出土遺構 遺物注記

（整理№）
抽出
№ 時代 種別 器種 部位 遺存

寸法（㎝）
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真遺構 位置 口径 底径 器高

図３５

６５ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ ３ 奈良 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径２．４
６６ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １３ 奈良 須恵器 蓋 全形 １／１ １４．８ ３．５ つまみ径２．８
６７ SB―１０ 床面 SB１０―５ ３ 奈良 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径２．８
６８ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ ４ 奈良 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．７
６９ SB―１０ 床面 SB１０―５ ２ 奈良 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．５
７０ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １２ 奈良 須恵器 蓋 つまみ ２／３ つまみ径３．５
７１ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ ８ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １２．８ ６．６ ３．９ 箆切→ケズリ
７２ SB―１０ 床面 SB１０―５ １ 奈良 須恵器 坏 全形 ２／３ １３．７ ８．５ ３．７ 箆切→ケズリ ○
７３ SB―１０ 床下 SB１０―１０ １ 奈良 須恵器 坏 全形 １／１ １４．１ ８．１ ４．２ 箆切→ケズリ　火襷
７４ SB―１０ 覆土中層 SB１０―３ １ 奈良 須恵器 坏 全形 １／１ １４．５ １０．１ ４．４ 箆切　内面に有機物 ○
７５ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １６ 奈良 須恵器 坏 全形 １／４ １４．２ ８．４ ３．９ 箆切？　墨書「市」
７６ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ ４ 奈良 須恵器 坏 底部 ２／３ ８．７ 箆切
７７ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １９ 奈良 須恵器 坏 底部 １／４ １０．２ ケズリ　箆書
７８ SB―１０ カマド横ピット SB１０―９ ２ 奈良 須恵器 坏 全形 ２／３ １３．０ ７．３ ３．８ 糸切 ○
７９ SB―１０ カマド付近 SB１０―７ １ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １３．４ ６．８ ４．２ 糸切
８０ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ ７ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １３．６ ７．６ ４．４ 糸切
８１ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ ６ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １４．０ ７．８ ３．７ 糸切
８２ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ ５ 奈良 須恵器 坏 底部 １／２ ５．８ 糸切
８３ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ １ 奈良 須恵器 坏 底部 １／２ ６．５ 糸切　火襷
８４ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ ６ 奈良 須恵器 坏 底部 １／２ ７．４ 糸切
８５ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ ７ 奈良 須恵器 坏 底部 １／２ ７．６ 糸切
８６ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ ９ 奈良 須恵器 高台坏 全形 １／３ １５．２ ９．４ ７．０
８７ SB―１０ カマド内 SB１０―８ １ 奈良 須恵器 高台坏 全形 ２／３ １４．２ 回転ケズリ
８８ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ ９ 奈良 須恵器 高台坏 底部 １／１ ９．２ ナデ
８９ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ ８ 奈良 須恵器 高台坏 底部 １／２ ９．４ ナデ
９０ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ １０ 奈良 土師器 坏 底部 １／２ ７．８ ケズリ　内黒
９１ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ ３ 奈良 土師器 坏 底部 ２／３ ６．２ ケズリ　内黒
９２ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ １１ 奈良 土師器 坏 底部 １／２ ５．６ 糸切？　内黒
９３ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １０ 平安 灰釉 椀 底部 １／２ ６．４ ナデ
９４ SB―１０ カマド付近 SB１０―７ ２ 奈良 須恵器 鉢 口～胴 １／２ １７．２
９５ SB―１０ 床面 SB１０―５ ４ 奈良 土師器 鉢 底部 １／１ ４．４
９６ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ ２ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ５．２
９７ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １ 奈良 土師器 甕 底部 １／２ ８．８ ハケメ

図３６

９８ SB―１３ 覆土下層 SB１３―２ １ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １２．４ ６．０ ４．４ ケズリ　内黒 ○
９９ SB―１３ カマド内 SB１３―４ １ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １３．６ ５．２ ４．３ ケズリ　内黒 ○
１００ SB―１３ 覆土 SB１３―１ １ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １２．８ ５．２ ４．３ 糸切　内黒 ○
１０１ SB―１３ カマド内 SB１３―４ ２ 平安 土師器 坏 底部 １／２ ５．４ 糸切　内黒
１０２ SB―１３ 覆土下層 SB１３―２ ３ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ５．８ 糸切　内黒
１０３ SB―１３ 覆土下層 SB１３―２ ２ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ６．０ 糸切　内黒
１０４ SB―１３ 覆土下層 SB１３―２ ６ 平安 土師器 坏 口縁部 １／２ １２．８ 内黒
１０５ SB―１３ 覆土下層 SB１３―２ ７ 平安 土師器 坏 口縁部 １／２ １６．６ 内黒
１０６ SB―１３ 覆土下層 SB１３―２ ５ 平安 土師器 高台坏 底部 １／１ ７．０ 内黒
１０７ SB―１３ 覆土 SB１３―１ ２ 平安 土師器 高台坏 底部 １／１ ６．６ 内黒
１０８ SB―１３ 覆土下層 SB１３―２ ４ 平安 土師器 盤 全形 １／１ １４．０ ６．２ ４．０ 内黒
１０９ SB―１３ カマド内 SB１３―４ ３ 平安 土師器 盤 全形 ２／３ １２．３ ６．４ ３．０ 内黒 ○
１１０ SB―１３ 覆土 SB１３―１ ３ 平安 灰釉 皿 底部 ２／３ ７．５ 回転ケズリ
１１１ SB―１３ 覆土下層 SB１３―２ ８ 平安 須恵器 壺 底部 ２／３ ６．６
１１２ SB―１３ 覆土下層 SB１３―２ ９ 平安 土師器 甕 全形 １／２ ２４．８ ３０．７ ケズリ
１１３ SB―１４ 覆土 SB１４―１ ２ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １２．４ ５．０ ３．５ 糸切　内黒 ○
１１４ SB―１４ カマド内 SB１４―４ ３ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １２．４ ５．３ ４．０ 糸切　内黒 ○
１１５ SB―１４ カマド内 SB１４―№１ １ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １２．６ ５．６ ４．１ 糸切　内黒 ○
１１６ SB―１４ カマド横 SB１４―３ １ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １３．０ ５．０ ３．７ 糸切　内黒 ○
１１７ SB―１４ 覆土 SB１４―１ ４ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １３．２ ５．６ ４．３ 糸切　内黒
１１８ SB―１４ カマド内 SB１４―４ ４ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １３．４ ６．８ ３．４ 糸切　内黒
１１９ SB―１４ 覆土 SB１４―１ １ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １３．６ ５．９ ３．８ 糸切　内黒 ○
１２０ SB―１４ カマド内 SB１４―４ ５ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ５．６ 糸切　内黒
１２１ SB―１４ 覆土 SB１４―１ ３ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ６．６ 糸切　内黒
１２２ SB―１４ カマド内 SB１４―４ ２ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １３．２ ６．８ ３．４ 糸切
１２３ SB―１４ カマド内 SB１４―４ １ 平安 土師器 皿 全形 １／２ １２．６ ５．０ ２．３ 糸切 ○
１２４ SB―１４ カマド内 SB１４―№３ １ 平安 灰釉 椀 底部 １／１ ７．５ ナデ　刷毛塗り
１２５ SB―１４ カマド内 SB１４―№２ １ 平安 灰釉 椀 底部 １／１ ７．２ ナデ　刷毛塗り
１２６ SB―１４ 覆土 SB１４―１ ５ 平安 灰釉 椀 底部 １／１ ７．７ 転用硯（朱墨） ○
１２７ SB―１５ 覆土 SB１５―１ ２ 平安 須恵器 高台坏 全形 １／２ １２．４ ９．０ ４．１ 箆書
１２８ SB―１５ 覆土 SB１５―１ １ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １３．３ ６．８ ５．０ 糸切
１２９ SB―１５ 床面 SB１５―№１ １ 平安 土師器 甕 底部 １／１ ５．６ 箆書
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１３０ SB―１５ 覆土 SB１５―１ ４ 平安 灰釉 小椀 全形 １／２ １１．１ ５．４ ３．６
１３１ SB―１５ 覆土 SB１５―１ ３ 平安 灰釉 椀 底部 １／１ ７．６ ナデ
１３２ SB―１６ 覆土 SB１６―１ ３ 平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．０
１３３ SB―１６ 床面 SB１６―№１ １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １２．６ ５．３ ４．３ 糸切　内黒　灯明皿？ ○
１３４ SB―１６ 覆土 SB１６―１ １ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １２．７ ６．５ ５．０ 糸切　内黒 ○
１３５ SB―１６ 覆土 SB１６―１ ２ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ５．２ 糸切　内黒？
１３６ SB―１６ 床面 SB１６―№３ １ 平安 灰釉 椀 底部 １／１ ７．８ 転用硯 ○

図３７

１３７ SB―１７ 覆土上層 SB１７―２ １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １３．４ ５．８ ４．６ 糸切　内黒
１３８ SB―１７ 覆土上層 SB１７―２ ２ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ６．２ 糸切　内黒
１３９ SB―１７ 検出面 SB１７―１ １ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ６．２ 糸切
１４０ SB―１８ カマド内 SB１８―№３ １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １６．９ ７．０ ５．６ 糸切→ケズリ　内黒 ○
１４１ SB―１８ 検出面 SB１８―１ １ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ５．０ 糸切　内黒
１４２ SB―１８ 覆土 SB１８―２ ２ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ６．０ 糸切　内黒
１４３ SB―１８ 床下 SB１８―３ １ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ６．８ 糸切　内黒
１４４ SB―１８ 床下 SB１８―３ ２ 平安 土師器 坏 底部 １／２ ６．０ 糸切　内黒？
１４５ SB―１８ 覆土 SB１８―２ １ 平安 灰釉 椀 底部 １／１ ６．０ ナデ
１４６ SB―１８ 床面 SB１８―№２ １ 奈良？ 土師器 甑 口縁部 １／４ ２５．６ ハケメ→ナデ
１４７ SB―１９ カマド内 SB１９―２ １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １２．２ ６．４ ３．１ 糸切　（須恵器的）
１４８ SB―２１ 覆土 SB２１―１ ２ 平安 須恵器 坏 全形 １／２ １２．３ ６．３ ３．６ 糸切
１４９ SB―２１ 覆土 SB２１―１ ４ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ ５．９ 糸切
１５０ SB―２１ 覆土 SB２１―１ ３ 平安 須恵器 坏 全形 １／１ １２．４ ５．６ ３．８ 糸切　灯明皿 ○
１５１ SB―２１ 覆土 SB２１―１ １ 平安 須恵器 短頸壺 口～胴 １／２ １０．７ 自然釉
１５２ SB―２１ 覆土下層 SB２１―２ １ 平安 土師器 甕 口～胴 １／２ ２２．６ ケズリ　カキメ
１５３ SB―２２ 覆土 SB２２―№１ １ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １２．２ ６．３ ３．３ 糸切 ○
１５４ SB―２４ カマド内 SB２４―３ １ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １３．２ ６．０ ４．２ 糸切　（須恵器的）
１５５ SB―２４ カマド内 SB２４―３ ２ 平安 土師器 甕 底部 １／２ ４．５ ケズリ　ハケメ
１５６ SB―２３ 上層焼土内 SB２３―５ ２ 平安 須恵器 坏 全形 １／２ １１．５ ６．２ ３．７ 糸切
１５７ SB―２３ 床面 SB２３―２ １ 平安 須恵器 坏 全形 １／２ １２．８ ６．０ ３．８ 糸切　墨書 ○
１５８ SB―２３ 上層焼土内 SB２３―５ ３ 平安 須恵器 坏 全形 １／２ １３．０ ６．０ ３．５ 糸切
１５９ SB―２３ 覆土 SB２３―１ １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １４．６ ７．１ ４．９ 糸切　内黒
１６０ SB―２３ 上層焼土内 SB２３―５ １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １２．０ ５．６ ３．７ 糸切　内外黒
１６１ SB―２３ 上層焼土内 SB２３―５ ６ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １３．４ 内外黒　刻書
１６２ SB―２３ 上層焼土内 SB２３―５ ４ 平安 土師器 高台坏 底部 １／１ ６．６ 内外黒　刻書
１６３ SB―２３ 上層焼土内 SB２３―５ ５ 平安 土師器 皿 全形 １／２ １３．４ ７．２ ２．０ 内外黒　刻書
１６４ SB―２３ カマド横ピット SB２３―３ １ 平安 土師器 甕 全形 ２／３ １１．６ ６．３ １０．９ 糸切 ○
１６５ SB―２３ カマド横ピット SB２３―３ ２ 平安 土師器 甕 口～胴 １／２ ２３．２ カキメ
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１６６ SB―２０ 覆土中層 SB２０―４ ４ 奈良 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径２．８
１６７ SB―２０ 覆土下層 SB２０―６ ２ 奈良 須恵器 蓋 口縁部 １／２ １７．０
１６８ SB―２０ 柱穴内 SB２０―P２ １ 奈良 須恵器 坏 全形 １／１ １３．６ ４．５ 箆切→ナデ　箆書 ○
１６９ SB―２０ 床面 SB２０―７ １ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １２．５ ６．５ ３．９ 箆切→ナデ　箆書 ○
１７０ SB―２０ 覆土上層 SB２０―２ ３ 奈良 須恵器 坏 底部 １／１ ７．３ 箆切→ナデ
１７１ SB―２０ 覆土下層 SB２０―６ ４ 奈良 須恵器 坏 口縁部 １／２ １３．５
１７２ SB―２０ 覆土上層 SB２０―２ ５ 奈良 須恵器 高台坏 全形 １／２ １６．２ １２．５ ３．５ 回転ケズリ
１７３ SB―２０ 覆土上層 SB２０―２ ４ 奈良 須恵器 高台坏 全形 ２／３ １６．２ １２．４ ３．８ 回転ケズリ ○
１７４ SB―２０ 床面 SB２０―７ ２ 奈良 須恵器 高台坏 底部 １／１ １０．６ 回転ケズリ
１７５ SB―２０ 覆土中層 SB２０―４ １ 奈良 土師器 坏 全形 ２／３ １３．５ ５．０ 内黒 ○
１７６ SB―２０ カマド内 SB２０―１４ １ 奈良 土師器 坏 全形 １／２ １５．３ ５．１ 内黒 ○
１７７ SB―２０ 西壁際 SB２０―１０ １ 奈良 土師器 坏 底部 １／１ 内黒
１７８ SB―２０ 床面 SB２０―７ ３ 奈良 土師器 坏 全形 １／２ １５．２ 内黒
１７９ SB―２０ 南壁際 SB２０―９ １ 奈良 土師器 鉢 胴～底 １／１ ６．５ 内黒
１８０ SB―２０ 覆土下層 SB２０―６ １ 奈良 須恵器 壺 底部 １／１ ６．２
１８１ SB―２０ カマド横 SB２０―１２ １ 奈良 土師器 無頚壺 全形 １／１ ３．０ ５．３ ８．６ ミガキ ○
１８２ SB―２０ 覆土下層 SB２０―６ ３ 奈良 土師器 甕？ 底部 １／１ ７．７ 内黒
１８３ SB―２０ 覆土上層 SB２０―２ ２ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ７．２
１８４ SB―２０ 床面 SB２０―７ ５ 奈良 土師器 甕 底部 １／２ ７．３ 木葉痕
１８５ SB―２０ 覆土中層 SB２０―４ ２ 奈良 土師器 甕 底部 １／２ ５．７
１８６ SB―２０ 床面 SB２０―７ ４ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ６．６ ケズリ
１８７ SB―２０ 床面 SB２０―８ １ 奈良 土師器 壷 全形 １／２ ２１．０ ８．９ ３３．２ ミガキ ○
１８８ SB―２０ 覆土上層 SB２０―２ １ 奈良 土師器 甕 口～胴 １／２ １８．８ ハケメ→ナデ
１８９ SB―２０ カマド横ピット SB２０―１３ １ 奈良 土師器 甕 胴～底 ２／３ ７．５ ハケメ→ナデ
１９０ SB―２０ 煙道内 SB２０―１５ １ 奈良 土師器 甕 胴～底 １／２ ６．７ ハケメ→ナデ　木葉痕
１９１ SB―２５ 覆土下層 SB２５―３ ５ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １３．８ ９．６ ４．６ 箆切→ナデ
１９２ SB―２５ 覆土中層 SB２５―２ １ 奈良 須恵器 高台坏 全形 １／２ １６．８ ９．６ ４．５ 回転ケズリ
１９３ SB―２５ 覆土下層 SB２５―３ ４ 奈良 須恵器 高台坏 底部 １／２ １０．２ 回転ケズリ
１９４ SB―２５ 覆土上層 SB２５―１ ３ 奈良 須恵器 高台坏 底部 １／２ ５．６
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図３９

１９５ SB―２５ 床面 SB２５―№１ １ 奈良 土師器 坏 全形 １／１ １３．２ ４．５ ４．４ 内黒 ○
１９６ SB―２５ 覆土下層 SB２５―３ ３ 奈良 土師器 坏 全形 ２／３ １１．５ ３．９
１９７ SB―２５ 覆土下層 SB２５―３ ２ 奈良 土師器 坏 全形 ２／３ １７．４ ７．８ ○
１９８ SB―２５ 床面 SB２５―№２ １ 奈良 土師器 坏 底部 ２／３ ５．７
１９９ SB―２５ カマド内 SB２５―６ １ 奈良 土師器 高坏 脚 l 部 ２／３ ９．７ ハケメ
２００ SB―２５ 覆土中層 SB２５―２ ３ 奈良 土師器 高坏 脚 l 部 １／２
２０１ SB―２５ 覆土上層 SB２５―１ ２ 奈良 土師器 高坏 脚 l 部 １／２ ハケメ→ナデ
２０２ SB―２５ 覆土上層 SB２５―１ １ 奈良 土師器 壷 胴～底 ２／３ １０．９ ミガキ
２０３ SB―２５ 覆土中層 SB２５―２ ２ 奈良 土師器 甕 胴～底 １／１ ５．７ ハケメ→ナデ・ケズリ
２０４ SB―２５ 覆土下層 SB２５―３ １ 奈良 土師器 甕 全形 １／２ ２２．２ ７．８ ３１．５ ハケメ→ナデ　木葉痕 ○
２０５ SB―２６ カマド付近 SB２６ １ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １７．４ ６．３ ５．５ 回転ケズリ　内黒 ○
２０６ SB―２６ カマド付近 SB２６ ３ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １８．０ ７．６ ６．０ 糸切→ケズリ　内黒
２０７ SB―２６ カマド付近 SB２６ ４ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １３．２ ６．３ ３．８ 糸切　内黒
２０８ SB―２６ カマド付近 SB２６ ２ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １４．２ ６．０ ５．５ 糸切　内黒　灯明皿
２０９ SB―２６ カマド付近 SB２６ ５ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ４．９ 糸切　内黒
２１０ SB―２６ カマド付近 SB２６ ６ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ５．３ 糸切　内黒
２１１ SB―２６ カマド付近 SB２６ ７ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ５．８ 糸切　内黒
２１２ SB―２７ 覆土 SB２７ １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １３．４ ６．０ ４．６ 糸切　内黒　箆書
２１３ SB―２８ 覆土中層 SB２８―２ １ 奈良 須恵器 高台坏 全形 ２／３ １２．１ ９．０ ３．９ 回転ケズリ ○
２１４ SB―２８ 覆土下層 SB２８―３ １ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ６．０
２１５ SB―２９ 覆土下層 SB２９―３ ２ 奈良 土師器 坏 全形 １／１ １３．２ ４．４ ５．６ 内黒
２１６ SB―２９ 覆土下層 SB２９―３ １ 奈良 土師器 甕 胴～底 １／１ ７．０ ハケメ→ナデ　木葉痕

図４０

２１７ SB―３１ カマド内・周辺 SB３１―３ ２ 平安 須恵器 坏 全形 １／１ １３．０ ７．４ ３．６ 糸切
２１８ SB―３１ カマド内・周辺 SB３１―３ １ 平安 須恵器 坏 全形 １／２ １３．２ ７．３ ３．７ 糸切 ○
２１９ SB―３１ 覆土 SB３１―１ １ 平安 土師器 甕 全形 １／２ ２３．３ ９．７ ２８．５ ハケメ
２２０ SB―３２ 覆土下層 SB３２―２ １ 奈良 土師器 坏 全形 １／１ １３．２ ５．６ 内黒 ○
２２１ SB―３２ 覆土下層 SB３２―２ ２ 奈良 須恵器 盤 脚部 １／４
２２２ SB―３２ 覆土 SB３２―１ １ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ６．２
２２３ SB―３３ 覆土 SB３３―１ １ 奈良 土師器 甕 底部 ２／３ ５．７ ケズリ→ナデ
２２４ SB―３３ カマド横 SB３３―２ １ 奈良 土師器 甕 口～胴 １／２ ２０．３
２２５ SB―３４ 覆土 SB３４ ２ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ６．１ 糸切
２２６ SB―３４ 覆土 SB３４ １ 平安 土師器 甕 底部 １／２ ６．２ 糸切
２２７ SB―３５ 覆土 SB３５―１ ２ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １２．８ ６．２ ３．８ 糸切　墨書「平」 ○
２２８ SB―３５ 覆土 SB３５―１ １ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １２．６ ６．１ ３．７ 糸切 ○
２２９ SB―３５ 覆土 SB３５―１ ４ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ １２．４ ６．２ ３．３ 糸切　灯明皿
２３０ SB―３５ 覆土 SB３５―１ ３ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １４．０ ６．５ ５．１ 糸切→ケズリ　内黒 ○
２３１ SB―３６ カマド東側 SB３６―４ １ 古墳後期 土師器 鉢 全形 ２／３ １９．５ ５．０ １５．０ 内黒 ○
２３２ SB―３６ カマド東側 SB３６―４ ２ 古墳後期 土師器 鉢 全形 ２／３ １２．４ ５．０ ８．２ 内黒 ○
２３３ SB―３６ カマド周辺 SB３６―３ １ 古墳後期 土師器 鉢 全形 １／２ １７．４ ８．０ ８．８
２３４ SB―３６ 床面 SB３６―№２ １ 古墳後期 土師器 盤 全形 １／１ １４．２ １２．６ ５．０ 赤彩？ ○
２３５ SB―３６ 覆土上層 SB３６―１ １ 古墳後期 土師器 高坏 杯～脚 １／１ １３．４ 内黒 ○
２３６ SB―３６ カマド内 SB３６―５ ２ 古墳後期 土師器 壷 胴～底 ２／３ ミガキ
２３７ SB―３６ カマド内 SB３６―５ １ 古墳後期 土師器 甕 胴～底 １／１ ８．０ ケズリ→ナデ
２３８ SB―３６ 覆土下層 SB３６―２ １ 古墳後期 土師器 甕 全形 ２／３ １８．８ ７．０ １．５ ハケメ
２３９ SB―３６ 床面 SB３６―№１ １ 古墳後期 土師器 甕 全形 １／１ １７．８ ７．０ ２８．３ ハケメ ○

図４１

２４０ SB―３９ 床面 SB３９―№２ １ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １３．６ ６．３ ４．２ 糸切→ケズリ　内黒 ○
２４１ SB―３９ 床面直上 SB３９―２ ２ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １２．９ ５．８ ４．７ 糸切　内黒 ○
２４２ SB―３９ 床面直上 SB３９―２ ３ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １２．９ ５．０ ４．１ 糸切　内黒
２４３ SB―３９ 床面 SB３９―№１ １ 平安 土師器 坏 全形 １／２ １３．２ ４．６ ４．２ 糸切　内黒 ○
２４４ SB―３９ 床面直上 SB３９―２ １ 平安 土師器 高台坏 底部 １／２ 内黒
２４５ SB―４０ 床面 SB４０―№２ １ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １３．８ ６．６ ４．４ 糸切　内黒 ○
２４６ SB―４０ 床面 SB４０―№１ １ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １６．６ ６．９ ６．１ 糸切　内黒 ○
２４７ SB―４０ カマド内 SB４０―２ ２ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １３．８ ５．９ ４．３ 糸切
２４８ SB―４０ カマド内 SB４０―２ １ 平安 土師器 甕 口～胴 １／２ ２３．６ カキメ
２４９ SB―４１ 床面直上 SB４１―№１ １ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １３．４ ７．０ ４．０ 糸切 ○
２５０ SB―４１ 覆土上層 SB４１―２ ２ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １３．４ ６．２ ４．１ 糸切 ○
２５１ SB―４１ 覆土上層 SB４１―２ １ 平安 須恵器 坏 全形 １／１ １３．６ ５．８ ３．８ 糸切
２５２ SB―４１ 覆土上層 SB４１―１ ３ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ ７．８ 糸切
２５３ SB―４１ 覆土上層 SB４１―１ ２ 平安 須恵器 坏 底部 １／１ ６．４ 糸切　火襷
２５４ SB―４１ 覆土上層 SB４１―１ １ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ７．０ 糸切
２５５ SB―４１ ピット内 SB４１―４ １ 奈良？ 土師器 （甑） 把手 １／１
２５６ SB―４２ 床面 SB４２―№１ １ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １２．６ ５．６ ３．６ 糸切　転用硯（朱墨） ○
２５７ SB―４２ 煙道内 SB４２―３ １ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ １４．８ ６．０ ４．７ 糸切　内黒 ○
２５８ SB―４３ 覆土上層 SB４３―１ １ 奈良？ 土師器 （甑） 把手 １／１
２５９ SB―４４ 覆土 SB４４―４ １ 平安 須恵器 蓋 全形 １／２ １４．３ ２．８ つまみ径２．８ ○
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２６０ SB―４４ 覆土 SB４４―１ ６ 平安 須恵器 蓋 全形 ２／３ １３．８ ２．６ つまみ径２．７ ○
２６１ SB―４４ 覆土 SB４４―４ ２ 平安 須恵器 蓋 全形 １／２ １７．４ ○
２６２ SB―４４ 覆土 SB４４―１ ７ 平安 須恵器 蓋 全形 ２／３ １６．２ ○
２６３ SB―４４ 覆土 SB４４―１ １ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １４．０ ７．６ ３．３ 糸切　火襷 ○
２６４ SB―４４ 覆土 SB４４―１ ２ 平安 須恵器 坏 全形 １／２ １４．０ ８．５ ３．６ 糸切　火襷 ○
２６５ SB―４４ 東南隅ピット SB４４―２ １ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １４．２ ７．４ ３．７ 糸切 ○
２６６ SB―４４ 覆土 SB４４―１ ８ 平安 須恵器 坏 口縁部 １／６ １３．６ 墨書「中寸」？
２６７ SB―４４ 覆土 SB４４―１ ３ 平安 須恵器 坏 底部 １／１ ６．６ 糸切　火襷
２６８ SB―４４ 覆土 SB４４―１ ５ 平安 須恵器 高台坏 全形 １／１ １３．４ ８．７ ３．９ 回転ケズリ　火襷
２６９ SB―４４ 覆土 SB４４―１ ４ 平安 須恵器 高台坏 全形 １／１ １４．７ １０．５ ６．３ 回転ケズリ
２７０ SD―４ 覆土 SD４ １ 奈良 須恵器 坏 底部 １／２ ８．３ 箆切→ナデ
２７１ SD―５ 覆土 SD５ １ 奈良 須恵器 坏 口縁部 １／６ １４．６ 墨書
２７２ SK―２ 覆土 SK２ １ 奈良 土師器 甕 底部 １／３ ７．０ 木葉痕
２７３ SK―５ 覆土 SK５ １ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １４．２ ８．５ ３．５ 箆切　墨書「市寸」 ○
２７４ SK―１１ 覆土 SK１１ １ 平安 土師器 甕 全形 ２／３ ９．６ ４．２ ８．９ ○
２７５ SK―１４ 覆土 SK１４ １ 奈良 須恵器 蓋 全形 １／１ ３．１ ２．６ １４．７ 回転ケズリ ○
２７６ SK―１５A 覆土 SK１５A １ 平安 須恵器 坏 底部 ２／３ ８．６ 箆切
２７７ SK―１５A 覆土 SK１５A ２ 奈良 土師器 高坏 脚部 １／２ ８．８ 内黒
２７８ SK―１５B 覆土 SK１５B １ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ６．７

図４２

２７９ ST―５ 柱穴内 ST５―P２ １ 奈良 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．８
２８０ ST―５ 柱穴内 ST５―P３ １ 奈良 土師器 （甑） 把手 １／１
２８１ ST―１１ 柱穴内 ST１１ １ 奈良 須恵器 高台坏 底部 ２／３ ７．２
２８２ pit―１７ B―１区 pi―１７ １ 奈良 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．２
２８３ pit―２２ B―１区 pi―２２ １ 奈良 須恵器 坏 底部 １／２ ８．６ 箆切→ナデ　刻書？
２８４ pit A―２区下層 pi―A２下 １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １３．０ ５．２ ３．５ 糸切　内黒？
２８５ pit―２１ B―１区 pi―２１ １ 奈良 土師器 甕 底部 ２／３ ７．５
２８６ pit E―３区 pi―E３―２ １ 奈良 土師器 甕 底部 ２／３ ６．１ 木葉痕
２８７ 下層トレンチ T―B１ １ 奈良 須恵器 高台坏 全形 １／１ １５．６ １１．４ ３．５ 回転ケズリ
２８８ 下層トレンチ T―B１ ２ 奈良 土師器 坏 全形 １／２ １５．１ ９．３ ３．６ 箆切？（須恵器的）
２８９ 検出面 B―２北一括出土 検B２―N２ ２ 弥生 弥生 甕 口～胴 １／２ ２０．２ 櫛描波状文　ミガキ
２９０ 検出面 B―２北一括出土 検B２―N２ １ 弥生 弥生 甕 胴～底 １／１ ８．４ ハケメ→ミガキ
２９１ 検出面 B―２北一括出土 検B２―N３ １ 弥生 弥生 甕 胴～底 １／１ ７．０ 櫛描波状文　ミガキ
２９２ 検出面 B―１区 検 B１―８ ６ 古墳奈良 土師器 高坏？ 脚部 ２／３ ７．２
２９３ 検出面 B―１区 検 B１―７ １２ 古墳奈良 土師器 高坏？ 脚部 ２／３ ５．８
２９４ 検出面 B―２区 検 B２―３ １ 古墳奈良 土師器 高坏 脚部 １／２ １１．４ ミガキ
２９５ 検出面 B―２区 検 B２―７ ７ 古墳奈良 土師器 高坏 脚部 １／２ ７．８ ミガキ？
２９６ 検出面 B―１区 検 B１―８ ７ 古墳奈良 土師器 高坏 杯～脚 １／２ 内黒
２９７ 検出面 B―１区 検 B１―８ ８ 古墳奈良 土師器 高坏 杯～脚 １／２ 内黒
２９８ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E １２ 古墳奈良 土師器 高坏 坏部 １／１ 内黒
２９９ 検出面 B―２北一括出土 検B２―N１ １ 古墳前期 土師器 甕 底部 ２／３ ４．４
３００ 検出面 B―２北一括出土 検B２―N５ １ 古墳前期 土師器 甕 底部 １／１ ４．６ ケズリ
３０１ 検出面 B―２北一括出土 検B２―N１ ２ 古墳前期 土師器 甕 胴～底 ２／３ ５．４ ハケメ　ナデ
３０２ 検出面 B―１区 検 B１―８ １８ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．１
３０３ 検出面 B―１区 検 B１―８ １６ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．１
３０４ 検出面 B―１区 検 B１―８ １７ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．７
３０５ 検出面 B―１区 検 B１―８ １５ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．２
３０６ 検出面 B―２区 検 B２―７ ３ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径２．４
３０７ 検出面 B―１区 検 B１―７ ７ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．４
３０８ 検出面 B―１区 検 B１―３ １ 奈良平安 須恵器 蓋 全形 １／２ １４．４ ３．７ つまみ径３．１ ○
３０９ 検出面 B―２区 検 B２―２ １ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．４
３１０ 検出面 B―２区 検 B２―７ １ 奈良平安 須恵器 蓋 全形 １／１ １６．６ ２．７ つまみ径３．９
３１１ 検出面 B―２区 検 B２―５ ４ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．２
３１２ 検出面 B―２区 検 B２―５ ５ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．２
３１３ 検出面 B―２区 検 B２―７ ２ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．４
３１４ 検出面 B―１区 検 B１―４ ５ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．２
３１５ 検出面 E―７区 検 E３ ５ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径２．９
３１６ 検出面 B―１区 検 B１―８ １４ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．８
３１７ 検出面 A―２区上層 検A２―２ ２ 奈良平安 須恵器 蓋 つまみ １／１ つまみ径３．２
３１８ 不明 E―１～４区 不明 ２ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １２．８ ６．３ ３．９ 箆切？→ナデ ○
３１９ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２７ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １２．９ ６．６ ３．４ 箆切→ナデ ○
３２０ 検出面 B―１区 検 B１―３ ２ 奈良 須恵器 坏 全形 １／２ １４．４ ７．４ ３．９ 箆切 ○
３２１ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２４ 奈良 須恵器 坏 底部 １／１ ７．０ 箆切→ナデ
３２２ 検出面 B―１区 検 B１―７ １ 奈良 須恵器 坏 底部 １／１ ７．８ 箆切→ナデ　箆書
３２３ 検出面 B―２区 検 B２―７ ５ 奈良 須恵器 坏 底部 ２／３ ８．４ 箆切→ナデ
３２４ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２５ 奈良 須恵器 坏 底部 ２／３ ８．６ 箆切→ナデ
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図４３

３２５ 検出面 B―２区 検 B２―５ ７ 奈良 須恵器 坏 底部 １／２ ７．６ 箆切
３２６ 検出面 B―１区 検 B１―７ ２ 奈良 須恵器 坏 底部 １／２ １０．０ 箆切→ナデ
３２７ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２６ 奈良 須恵器 坏 底部 ２／３ ６．４ ケズリ
３２８ 検出面 B―１区 検 B１―４ ２ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １２．３ ６．２ ３．３ 糸切　火襷
３２９ 検出面 B―２区 検 B２―１ ３ 平安 須恵器 坏 全形 １／１ １２．６ ６．４ ３．７ 糸切 ○
３３０ 検出面 E―５区 検 E３ ３ 平安 須恵器 坏 全形 １／１ １３．０ ７．０ ３．６ 糸切
３３１ 検出面 B―２区 検 B２―１ ２ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １３．６ ７．３ ３．１ 糸切
３３２ 検出面 B―２区 検 B２―７ ４ 平安 須恵器 坏 全形 ２／３ １４．１ ６．９ ３．８ 糸切
３３３ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２８ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ ５．４ 糸切
３３４ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２９ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ ５．６ 糸切　箆書？
３３５ 検出面 E―６区 検 E３ ４ 平安 須恵器 坏 底部 ２／３ ５．６ 糸切
３３６ 検出面 B―１区 検 B１―４ ４ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ ５．６ 糸切
３３７ 検出面 D区 検D―２ ３ 平安 須恵器 坏 底部 １／１ ５．６ 糸切
３３８ 検出面 B―２区 検 B２―１ ５ 平安 須恵器 坏 底部 １／１ ５．９ 糸切
３３９ 検出面 B―２区 検 B２―５ １ 平安 須恵器 坏 底部 ２／３ ５．９ 糸切
３４０ 検出面 B―１区 検 B１―７ ６ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ ６．０ 糸切
３４１ 検出面 B―１区 検 B１―４ １ 平安 須恵器 坏 底部 １／１ ６．１ 糸切　火襷
３４２ 検出面 B―２区 検 B２―１ ４ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ ６．２ 糸切
３４３ 検出面 B―１区 検 B１―７ ５ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ ６．４ 糸切　火襷
３４４ 検出面 B―１区 検 B１―７ ４ 平安 須恵器 坏 底部 １／１ ７．０ 糸切
３４５ 検出面 B―１区 検 B１―４ ３ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ ７．５ 糸切　火襷
３４６ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２３ 奈良平安 須恵器 高台坏 全形 １／２ １２．９ １０．０ ４．１ 合子形
３４７ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E ６ 奈良平安 須恵器 高台坏 全形 １／２ １５．１ １０．４ ４．３ 回転ケズリ
３４８ 検出面 A―２区上層 検A２―２ １ 奈良平安 須恵器 高台坏 全形 １／２ １２．２ ９．０ ４．１ 回転ケズリ
３４９ 不明 E―１～４区 不明 １ 奈良平安 須恵器 高台坏 全形 １／２ １４．０ ９．８ ４．０ 回転ケズリ ○
３５０ 検出面 B―１区 検 B１―８ １９ 奈良平安 須恵器 高台坏 全形 ２／３ １７．４ 回転ケズリ ○
３５１ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２１ 奈良平安 須恵器 高台坏 底部 １／２ １０．５ 回転ケズリ　箆書
３５２ 検出面 B―２区 検 B２―５ ６ 奈良平安 須恵器 高台坏 底部 ２／３ １３．２ ナデ
３５３ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２２ 奈良平安 須恵器 高台坏 底部 ２／３ １０．０ ナデ
３５４ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２０ 奈良平安 須恵器 高台坏 底部 ２／３ ８．１ 回転ケズリ
３５５ 検出面 B―１区 検 B１―７ ３ 奈良平安 須恵器 高台坏 底部 ２／３ １１．６ 回転ケズリ
３５６ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E ３ 奈良 土師器 坏 全形 ２／３ １１．７ ４．０ 内黒
３５７ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E ４ 奈良 土師器 坏 全形 ２／３ １１．８ ５．７ 内黒
３５８ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E ５ 奈良 土師器 坏 底部 １／１ 内黒
３５９ 検出面 B―１区 検 B１―７ ８ 奈良 土師器 坏 底部 １／２ ８．８ 内黒
３６０ 検出面 E―３区 検 E３ １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １４．６ ５．１ ６．８ 糸切　内黒
３６１ 検出面 B―２区 検 B２―１ １ 平安 土師器 坏 全形 １／１ １３．４ ５．８ ４．７ 糸切　内黒
３６２ 検出面 D区 検D―２ ２ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ４．６ 糸切　内黒
３６３ 検出面 B―１区 検 B１―８ １１ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ５．２ 糸切　内黒
３６４ 検出面 B―１区 検 B１―８ １２ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ５．８ 糸切　内黒
３６５ 不明 E―１～４区 不明 ３ 奈良 須恵器 坏 全形 ２／３ １４．４ ８．０ ４．５ 箆切→ナデ ○
３６６ 検出面 B―１区 検 B１―８ １０ 奈良 土師器 坏 底部 １／１ ８．２ 箆切→ナデ
３６７ 検出面 B―２区 検 B２―５ ２ 平安 土師器 坏 底部 １／１ ５．６ 糸切
３６８ 検出面 D区 検D―３ １ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ ５．９ 内黒？
３６９ 検出面 D区 検D―２ １ 平安 土師器 坏 底部 １／２ ６．２

図４４

３７０ 検出面 E―４区 検 E３ ２ 平安 土師器 高台坏 全形 １／２ １４．６ ６．８ ５．１ 内黒
３７１ 検出面 B―１区 検 B１―８ １３ 平安 土師器 高台坏 底部 １／２ ７．６ 内黒
３７２ 検出面 B―１区 検 B１―７ ９ 平安 土師器 高台坏 底部 １／１ ７．２ 内外黒
３７３ 検出面 B―２区 検 B２―５ ３ 平安 土師器 高台坏 底部 ２／３ 内黒
３７４ 検出面 D区 検D―３ ２ 平安 土師器 高台坏 底部 １／２ 内黒
３７５ 検出面 B―２区 検 B２―１ ６ 平安 灰釉 椀 底部 ２／３ ６．９ ナデ
３７６ 検出面 B―１区 検 B１―８ ９ 奈良 土師器 鉢 底部 ２／３ ７．７ 内黒　木葉痕
３７７ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E １ 奈良 土師器 鉢 底部 １／２ ７．２ 内黒
３７８ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E ２ 奈良 土師器 鉢 底部 １／１ ９．９ 内黒
３７９ 検出面 B―２区 検 B２―７ ８ 奈良 土師器 鉢 底部 １／１ １１．１
３８０ 検出面 D区 検D―３ ３ 奈良 須恵器 横瓶 胴端部 ２／３
３８１ 検出面 B―２区 検 B２―１ ７ 平安 土師器 盤 口～脚 １／２ ２２．２ 透かし孔　灯明具？ ○
３８２ 検出面 B―２区 検 B２―７ ６ 奈良平安 須恵器 壺 底部 １／１ ７．８ 糸切
３８３ 検出面 B―２区 検 B２―５ ８ 奈良平安 須恵器 短頸壺 胴～底 ２／３ ７．２ 箆切→ケズリ　箆書 ○
３８４ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E １０ 奈良 土師器 壺 底部 １／２ ８．４
３８５ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E １１ 奈良 土師器 壺 底部 １／１
３８６ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E ７ 奈良 土師器 甑 口～胴 １／２ １１．６
３８７ 検出面 B―１区 検 B１―８ ５ 奈良 土師器 甕 底部 ２／３ ６．２
３８８ 検出面 B―１区 検 B１―７ １０ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ６．９ 木葉痕
３８９ 検出面 B―１区 検 B１―８ ４ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ６．０
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３９０ 検出面 B―１区 検 B１―８ １ 奈良 土師器 甕 底部 ２／３ ９．３ 木葉痕
３９１ 検出面 B―１区 検 B１―７ １１ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ８．４ 木葉痕
３９２ 検出面 B―１区 検 B１―８ ２ 奈良 土師器 甕 底部 １／２ ９．１ 木葉痕
３９３ 検出面 B―１区 検 B１―４ ６ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ６．９
３９４ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E ９ 奈良 土師器 甕 底部 １／１ ５．６ 木葉痕
３９５ 検出面 B―２東一括出土 検B２―E ８ 奈良 土師器 甕 口～胴 １／２ １７．６ ハケメ

図４５

３９６ SB―１０ 覆土下層 SB１０―４ １２ 須恵器 杯 口縁部 細片 墨書「市」
３９７ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １７ 須恵器 杯 胴部 細片 墨書
３９８ SB―１０ 覆土上層 SB１０―２ １８ 須恵器 杯 胴部 細片 墨書「山」
３９９ 検出面 B―２区 検 B２―１ ９ 奈良平安 須恵器 壷？ 胴部 細片 箆書「水」

図版 番号 時代 種別 名　称 遺存 重量
（ｇ）

形　態　等
（㎝）

写
真

出土遺構 遺物注記
（整理№）遺構 位置

図４６

４００ 平安 土製品 土玉 破片 ２ 棗形　長２．７　径１．６ ○ SB―２ 覆土下層 SB２―２

４０１ 平安 土製品 土玉 略完形 １ 丸形　径１．４ ○ SB―５ 覆土 SB５―１

４０２ 平安 土製品 ミニチュア土器 破片 １１ 鉢形 ○ SB―１４ 覆土 SB１４―１

４０３ 平安 土製品 ミニチュア土器 破片 ７ 鉢形 SB―４１ 覆土 SB４４―１

４０４ 奈良 土製品 ミニチュア土器 破片 １５ 甕形 ○ SB―２５ 覆土上層 SB２５―１

４０５ 古墳後期 土製品 把手？ 略完形 １７ 径１．３～１．６粘土紐 SB―６ 覆土 SB６

４０６ 土製品 羽口 破片 ５３ 径５．２ ○ 検出面 B―２区 検 B２―７

４０７ 奈良 土製品 土製支脚 完形 ６６２ 長１７．８　径３．９～７，２ ○ SB―２０ カマド SB２０―１４

４０８ 奈良 土製品 土製支脚 完形 ４７０ 長１０．９　径４．２～７．１ ○ SB―３ 床面直上 SB３―３B

４０９ 古墳後期 土製品 土製支脚 破片 ２９４ 径～７．１ SB―６ 覆土 SB６

４１０ 古墳後期 土製品 土製支脚 破片 １１３ 径～６．７ SB―６ 覆土 SB６

４１１ 奈良 土製品 土製支脚 破片 ２７０ 径～６．２ SB―２０ 床面 SB２０―７

４１２ 平安 土製品 土製支脚 破片 ３５ 径～６．６ SB―４０ カマド内 SB４０―２

４１３ 土製品 土製支脚 破片 １０５ 径～６．７ 検出面 A―２区 検A２―４

４１４ 平安 石製品 砥石 完形 １２５ 珪質頁岩　自然礫　長８．８　幅４．８ ○ SB―１１ 床面中央ピット SB１１―２

４１５ 奈良 石製品 砥石 破片 ４２ 凝灰岩　幅３．６ ○ SB―２５ 覆土下層 SB２５―３

４１６ 平安 石製品 砥石 略完形 １，０４３ 砂岩　幅９．４～４．３ ○ SB―３５ 床面 SB３５―２

４１７ 平安 石製品 砥石 破片 １５６ 砂岩　幅５．４～４．２ ○ SB―４１ 覆土上層 SB４１―１

４１８ 平安 石製品 砥石 完形 ８３ 凝灰岩　有孔　長７．５　幅３．５～２．５ ○ SB―４４ 覆土 SB４４―１

４１９ 石製品 砥石 略完形 ３６ 凝灰岩　長５．３　幅２．６ ○ 試掘坑 A―２区上層 T―A２

４２０ 石製品 砥石 破片 ６７ 凝灰岩　幅２．８ ○ 検出面 B―２区 検 B２―１

４２１ 石製品 砥石 破片 ５１ 凝灰岩　幅３．１ ○ 検出面 A―１区 検A１

写真
のみ

４２２ 古墳後期 石製品 ミガキ石？ 完形 ２４４ 石英斑岩？　自然礫　径４．７～６．３ ○ SB―６ 覆土 SB６

４２３ 平安 石製品 敲石 破片 ２３ 砂岩　幅～２．６ ○ SB―４４ 覆土 SB４４―１

４２４ 古墳後期 石製品 敲石 完形 ５８０ 硬砂岩　長１６．０　幅６．８ ○ SB―３６ 覆土下層 SB３６―２

表４　若里市民文化ホール地点（SRTH）その他遺物観察表
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１ 10 １１ １２

１３

１８ １９

２１

２３

３５

３８

２７

４４４３４２４１

２８
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５９ ６３ ７４ ７２

７８ ９８ ９９ １００

１０９ １１９ １１４ １１３

１１５ １１６ １２３

１２６

４５

４６

４７
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１３３ １３４ １４０ １３６

１５０ １５３ １５７

１６８ １６９ １７３ １６４

１７５ １７６ １９５ １８１

２１３２０５１９７

１８７ ２０４
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２４０ ２４１ ２４３ ２４５

２４６ ２４９ ２５０ ２５６

２５９ ２６０ ２５７

２６１ ２６２ ２６５ ２６３

２１８ ２２０ ２２７ ２２８

２３０

２３２

２３４ ２３５

２３１

２３９
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１５７

２６４ ２７３ ２７５ ３０８

３１８ ３１９ ３２０ ３２９

３４９ ３５０ ３６５ ２７４

３８１ ３８３

２２７ ２７３ １０
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４００ ４０１ ４０２ ４０４

406 408 407

414 415 417 416

418 419 420

421 422 423 424
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４　作為的混入遺物（石器）について
� 株式会社アルカ　角張淳一
　

　Ａ地区下層において散発的に検出された石器類についての分析報告を行うものである。資料体は黒曜石石器９

点である。この資料について、元沼津工業専門学校教授望月明彦教授のもとで、黒曜石原産地分析を行った。そ

の後に、低倍率（１０倍程度）の顕微鏡写真を撮影し、石器の剥離面の観察とその技術を記述した。

　分析項目は、（１）原産地分析、（２）器種と剥離面観察の２項目である。

（１）原産地分析
　黒曜石の原産地分析によると、９点の資料は２群３類に分類された。１群は北海道の白滝８号６沢群、２群は

長野県内の諏訪・和田峠群で、これらは諏訪星ヶ台群と和田群に細別される。

　長野県内において北海道産の黒曜石石器は確認されていないので、きわめて不自然な遺物である。

（２）器種と剥離面観察
　以下は図に沿って個別に石器の観察を述べるものである。

　白滝産の黒曜石製尖頭器（実測図№１、写真図版１）
　この尖頭器の風化面は新鮮で、現代における模造品であることが判る資料である。写真では剥離面の開始部を

撮影しており、この剥離面はハードハンマーによる直接打撃の通常の剥離面である。遺物でよく知られる尖頭器

の製作は鹿角などのソフトハンマーの平坦剥離であるから、この資料の剥離面とは異なる。おそらくこの資料の

製作は、右手（利き手）に小形で偏平な小石をもち、左手で資料をもちながら打撃を加える作業で製作されたの

であろう。遺物としては非常に不自然な石器である。

　白滝産の剥片類（実測図№２，３，４、写真図版２，３）
　３点の剥片類の風化面は、№１の尖頭器と同様に新鮮である。№２は二つに折れている剥片で、自然面が残る

が信州産の黒曜石の自然面とは異なる面で、ザラザラとした風化面である。№３は剥片で風化面は新鮮である。

№２と№３は剥離の開始部が残っているので顕微鏡写真を撮影した。№２の打面は点状打面、№３の打面は不整

切子打面で、いずれも打面を調整することはしていない。通常は打面形態が剥片の形態を安定させる重要な属性

なので、打面形態は石核の面の中で選択されるか、打面を作出するが、これらの剥片に打面に対する意図は全く

長野市芹田東沖遺跡出土黒曜石製石器産地推定結果（望月明彦）

判別図
判別群

判別分析
第１候補産地 第２候補産地

判別群 距離 確率 判別群 距離 確率
STHG STHG ７．３７ ０．９９８９ STSC １７．３１ ０．００１１

SWHD SWHD ８．０１ １ WDTN ７３．１５ ０

STHG STHG ０．６９ ０．９９６９ STSC ８．６４ ０．００３１

STHG STHG ２．１２ ０．９９８６ STSC １１．６８ ０．００１４

STHG STHG ２．２６ ０．９８９１ STSC ７．６６ ０．０１０９

WDTY WDTY ７．７ ０．９９９９ WDHY ２３ ０．０００１

WDKB WDKB ５．３７ ０．９９９８ WDTY ２３．２２ ０．０００２

SWHD SWHD ５．３４ １ WDTN ８８．１２ ０

WOTM WOTM １０．４３ １ WDTM ３８．１２ ０

判別図法による推定結果と判別分析による推定結果

研究室
年間通番 分析番号 実測図番号 推定産地

MK１０―０１８８２ SHO―１ №１ 白滝８号沢群

MK１０―０１８８３ SHO―２ №５ 諏訪星ヶ台群

MK１０―０１８８４ SHO―３ №２ 白滝８号沢群

MK１０―０１８８５ SHO―４ №４ 白滝８号沢群

MK１０―０１８８６ SHO―５ №３ 白滝８号沢群

MK１０―０１８８７ SHO―６ №７ 和田鷹山群

MK１０―０１８８８ SHO―７ №９ 和田小深沢群

MK１０―０１８８９ SHO―８ №６ 諏訪星ヶ台群

MK１０―０１８９０ SHO―９ №８ 和田高松沢群

判別図法・判別分析からの最終推定結果
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みられない。おそらく、石核の面で、剥片を剥ぐことができる面をランダムに選んで打撃を加えているのだろう。

これを裏付けるように剥片の背面に規則性はない。また№３の剥片にはバルブがあるので、尖頭器と同じような

動作で剥離作業を行っていると推定される。こうした作業は、ハンマーをもつ手首をかえすように打撃を行う直

接打撃で、訓練を受けていない者が通常行う剥離作業である。剥片№４は、右側辺に石核側面、左側辺に押圧剥

離面が残っている。この押圧剥離は、小石で縁辺を潰すように行った押圧剥離であり、刃付けの意図は読み取れ

るが、その技術は先史時代の押圧剥離の技術を知らないことをうかがわせる。おそらく尖頭器のハンマーと同じ

小石のハンマーを用いているのだろう。

　諏訪星ヶ台産の石鏃と剥片（実測図№５，６、写真図版２）
　石鏃と剥片の風化面は、新鮮とはいえず、縄文時代の風化面としてもよいだろう。石鏃の押圧剥離は、鹿角な

どを用いる縄文時代の押圧剥離そのものであり、白滝産の剥片の押圧剥離とは異なる。剥片の打面は折れている

が、直接打撃によるもので、先史時代のものとしても良いだろう。

　和田産の尖頭器、剥片（実測図№７，８，９、写真図版３，４）
　いずれの資料も風化面は新鮮である。尖頭器№７は小形で分厚い剥片の周囲を直接打撃で加工している。ハン

マーは白滝産のものと同じ小石のハンマーであろう。写真図版３の１，２，３から、加工の縁辺が潰れているのが

わかる。白滝産の尖頭器と異なる点は、両面加工になっていない点であるが、これは素材の剥片が小さかったた

めであろう。この資料からさらに読み取れることは、尖頭器の加工を正方向（剥片の主要剥離面から打撃を加え

て、剥片の背面側に加工がなされる方向）から行っていることが特徴である。両面加工の通常の製作は、反方向

（剥片の主要剥離面に加工がなされる方向）から開始し、その加工面を打面として正方向に平坦な加工を施すの

が適切な手順である。こうした手順を踏まないと、この尖頭器のように、周縁のみを加工して、その剥離角が直

角に近い加工面のみで形成される尖頭器ができあがる。白滝産の尖頭器は、その素材剥片に充分な大きさがあっ

たのだろうし、和田産の尖頭器の素材剥片は小さい剥片であったことがうかがわれる。これは黒曜石の産地別原

石の特徴とも一致している。

　剥片２点は新鮮な剥離面をもつ剥片である。№８の剥片は平坦打面で縦折を生じている。縦折の状態は写真図

版４，５で示した。№９の剥片は大きな球果の入った剥片で、偶発的に剥がれた剥片である。写真図版４の１に

その打面を示したが、何度も同じ点を強い力で打撃して、コーンクラックが重なる様子が看取できる。数度の打

撃を繰り返して、その衝撃の亀裂の極限で剥がれたものである。剥離のきっかけをつくったコーンが写真図版４

の３である。また背面には同じように打撃を繰り返した痕跡が写真４の２に残っている。おそらく石核そのもの

が小さく、通常の手首をかえす打撃の技術では、剥がれにくかったのであろう。縄文時代の小さな石核には間接

打撃が多く用いられることが経験上知られるが、この剥片は直接打撃のみの技術で形成されている。

　まとめ
　資料体９点のうち、白滝産の黒曜石と和田産の資料体は新鮮な剥離面をもち、その技術は稚拙な直接打撃と押

圧剥離によるものであった。諏訪星ヶ台産の資料体は、風化面と押圧剥離の状態から縄文時代の遺物とみなして

もよいものである。こうした現象は、次のことを推定させる。ひとつは、北海道白滝産の黒曜石は現在でも購入

可能であり、それを利用したこと。和田男女倉遺跡は、現状でも小さな原石は採取できること。さらに星ヶ台産

の資料体は、周辺遺跡からの表採遺物の可能性が高いことである。黒曜石の入手経路と資料体の技術から、以上

のことを推定するのは矛盾がないと思われる。作為的混入遺物の資料体とは、以上のような石器であった。
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芹田東沖遺跡　石器実測図
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実測図
番　号

㈱アルカ
管理通番 器　種 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ）

出土遺構 遺物注記
（整理№）遺　構 位　置

№１ ８０４００１ 尖頭器 ６９．８ ２６．１ １３．４ １７．５ 小穴Ａ区 Ａ―１区 Pi―A １

№２ ８０４００３ 剥片 ３７．７ １４．９ ８ ２．５ 試掘坑Ａ区下層 Ａ―１区下層 T―A１下

№３ ８０４００５ 剥片 ３７．９ ２３．１ ６ ２．７ 小穴Ａ区 Ａ―１区 Pi―A １

№４ ８０４００４ 剥片 ３６．６ ３１．２ ７．７ ４．９ 試掘坑Ａ区下層 Ａ―２区下層 T―A２下―S

№５ ８０４００２ 石鏃 ２２．３ １７ ２．８ ０．９ 検出面Ａ区 Ａ―１区 検―A１

№６ ８０４００８ 剥片 １９．６ １４．７ ５．８ １．１ 小穴Ａ区 Ａ―２区下層 Pi―A ２下

№７ ８０４００６ 尖頭器 ３２．１ １９ ９．１ ５．６ 小穴Ａ区 Ａ―１区 Pi―A １

№８ ８０４００９ 剥片 ２３．９ １５．６ ６．７ ２．３ 小穴Ａ区 Ａ―２区下層 Pi―A ２下

№９ ８０４００７ 剥片 ２９．８ ２５ ２０．２ ８．５ 小穴Ａ区 Ａ―１区 Pi―A １

長野市芹田東沖遺跡出土黒曜石製石器計測表

芹田東沖遺跡　石器実測図
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写真図版１
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写真図版２
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写真図版３
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写真図版４
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Ⅳ　都市計画道路栗田安茂里線地点（KA-２０）の調査

１　調査概要

　道路改良予定地の一帯は旧来からの水田域に属してきたが、現況は宅地として盛土造成されている。盛土の厚

さは５０㎝程度であり、埋め立てられた旧水田面以下の土層は、さほど撹乱を受けず当初からの堆積状態をとどめ

ている。その土層序を見ると、旧地表の水田面から地表下４０㎝までが均質な灰黄褐色粘土による水田土壌であり、

連続的な水田耕作に伴って徐々に堆積が進行したことを示す縞状の鉄分等沈着が観察される。その下に厚さ１０㎝

内外の遺物包含層となる灰褐色粘土層と、基盤層となる

シルト質黄褐色粘土層が続き、住居跡等の遺構は同層以

下に掘り込まれることとなる。なお、基盤層であるシル

ト質黄褐色粘土層の厚さは約４０㎝を測り、その下部には

黒褐色粘土層及び灰褐色粘土層の堆積が連続する。黒褐

色粘土層には未分解植物などの有機質が含まれ、低湿な

環境において形成された一連の土壌であることが明らか

であり、集落遺跡形成以前に一帯が湿潤な環境下にあっ

たことを知ることができる。また、遺物包含層及び基盤

層は、北東に向かって自然地形としての傾斜を強め、調

査範囲の東側において裾花川旧河道としての低地域へと

急激に落ち込んでいく。この状況から判断して、調査地

が居住域となる微高地の縁辺部に立地し、芹田東沖遺跡

の東縁を画する位置にあることが理解される。

　この土層堆積の状況と事前の試掘調査結果に基づき、

調査対象は現況道路に接続する西端部の６０ｍ区間、面積

約１，０００㎡の範囲に限定された。調査を進めるにあたっ

ては、駐車場等代替地確保の制約から調査区を二分割し、

東側部分を東区、西側部分を西区とした。実質の調査

面積４７０㎡の中で確認された遺構は、竪穴住居７軒（番

号上は８軒であるが内２軒を同一住居と認定したもの）、

溝５本を数え、その他に小穴（ピット）や性格不明遺構

が検出された。（図４７）

　

２　遺構

　調査において検出確認した遺構は、遺構種別に一連の

番号を付し、各遺構の概要（所属時期、形態・施設・規

模等検出状況、出土遺物）を一覧表に集約した（表５）。

東区・遺構の平面検出（東から）

東区・遺構の掘り下げ（東から）

東区・遺構検出状況（東から）
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　遺構測量図に関しては、遺構全体図（１：３００）及び

遺構実測図（１：１００）を掲載した。

　なお、図及び写真においては、遺構名を次とおり記号

で表記している。

　竪穴住居：ＳＢ　　溝：ＳＤ　　性格不明：ＳＸ

　小穴：Ｐｉｔ

　

（１）竪穴住居
　

　検出総数は７軒であり、東区及び西区東半に分布して

いる。なお、東区において検出の３号住居と西区におい

て検出の７号住居は、方位等から同一住居と判断して１

軒と数えている。

　１号、３号（７号）及び４号住居は互いに重複して位

置しているが、その他の住居はそれぞれ単独で検出され

ている。ただし、全形が確認されたのは５号住居のみで

あり、その他は部分的な検出にとどまっている。

　いずれも平安時代の所産であり、時期別の内訳として

は、中段階に属するものが２軒（３・８号住居）、新段

階に属するものが５軒（１・２・４～６号住居）となり、

市民文化ホール地点と比較してやや新しい様相を示して

いる。中段階住居は主軸方位を南北線にとった方形で、

北壁にカマドを布設している。一方の新段階住居は東壁

あるいは東南隅にカマドを布設し、小形・不整形（５・

６号住居）の傾向が認められる。東壁それも東南隅に近

くカマドを布設する例は、市民文化ホール地点において

も１軒（１６号住居）が確認されているが、平安時代竪穴

住居における末期的な様相とみることができる。

　

（２）溝
　

　５本が確認される。１・２・４号溝は位置関係や方向

性からみて、竪穴住居等の居住施設に関連した何らかの

施設である可能性が考えられる。５号溝は５・６号住居

が重複して検出範囲が限られて明瞭ではないが、幅員２

ｍ程度の溝状遺構と認定した。以上の４本は平安時代の

所産と判断される。３号溝は黄褐色のシルト質粘土を覆

土とする大形溝で、最大幅は３ｍ、平面確認と試掘坑に

西区・表土除去と遺構の平面検出（東から）

西区・遺構の掘り下げ（東から）

西区・遺構の掘り下げ（東から）

西区・遺構検出状況（東から）
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よる部分的確認にとどまり全掘してはいないが、検出面

から底面までの深さは４０㎝を測る。遺物としては古墳時

代後期から平安時代にかけての土器破片が散見されるも

のの少量であり、遺物包含層の上部から掘り込まれてい

る状況から中世以降の水田開発と耕作に付随した水路痕

跡と判断して大過ない。覆土が均質であることから、裾

花川氾濫堆積による急激な埋没状況も想定される。

　この他に員数外の溝３本が検出されている。西区の中

央付近に並列して南北に走り、幅員３０～６０㎝、覆土はい

ずれも黄褐色シルトである。近世の水田耕作に伴う水路

の痕跡と判断されたものであり、平面確認のみで掘り下

げは行っていない。

　

（３）性格不明遺構
　

　不整形の大形掘込で、床面が判然としていないものを

性格不明遺構とした。１号遺構は東区２号住居の北側に

位置し、平面形は長方形に近く、底面は擂鉢状に落ち窪

み、検出面からの深さは最深で３０㎝を測る。底面近くに

炭化物・灰の堆積層が存在するとともに、人為的に埋土

された状況を観察することができる。２号遺構は西区５

号住居が重複するもので、５号溝の延長部分に該当する

可能性も考えられる。

　

（４）小穴
　

　西区５号住居と４号溝との間に小穴が集中分布する。

配列が不揃いであるが、掘立柱建物等の居住施設の痕跡

を示す可能性は否定されない。

　

（５）河川流路跡
　

　西区竪穴住居群の西側では、遺物包含層下に黒褐色土

層が現われ、西に向かって緩やかに傾斜していく状況が

確認された。さらに西側においては、黄褐色、黒褐色及

び灰褐色のシルト層が縞状をなして堆積し、同層を被覆

している状況が確認された。これらは一連の河川堆積物

であると認定され、その堆積状態から判断して、西区の

ＳＢ－１（西から）

ＳＢ－２（南西から）

ＳＢ－２、ＳＸ－１（南から）

ＳＢ－５・６、ＳＤ－５（北から）
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西半には谷状の自然地形すなわち河川流路跡が存在していることが明らかとなったものである。調査範囲内では

確定はできないが、流路幅は２０ｍを超えるものと想定され、方位は北北西から流下するものと想定される。

　なお、この河川流路跡は、平安時代には既に埋没して河川としての機能は失われていたものと考えられるが、

土層の傾斜や竪穴住居等の遺構分布などの状況を勘案すれば、平安時代においても低湿な窪地として残されてい

た可能性は高い。

遺構名 記号 地区 時代
（期）

遺　　　構 出　土　土　器 その他出土遺物 遺物注記
（整理№）形態・施設・規模 備考 重量（ｇ） 実測 特記 土・石・金属製品他

１号住居 SB―１ 東 平安
（Ⅲ）

方形（４．２×４．６m）
東壁カマド １，６４０ ３ SB１―

１・２

２号住居 SB―２ 東 平安
（Ⅲ）

方形
東壁カマド SB―３に重複 ３，２００ １１ SB２―

１～３・№１～３

３号住居 SB―３ 東 平安
（Ⅱ） 方形（４．５×？ m） 同一遺構と認定

SB―１・４が重複 １５０ ０ SB３

７号住居 SB―７ 西 平安
（Ⅱ） ５７０ ３ SB７―

１・２

４号住居 SB―４ 西 平安
（Ⅲ） 不明 SD―７に重複 １，６５０ ３ SB４

５号住居 SB―５ 西 平安
（Ⅲ）

方形（３．７×２．８m）
東南隅カマド SD―５、SX―２に重複 ３，７８０ ５ SB５―

１～３・№１

６号住居 SB―６ 西 平安
（Ⅲ）

不明
東南隅カマド SD―５に重複 １，０７０ ３ SB６―

１～３

８号住居 SB―８ 西 平安
（Ⅰ）

方形（３．６×？ m）
北壁カマド ３，５９０ ７ SB８―

１～３

１号溝 SD―１ 東・西 平安 幅０．４～０．８m SD―４と重複 ２８０ ０ SD１―
１･２

２号溝 SD―２ 東 平安 幅０．３m SB―１と重複 ３２０ ０ SD２

３号溝 SD―３ 東 近世？ 幅２．６～３．０m 範囲のみ確認 ５９０ ２ SD３

４号溝 SD―４ 西 平安 幅０．３～０．４m SD―１と重複 ２０ ０ SD４

５号溝 SD―５ 西 平安 幅２．０m SB―５・６が重複
範囲のみ確認 ４０ ０ SD５

１号不明
遺構 SX―１ 東 平安 不整形

幅４．４m 以上 擂鉢状 １，６９０ ６ 鉄片・骨 SX１―
１･２・№１

２号不明
遺構 SX―２ 西 平安 幅２．０～２．２m 溝状

SD―５延長部分？ ６８０ １ SX２―
１･２

小穴 Pit 西 平安 ８２０ １ Pi―１～８

検出面 検 東・西 ９１０ ０ 砥石 検―１・２

合計 ２１，０００ ４５

表５　都市計画道路栗田安茂里線地点（KA―２０）遺構一覧表

ＳＢ－２・カマド ＳＢ－６・カマド
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図４７　ＫＡ－２０地点　遺構全体図（１：３００）
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図４８　ＫＡ－２０地点　遺構実測図①（１：１００）

SB-2

SD-3

SX-1

70
21
0

70
20
0

-27020

-27030



110

図４９　ＫＡ－２０地点　遺構実測図②（１：１００）
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図５０　ＫＡ－２０地点　遺構実測図③（１：１００）
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３　遺物

　全遺構、遺構外より出土した遺物を整理し、種類ごとに抽出、図化を行い一連の番号を付した。図化したもの

に関しては観察表にその詳細を記す。以下、種類ごとに詳細を述べる。

　

（１）土器
　全遺構、遺構外から出土した土器の総重量は約２１，０００ｇに及ぶ。このうち、実測対象として各部位いずれかの

径が概ね２分の１以上遺存する個体を抽出し、４４個体を図化した。その上で器種ごとに、形態及び遺存の程度、

寸法に応じて分類を行い、詳細を土器観察表にまとめた。なお、表中では、図面上認められる遺存部位を「全

形」「口縁部」「底部」のように表記し、これに対する遺存の程度を「１/１」「２/３」「１/２」などとした。

　以下、詳細を述べる。

　

①弥生時代後期後半（図５１）
　性格不明２号遺構より甕が１点確認された。頸部から口縁は欠損しているが、比較的小形の個体である。頸部

には櫛描簾状文を右回りに施文し、静止痕が現存で３ヶ所認められる。胴部上半には波状文を２条、上位から下

位方向へ施す。胴部下半はタテヘラミガキ、底部周辺はヘラケズリによって整え、内面はヘラミガキが施される。

弥生時代後期後半に比定される。

　

②平安時代
　当地点では該期の遺構とそれに伴う遺物が主体を占めている。形態及び、器種組成からⅠ期（古段階）・Ⅱ期

（中段階）・Ⅲ期（新段階）の３つの時期に区分できる。

Ⅰ期　８号住居が相当する。食膳具では須恵器坏・高台坏が主体を占め、土師器の出土は認められない。須恵器

坏は縮小化の傾向がうかがえるが、口径が１３㎝台とやや大きめである。高台坏は坏部の定型化が進み、小形化し

た段階と言える。いずれも硬質で灰～灰白色を呈し、焼成状態は良好であり、須恵器生産終了段階には至らない

ものと思われる。

　煮炊具では小甕と砲弾形の甕がカマド内から出土した。抽出した３個体の砲弾甕はいずれも寸法に大きな差は

なく、外面をヘラケズリ、内面をカキメ調整する点で共通するが、調整の加え方が各々で異なっている。また、

４２は口縁端部を面取りし、内面の底部付近には炭化物が付着する。４３は外面を頸部までヘラケズリするが、胴部

の広い範囲に粘土の付着が認められる（点線範囲）。器種の組成・形態から９世紀前半に比定される。

Ⅱ期　３号（７号）住居が相当する。遺物の出土量が少なく、器種組成は明確ではないが抽出個体では黒色処理

の土師器坏、土師器高台坏が認められる。２５・２６は内面を磨いており、２６は「十」字の暗文を施す。２７の坏部は

腰が張らずに緩やかに立ち上がる形態となり、高台内には回転糸切りの痕跡を残す。９世紀中葉から後半に比定

される。

Ⅲ期　相当する遺構は最も多く、１・２・４・５・６号住居が挙げられる。全遺構は抽出個体に須恵器が認めら

れない点で共通している。しかし、Ⅲ期の中でも時期差が認められ、１・４・５号住居は古相に位置付けられ

る。いずれも黒色処理の土師器坏・高台坏が認められ、土師器坏（１９）は口径が１１．４㎝であり縮小化がうかがえ

る。６号住居では土師器坏の寸法における器形分化が進み、２３のような大形の個体も確認できる。２号住居は最
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も新相に位置付けられる。黒色処理の土師器坏は認められず、土師器坏（４・５）は口径が９㎝台となる。一方

で７は器形分化した大形の個体と考えられるが、前述した６号住居出土の２３と比較すると小形化が顕著に見られ

る。高台坏では寸法による大小の器形分化が認められる。１０は内面を黒色処理して深碗形になるのに対し、１２は

腰が張らずにまっすぐ口縁まで伸びるもので、口径は１０㎝台と小形になる。また、皿（８・９）は口径が９㎝前

後であるが、器高が低くなる点で坏とは区別される。器種組成から１・４・５号住居は１０世紀前葉から中葉、６

号住居は１０世紀後半、２号住居は１０世紀末から１１世紀初頭に比定される。

　なお、性格不明１号遺構からも土師器坏が出土しているが、寸法の小さい個体が多く２号住居出土遺物よりさ

らに時代が下る可能性がある。

　以上、該期に相当する遺構が主体となるが、形態及び器種組成から市民文化ホール地点よりも新相を呈すると

いう結果を得た。

　

③箆書（図５２）
　焼成前に箆状工具などで文字や記号を刻んだものを箆書とする。当地点では１点が確認されている。須恵器坏

（３８）の体部から底部にかけて「十」字が刻まれる。線は非常に細く、先端の尖った釘状工具か、もしくは箆状

の工具で刻まれたものと思われる。「十」字は縦方向から横方向の順序で刻まれ、一端は底部に伸びている。窯

印としてつけられていた可能性がある。

　

（２）石製品（図５２）
　人為的な加工が行われ、製品として使用していたことが明確なものを選出し、図化した。砥石が１点出土して

いる。

砥石　４５は砂岩を使用し、表裏面・両側面に使用痕を残すが、下端部にもＵ字状の溝が認められ使用した可能性

がある。表面には線状痕に混じって幅５㎜程のＵ字状の溝が３条みられる。裏面および両側面は平面を使用し、

非常に細かい線状痕が残る。

遺構名 記号 地区 時代
（期）

土　器 土製品 石製品 金属製品 その他 遺物注記
（整理№）重量（ｇ） 実測 特記

１号住居 SB―１ 東 平安（Ⅲ） １，６４０ ３ SB１―１・２
２号住居 SB―２ 東 平安（Ⅲ） ３，２００ １１ SB２―１～３・№１～３
３号住居 SB―３ 東 平安（Ⅱ） １５０ ０ SB３
４号住居 SB―４ 西 平安（Ⅱ） １，６５０ ３ SB４
５号住居 SB―５ 西 平安（Ⅲ） ３，７８０ ５ SB５―１～３・№１
６号住居 SB―６ 西 平安（Ⅲ） １，０７０ ３ SB６―１～３
７号住居 SB―７ 西 平安（Ⅲ） ５７０ ３ SB７―１・２
８号住居 SB―８ 西 平安（Ⅰ） ３，５９０ ７ SB８―１～３
１号溝 SD―１ 東・西 平安 ２８０ ０ SD１―１･２
２号溝 SD―２ 東 平安 ３２０ ０ SD２
３号溝 SD―３ 東 近世？ ５９０ ２ SD３
４号溝 SD―４ 西 平安 ２０ ０ SD４
５号溝 SD―５ 西 平安 ４０ ０ SD５
１号不明遺構 SX―１ 東 平安 １，６９０ ６ 鉄片 骨片 SX１―１･２・№１
２号不明遺構 SX―２ 西 平安 ６８０ １ SX２―１･２
小穴 Pit 西 平安 ８２０ １ Pi―１～８
検出面 検 東 ･ 西 ９１０ ０ 砥石 検―１・２

合計 ２１，０００ ４５

表６　都市計画道路栗田安茂里線地点（KA―２０）遺物一覧表
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図５１　ＫＡ－２０地点　遺物実測図①（１：４）
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SB-8

篦書 石製品

0 10㎝

0 10㎝

38

39

40

42 43

41 44

38 45

図５２　ＫＡ－２０地点　遺物実測図②（土器１：４、拓本・石製品１：３）
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遺物写真

４ ５ ６ ７

９ １９ ２３ １０

３０ ３８ ４０ ３５

４５

３６ ４１

４３
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図版 番号 出土遺構 遺物注記
（整理№）

抽出
№ 時代 種別 器種 部位 遺存 寸法（㎝） 成形・調整・その他 写

真遺構 位置 口径 底径 器高

図５１

１ SB―１ 下層 SB１―２ １ 平安 土師器 坏 底部 １/１ ５．１ 糸切　内黒

２ SB―１ 下層 SB１―２ ２ 平安 土師器 坏 底部 １/２ ５．２ 糸切

３ SB―１ 下層 SB１―２ ３ 平安 土師器 高台坏 底部 １/１ ７．３ 内黒

４ SB―２ カマド右ピット内 SB２―３ ２ 平安 土師器 坏 全形 １/２ ９．２ ４．０ ２．１ 糸切？ ○

５ SB―２ カマド右ピット SB２―№２ １ 平安 土師器 坏 全形 １/１ ９．４ ４．３ ２．３ 糸切 ○

６ SB―２ カマド横 SB２―№１ １ 平安 土師器 坏 全形 １/１ １０．３ ４．４ ２．６ 糸切 ○

７ SB―２ カマド右ピット内 SB２―３ １ 平安 土師器 坏 全形 １/１ １２．３ ４．６ ３．３ 糸切→ナデ ○

８ SB―２ 上層 SB２―１ ６ 平安 土師器 皿 全形 １/２ ９．１ ４．８ １．４ 糸切

９ SB―２ カマド右ピット SB２―№３ １ 平安 土師器 皿 全形 １/１ ８．８ ５．１ １．６ 糸切 ○

１０ SB―２ 上層 SB２―１ １ 平安 土師器 高台坏 全形 ２/３ １５．０ ６．５ ６．３ 内黒 ○

１１ SB―２ 上層 SB２―１ ２ 平安 土師器 高台坏 底部 １/１ ６．５ 内黒

１２ SB―２ 上層 SB２―１ ５ 平安 土師器 高台坏 全形 １/２ １０．６ ６．０ ３．５

１３ SB―２ 上層 SB２―１ ４ 平安 土師器 高台坏 底部 ２/３ ６．４

１４ SB―２ 上層 SB２―１ ３ 平安 土師器 高台坏 底部 １/１ ５．３

１５ SB―４ 覆土～床面 SB４ ２ 平安 土師器 坏 底部 １/１ ４．８ 糸切　内黒

１６ SB―４ 覆土～床面 SB４ ３ 平安 土師器 高台坏 底部 １/１ ７．７

１７ SB―４ 覆土～床面 SB４ １ 平安 土師器 小甕 底部 １/１ ６．６ ハケメ　糸切

１８ SB―５ 覆土上層 SB５―１ １ 平安 土師器 坏 底部 １/１ ５．２ 糸切　内黒

１９ SB―５ 床面 SB５―№１ １ 平安 土師器 坏 全形 ２/３ １１．４ ４．５ ３．２ 糸切 ○

２０ SB―５ 覆土下層 SB５―２ １ 平安 土師器 坏 底部 １/１ ４．１ 糸切

２１ SB―５ カマド SB５―３ １ 平安 土師器 高台坏 全形 １/４ １４．０ ７．２ ５．３

２２ SB―５ カマド SB５―３ ２ 平安 土師器 甕 口～胴 １/４ ２１．７ タタキ

２３ SB―６ 床面 SB６―３ １ 平安 土師器 坏 全形 ２/３ １４．０ ５．１ ４．６ 糸切 ○

２４ SB―６ 覆土下層 SB６―２ １ 平安 土師器 高台坏 底部 ２/３ ６．６

２５ SB―７ 覆土上層 SB７―１ １ 平安 土師器 坏 全形 ２/３ １３．１ ４．２ ３．３ 糸切　内黒

２６ SB―７ 覆土上層 SB７―１ ２ 平安 土師器 坏 底部 １/２ ６．４ 糸切　内黒　暗文

２７ SB―７ 覆土下層 SB７―２ １ 平安 土師器 高台坏 口縁部 １/２ １４．０ 高台内糸切り痕

２８ SD―３ トレンチ内 SD３ １ 平安 須恵器 坏 底部 １/２ ６．２ 糸切

２９ SD―３ トレンチ内 SD３ ２ 奈良 須恵器 盤 脚部 １/３ １３．６

３０ SX―１ 下層 SX１―２ ３ 平安 土師器 坏 全形 １/２ ８．５ ４．６ ２．０ 糸切 ○

３１ SX―１ 上層 SX１―１ １ 平安 土師器 坏 底部 １/１ ３．６ 糸切

３２ SX―１ 下層 SX１―２ ２ 平安 土師器 坏 底部 ２/３ ４．２ 糸切

３３ SX―１ 上層 SX１―１ ２ 平安 土師器 坏 底部 １/２ ４．９ 糸切

３４ SX―１ 下層 SX１―２ １ 平安 土師器 高台坏 底部 １/１ ４．９ 内黒　暗文

３５ SX―１ SX１―№１ １ 平安 土師器 高台坏 全形 ２/３ １２．６ ６．６ ５．９ ○

３６ SX―２ 覆土下層 SX２―２ １ 弥生 弥生 甕 胴～底 ２/３ ６．８ 櫛描簾状文 波状文　 ミガキ ケズリ ○

３７ pit―３ 覆土 pi―３ １ 平安 須恵器 坏 全形 ２/３ １３．６ ５．５ ３．７ 糸切

図５２

３８ SB―８ 覆土 SB８―１ １ 平安 須恵器 坏 全形 １/１ １３．４ ６．６ ３．４ 糸切　箆書 ○

３９ SB―８ 覆土 SB８―１ ２ 平安 須恵器 坏 全形 １/２ １３．６ ５．６ ３．７ 糸切

４０ SB―８ カマド SB８―２ １ 平安 須恵器 高台坏 全形 ２/３ １２．７ ８．１ ３．９ ○

４１ SB―８ カマド SB８―３ １ 平安 土師器 小甕 全形 １/１ １２．６ ６．８ １２．２ ケズリ ○

４２ SB―８ カマド SB８―２ ２ 平安 土師器 甕 口～胴 ２/３ ２３．４ ケズリ　カキメ　ハケメ

４３ SB―８ カマド SB８―２ ４ 平安 土師器 甕 口～胴 ２/３ ２３．８ ケズリ　ハケメ→カキメ ○
４４ SB―８ カマド SB８―２ ３ 平安 土師器 甕 口～胴 １/２ ２２．０ ケズリ　ハケメ

表７　都市計画道路栗田安茂里線地点（KA―２０)　土器観察表

図版 番号 時代 種別 名称 遺存 重量（ｇ） 形態等（㎝） 写
真

出土遺構 遺物注記
（整理№）遺構 位置

図５２ ４５ 平安 石製品 砥石 全形 ８７ 砂岩　長７．６　幅２．６～５．１ ○ 検出面 検－１

表８　都市計画道路栗田安茂里線地点（KA―２０）その他の遺物観察表
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

芹田東沖遺跡
若里市民文化
ホール地点

集落 弥生～
平安時代

竪穴住居　　４４軒
溝　　　　　１６本
土坑　　　　２６基
掘立柱建物　１４棟

弥生土器
土師器・須恵器
灰釉陶器
砥石

芹田東沖遺跡
都市計画道路
栗田安茂里線
地点

集落 古墳～
平安時代

竪穴住居　　７軒
溝　　　　　５本

土師器・須恵器
灰釉陶器
砥石

要　約

　調査地は裾花川扇状地末端の低地域に属し、犀川流路に接した南側には浸食崖が形成され
ている。一帯に堆積する土壌には、未分解の有機質が混合するなど、低湿な環境下において
連続的に形成された粘土が主体であり、通常の集落遺跡と比較してやや特異な立地条件の中
で、古墳時代後期から奈良・平安時代にかけての遺構・遺物を検出した。
検出遺構・遺物の中では、奈良時代段階の竪穴住居と掘立柱建物の構成と、「市寸」と墨書
された土器の出土が注意される。「市寸」は中世荘園名に連なる地名「市村」を示している
と判断されるものであり、同地名が奈良時代にまで遡ることが証明されるとともに、遺跡の
成立が律令体制下における信濃国水内郡芹田郷との連関において理解される可能性も示唆さ
れることとなった。
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